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　　　◯序章　才能を求める数式







「世界は愛でできている」

　馬鹿が馬鹿を言い出した。まともに考えれば病院送りな発言としか思えないのだが、このときは例外だった。言ったやつがまともじゃない場合、おかしい発言をしたら一歩踏み込んでみたい。マイナスにマイナスをかけるとプラスになるからだ。

　このときの僕がまさにそれだった。

　内なる自分が言ったのだ。『世界は愛でできている』と。

　それは、とある数学書の一文によってもたらされた閃ひらめきだった。

『確率論や統計学で用いられる正規分布は、平均値を中央とした左右対称の山形を描くグラフになる。多くは自然な釣鐘形の曲線を描く。これを表した正規分布の確率密度関数はガウス関数などとも呼ばれる』

　正規分布。自然や人間社会を。科学実験の測定で発生する誤差は統計的に正規分布に従って分布する。──科学もまた、この正規分布に支えられているのだ。

　そんなガウス分布を表すガウス関数をグラフにすると、釣鐘形の線になる。自然とその形になるというのだ。

　自然な釣鐘の曲線といえば──そう、愛の象徴に他ならない。

「なんてことだ」

　動揺しつつパソコンを起動。関数のグラフを自動で描画してくれるＷＥＢサイトで入力してみる。
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　標準的なガウス分布。たしかに釣鐘形の線が浮かび上がる。目指すものには程遠い。しかし、しかしだ。その係数を少しだけ変えてみると……わずかに曲線が変化し、その中にある可能性を示した。

「ふ、ふはは……！」

　これは希望だ。これこそが希望だ。

　なぜなら、かつての僕が求めた『自然の中にある曲線』がガウス関数にはあるのだ。ならば、

「必ず……！」

　そこに、希望がある。

　数学のいいところは、何度でもトライできるところだ。

　僕の頭の中で、そして入力したパソコンの画面で何度もその曲線は歪ゆがんだ。とても見るに堪えない光景が現れては消え、足しては減らし、幾度も僕の手の中からその閃ひらめきが消えかけた。

　無理だ。間違ってる。正しくない。お前の誤りだ。正解は限りなく遠くにある。──そんな幻聴が何度も聞こえた。

　それでも、僕は諦めずに何度も挑んだ。何度も何度も、指先が痛くなるほどキーを叩たたき、頭をかきむしった。打ちのめされても、壁にぶつかり行き詰まっても、爪が欠けても、何度も挑戦をくり返した。

　そして──

「できた……」

　そう感じた。

　三つの項から成る滑らかな曲線美。

　つまり──だれもがひと目でわかるおっぱいがそこにあった。
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　こんなときに僕が会いたい人は決まっている。

「お祖じ父いちゃん！　これを見てくれ！」

　親のいなくなった僕を引き取り、大切に育ててくれている祖父だ。そして、尊敬すべき数学者。親代わりと同時に師でもある祖父に、数式ができあがった喜びの勢いのまま僕は大発見を伝えに行った。

「どうした、そんなに慌てて」

「これこれ！　見てくれよ！」

「ふむ……？」

　数学者として論文を発表し、博士号を取得して数十年も数学に身を捧ささげた祖父である。分厚い本が並ぶ書斎には、当然ながらパソコンも置いてあった。僕の数式をゆっくりと打ち込み、やがて出てきたグラフを眺める。

「……ナオキ、お前はまたこれを作ったのか」

「わかってる！　この方法じゃ最初の目的には達することができない。こいつは僕のトラウマだ。だけど……だけど、あのまま葬ほうむったんじゃ、あのときの僕が報われないじゃないか！」

「……やれやれ、困った子だ」

「でも見てくれ、今度は前より良くなってる！　そうだろ？」

　祖父はパソコンをちらりと見て、少し時間を置いた。

　僕は審判の日を迎えた信徒みたいな気分で、その短くも長い時間を黙って耐える。やがて、僕に向き直った祖父の目は──冷たいものだった。

「ナオキ、お前は……自分のアイデアに固執しただけだ。これでは前よりも悪い」

「な──」

　そんな馬鹿な！

「せめて成長していればいい。だがお前は小こ賢ざかしくなった。これでは……前のほうがずっと良かった」

「な、なんでそんなことを？　いったい、なにがいけなかったんだ」

「お前には足りないものがある」

　僕に背を向けて、お祖じ父いちゃんはパソコンに向き直って新たな数式を書き始めた。

「ナオキ、お前の数式に足りないものは……これだ」

　かたん、と薄いノートパソコンを持ち上げて僕に差し出す。それを受け取ると、そこにはひとつの項が追加されていた。それは──

「ち、乳首の項だって!?」
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「それがお前に足りないものだ」

「なんてこった……!!」

　くそっ、お祖じ父いちゃんの言うとおりだ！　昔の僕なら、きちんとそこまで作ろうとしていたにちがいない。実際そうだった。なのに、いまの僕はリベンジに目がくらんで……！

「僕は、大事なものを忘れていた……」

「まだまだだな」

　苦笑しながら僕を見つめるお祖じ父いちゃん。

　これでもう何度目の失敗だろうか。僕が数式を閃ひらめくたびに、同じようなことがくり返された。僕は何度も何度も失敗を重ね続けていて、それに毎回お祖じ父いちゃんは付き合わされているのだ。さすがに自分がいやになってくる。

「はあ……お祖じ父いちゃん、僕って数学の才能無いよね……」

「んん？」

　つい、口から弱音が漏れた。

「いや、実は最初からわかってたけどさ。お祖じ父いちゃんの部屋にある本とか、読むのにすごく時間がかかるし。全部読んでもわからないことがある。たまにお祖じ父いちゃんの言うことも理解できてないし……やっぱり才能が無いと、できないこともあるよね……」

　ガウス分布の生みの親、天才数学者のカール・フリードリヒ・ガウスは幼少のころから算術において天才的なふるまいを見せたらしい。

　僕はといえば学校のテストくらいならともかく、お祖じ父いちゃんのような高等数学については苦戦続きで光明さえ見えない。僕は天才ではなかった。それを実感するばかりだ。

「ふぅむ」

　博士号を持つ数学者たるお祖じ父いちゃんは、僕を見て眉をひそめた。

　失望させたかもしれない。

「……あ、えっと……まあ、いまのは忘れて。ごめん。数式見てくれてありがと」

　慌てて言い繕った。さっさとどっか行こう。

「ナオキ。待つんだ」

　だが、お祖じ父いちゃんに呼び止められる。

　硬い声に思わず足が止まった。止まったので振り返らないといけない。あー気まずい。

「……なに？」

　振り向いた先で、お祖じ父いちゃんは肩をすくめて軽く言った。

「私は昔、よく怒られた。『どうしてこんな簡単なことがわからないの？』とね」

「……お祖じ父いちゃんがわからないことって、あるの？」

　思わず言った僕の言葉に、数学博士はしわをいっそう深くしてはおかしそうに笑った。

「もちろんあるさ。たとえば……そうだな、〝手抜き〟とかだな。あるとき『紐ひもを綺き麗れいに結んでおいて』と言われたんだ。だから私は、結び目が綺き麗れいに左右対称になるまで、何十分も結び直した。そうしたら、頭をばしんと叩たたかれたよ。『てきとうでいいのに！』とね」

「……神経質だったの？」

「だったじゃない。いまでもそうさ。少しましになったがね」

　懐なつかしそうに笑うお祖じ父いちゃんは、僕を見ながら手を組んで続ける。

「そのときの正解は言われたこととまるでちがったんだ。だが、私以外のみんなはそれができていた。言われなくても正解が分かる〝みんな〟が、魔法使いみたいに見えたもんさ」

「……それで、どうしたの？」

「どう、と言われてもね。どうしようもなかったよ。ゆっくり、少しずつ覚えていったが……なかなか、この齢よわいになってもできないことだらけだ」

　お祖じ父いちゃんは立ち上がって僕に歩み寄り、目をじっと見つめてくる。

「ナオキ、これから先にもわからないものはもちろんあるだろう。わからない人もたくさんいる。どうやったって、世の中に完璧な人はいない。どんなに特別な才能や力がある人でも、まるで……世界に、見放されたみたいに感じるときがある」

「そんな。だって……才能があるのに？」

「才能があるのに、だ。お祖じ父いちゃんには世界がわからない。幸せになれたと思ったら、すぐにひどい仕打ちが待っていたり、大きな不安の中にたとえようもない喜びが隠されていたり。私と世界は、お互いに相手のことがなにもわかっていないのかもしれない」

　僕の肩をそっと叩たたいたお祖じ父いちゃんは思い出が滲にじみ出でてくるような穏やかさで、ゆっくりと語りかける。

「だがね、ようやくわかってきたこともある。教えてあげよう、ナオキ。自分は周りとちがうと感じるとき、だれかや何かを見て自分が小さく見えたとき、思い出すといい。

　いいかい、ナオキ。たとえお互いにわかり合えないとしても──好きでいることだけは、やめなくていいんだ」

　その温かい声に励まされて、僕は、

「……じゃあこの数式を少し巨乳にしたのも？」

　気になっていた乳首の項以外の修正点を指摘した。数学博士は重々しくうなずく。

「うむ、私は大きいほうが好きでな」

「僕もだよ！」

　心の底から大笑いした。お祖じ父いちゃんも笑いだしていた。

　笑いながら、ちょっと思う。

　〝世界〟はわからないことだらけだ。ただ──好きなものへ近づこうと、あるいは近づけようとすることは、人の本能なのかもしれない。などと。













　　　◯第一章　未来にふさわしい人を求めなさい







　水平線があった。

　四方に広がるのはゆるく波打つ穏やかな海。前後左右に見えるものは海水と空でだいたい二分化されているが、後ろと、そして足元だけはちがう。

　高くそびえる木の帆柱に布の帆を広げ、波を切って進む三檣帆船スリーマストシツプ。二十一世紀の日本なら、おそらく一隻たりともお目にかかれないような代物だ。そんな物が、何隻も連なって船団を編成して海を帆は走しっていた。

　見慣れない木造帆船も何十隻と見比べて、艤ぎ装そうの指定も書類上では取り扱った。だから、これが売り物を積んだ交易船ではなく、大砲と戦闘員を満載した軍船バトルシツプであると知っていた。

　そんな物々しい船団の旗艦で水兵たちのように走り回るでもなく、指揮官みたいに艦尾甲板で手すりにもたれているのが、大卒無職の芹せり沢ざわ直なお希きである。──その事実に、僕自身がいまだしっくりこない。

「変な話だ。数学オタクが、兵隊を連れて戦争するために海を渡るなんて」

　もちろん僕は現代日本生まれだ。だけどある日、突然この世界に転がりこんでしまった。この世界はだいたい近世レベルの文明で、世はまさに戦国時代という状態。各国で戦争があるし、僕もそれに否いや応おうなく参加させられた。とはいえ、非力な体に隠された超能力があって、スーパーヒーローになった。というわけではない。

　僕が持っている物といえば、パソコンとビッグデータで作られた現代数学──の、知識。そして関数電卓くらいだった。幸運な出会いと、必死で積み重ねた計算の結果、いつの間にか兵隊たちを指揮する立場になっていた。そんな感じだ。

　ドゴン!!　と一発の轟ごう音おんが耳を叩たたいた。

　力強い砲音とすさまじい量の白煙が海の上に撒まき散ちらされる。少し遅れて、遠くの波間で海水が弾はじけた。敵がいるとかではなく、大砲のデータが取りたいのでなにもない海に砲弾を飛ばしているだけだ。記録係が一発ごとに必要事項を書き込んでくれている。

　それを見守っていた僕の顔を、熱のある空気が包む。というか燻いぶされてた。

「うわっ、ぶっ、ごほっ!?」

　運の悪いことに、大砲が吐き出した硝煙がこちらに流れてきたらしい。

「ナオキさん、大丈夫ですか？」

　激しく咳せき込こむ僕を気遣う、澄んだ少女の声が届く。すっかり聞き慣れたその声に、煙の染しみた目を押さえながら答えた。

「だ、大丈夫。ちょっと煙吸い込んだだけだ」

「無理はしないでくださいね。ここのところ、ずっと寝込んでいたんですから」

「初めて乗った船が木造の三檣帆船スリーマストシツプだったんだぞ。現代人ならほとんどが同じ目に遭うさ」

　現代人基準でも虚弱な理系無職なんだ。乗船してから数日間ずっと船酔いで船室暮らしをしていたのはしょうがないことだと主張したい。

　煙が流れて視界明瞭になった僕の目の前に、その子は立っていた。

　海よりも優美に波打つ長い髪に陽光をきらめかせ、完全無比なバランスで描かれた小顔のカーブは計算し尽くして画布に描かれたように美麗なライン。気を抜けば命を落とす高さがある帆桁ヤードの上で、水兵たちが仕事の手を止めて盗み見るに値する美少女。

　ソアラ・エステル・ロートリンデ王女。ファヴェール王国所属のこの軍船で、そしてこれから向かう戦場で、最高権力者に位置するお姫様である。

「あ、そうそう。おはようございますっ、ナオキさん。これはどうですか？」

　もっとも、いまは17歳相応の無根拠な自信を抱えた大きな瞳で、僕に向かって決めポーズをしていた。なにかリアクションを期待されている。

「おはよう、ソアラ。……えーっと、その格好はなんなんだ？」

　手を腰と帽子にそれぞれ当てて、胸を反らしてポーズを取っているソアラ。

　厚手の青のジャケットに装飾付き剣帯の革ベルトを吊つり下さげて、腰には士官用のサーベル。それに華美な装飾の短銃を収めたホルスター。後ろでひとつにくくった髪に載せた羽つき帽子と、袖や襟のフリルが風にたなびく。
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　僕の言葉を聞いた途端に、ソアラはむっと唇を尖とがらせた。お気に召さなかったようだ。

「ダメです。せっかく着たんですから、もっと良いい訊たずねかたをしてください」

「……ソアラ王女殿下。素敵なお召し物がたいへんよくお似合いです。卑ひ賤せんな僕に説明してくださいませ」

「他人行儀だからダメです」

「どうしたら満足するんだこのわがまま姫」

「きゃーっ」

　帽子ごと頭をわしづかみにしてやると、嬉うれしそうな悲鳴をあげたソアラがくるりと身を翻ひるがえして手から逃げた。

　一歩離れてから、姫が笑みを浮かべて帽子を直す。

「すみません。ナオキさんはずっと臥ふせっていましたから、お話しできるのが嬉うれしくて」

「それを言われると弱いな。看病には感謝してる。本当に」

　ソアラは船酔いして寝込んだ僕のゲロ臭い部屋に毎日足を運んで、嫌な顔ひとつせず看病をしてくれていた。

「いいえ、お体が良くなってなによりです。ちなみにこれはですね、前にお話ししていた制服の試作品です。どうですか？」

　徴募兵たちに着せる制服の試作品がこれのようだ。

　現在のファヴェール軍や傭よう兵へいたちには兵隊っぽい装よそおいはあっても兵隊の〝制服〟というものがなかった。正直なところ、徴募兵と傭よう兵へいの見分けがつかない。それどころか、農民のままに見えることもよくある。

　僻へき地ちの農村から徴兵された農民がぼろぼろの服で行軍する姿は、なんだか盗賊にすら見えてしまう。それに寒そうだ。体調不良で脱落する兵士の数は戦闘での負傷と同じくらいいる。

　最初から厚手の制服を支給してやるほうがずっと経済的な軍隊になる。ということで、制服を作る話が持ち上がったのだ。

　そして喜々として仕立て職人たちと相談したのがこの王女である。ドヤ顔からすると満足いく仕上がりになったらしい。

「よく似合ってるよ。かっこいい」

　僕が素直に褒めると、姫はにっこり笑った。

「ありがとうございます。残念ながら一着しかできなくて、ナオキさんの分はできませんでしたけど」

「べつに、僕はこの服でもじゅうぶんだ」

　ソアラからもらった厚手のベストをつまんで答えると、きょとんとした目で返される。

「でも、戦争するのに着飾らなくていいんですか？」

「その感性が現代人にとっては謎だな……」

「指揮官はひと目でわかるように上質で仕立ての良いい格好をしていたほうが、見分けやすいですから。それに近くにいる兵士が安心します。あとは……死ぬ時には野暮ったくて気に入らない服より、せめて服くらい満足のいく優雅な物のほうがいいと思いませんか？」

　死が身近な中世人の感覚は、なかなか迫力がある。

「……それはわからないでもないけど、僕は来年の財政でも考えてるほうが性に合ってるよ。まだまだ仕事は山ほどある。なにしろ、きみが僕を宰相にしたからね」

　北の国・ファヴェール王国。前王が病床に倒れ、息女であるソアラに引き継がれたばかりの国であり、困ったことに戦乱時代なのに他の国より弱い弱小国だ。

　僕はそんな国のナンバーツーである宰相。現代的に言えば副大統領クラスの地位にいた。頭の中でやらないといけない仕事が並ぶと、うわあえぐいって泣きたくなる。

　たちの悪いことに、非現実的な身の上なのにこの世界はわりあい現実的な問題を突きつけてくる。いちばんが財政難、次が国際紛争、そこからずらりと利権争いに派閥問題にその他たくさんと続く。

　超強い魔法使いがいて王様がほうっておいても村を襲うモンスターを魔法で倒して解決してくれる、とかではないのだ。襲ってくるのはモンスターではなく傭よう兵へいだし、ほうっておくと財政難とか招いて人心が乱れて暴動が起きる。魔法は無い。奇跡も待てない。

　じゃあ現実問題として領地を守るために解決策は？　兵隊とそれを雇うお金である。魔法のかわりに剣とか槍やりとか馬とか銃とか、あるものはなんでも使う。しかもわりと野蛮に。

　ちなみに僕は殴り合いをするなら最下層に位置する数学男子だ。この世界で、自分から野蛮なところに行くのは自殺行為に近い。護身用に持ってる短銃だって手が届きそうなくらい目の前まで近づかないと当たらないような、黒色火薬の先込め式である。

　ありとあらゆる方面から、僕に似合わない仕事場に向かっている。それはよくわかっていた。

　苦り切った顔をする僕を見て、ソアラが首を傾かしげた。

「それなら、どうしてわざわざ前線についてきてくれたのですか？」

「ん？　やっぱ虚弱な数学者は前線じゃ迷惑になるか？」

「それを言ったら、わたしは女子どもです。ナオキさんがついてきてくれるのは、とても頼もしくて……嬉うれしいです」

「友だちと一緒にどこかに出かけたことがないからか？」

「そんな小旅行気分ではないですっ！　それに、だれかと一緒に出かけても気を使って疲れてしまいますし」

　なんでそうぼっち気質なんだこの子は。

「不ふ憫びんな子だな……」

「かわいそがらないでくださいっ！」

　この王女、実は友だちが少ない。でも指摘すると怒る。難しいところだ。

「まあ、迷惑じゃないなら僕も嬉うれしいよ」

「けれど、ナオキさんはただでさえお仕事が山積みですよね。大丈夫ですか？」

　前王が病没したばかりの新国王に突然任命された新宰相。そして戦争は続いている。やることが山積みなのは、当然と言えば当然だった。

　そして、それらとは別の〝当然の問題〟が発生している。

「あんまり大丈夫でもないけど、きみという後ろ盾がいない状態で国内にいるよりは、戦場のほうがリスクが低いさ。僕の味方はあまりにも少ない」

「……そうかもしれません、ね。まさか、こんなにも諸公がナオキさんを信用しないなんて思いませんでした。ファヴェールの危機を救ったことは、すでに周知のはずでしたのに」

「ぎりぎりそれがあるから、首の皮一枚で僕が宰相を名乗れてるのさ。そうでなかったら、いまごろこの首はつながってないだろ」

　困ったことに、友だちが少ないのは王女だけでもなかった。僕個人への不信感が、諸公貴族たちから拭えていないのだ。

　だれもが納得する国家ナンバーツーというのは、身み許もとが保証された伝統ある家門の出身者で経験豊富なお年寄りだ。間違っても出所不明でぽっと出の〝魔術士〟とあだ名されてしまうような若造ではない。

　隣国にして強国であるオルデンボーに侵攻されたファヴェールは、危機に瀕ひんしていた。その窮地から抜け出すための交渉案を作った実績がなかったら、いまごろ僕は消されてるだろう。

　だから、これからは諸公貴族が気に入ってくれるような仕事が必要だ。

「あの外交交渉だけではありません。その後も、国内から野盗を一掃してくださいました」

「一掃されたはずの野盗どもをこの船団に乗せて西方戦線次の就職先に送ってやる──っていうのも、きみ以外の人たちは気に入らなかったみたいだけどね」










　オルデンボーとの戦争を終わらせてから少し経たったころ、国内に大量の盗賊団が現れて街道や小さな村が略奪に遭っていた。

「この被害は見過ごすことはできない！　由々しき事態だ！」「戦争でオルデンボーに荒らされた上に野盗どもに好き勝手されては、税も集まらん」「王家の支援はもちろん行われるでしょうな」「収穫前の畑まで荒らしおった」「楽に帰らせては面目が立たんぞ」「いますぐ兵を派遣してすべての野盗どもを撃退してやらねばならん！」「王家の支援が必要だ」「そのとおりだ」「そうだ。すぐに始めるべきだ！」

　ファヴェール王国評議会はもちろん、それを解決しようとしていた。彼らの意見としては、領地を治める諸公に王室が支援を送ることで解決できる。盗賊が出たくらいで支援を求めるのは普段ならまずないことだが、今回の盗賊団は事情がちがう。

　盗賊団の兵力は、２０００人以上にもなるからだ。

　戦争が終わればなにが残るか？　答えは給料を失った武装集団。オルデンボーの〝血船王〟は戦場という現地、ファヴェール国内で傭よう兵へいの解雇を宣言して立ち去った。その場に取り残された傭よう兵へい団がそのまま野盗になってしまった、というわけだ。

　とはいえこれはよくある話だ。だから諸公たちは、よくある結論を出した。

「王家から兵を出していただき各地の討伐隊と合流して、盗賊団を討伐していく。それでよろしいですかな、魔術士……いやちがった。これは失礼。宰相殿？」

　老人たちの顔が僕に向く。

　ちゃんとした評議会に使うような広い会議室ではない。それより狭い。せいぜい10人ほどの人間が集まって話し合うくらいの部屋だ。だから、彼らが僕にまったく敬意を払っていないのはとてもよく伝わっている。言い間違えたのは絶対わざとだ。

　現状を簡単に言えば、超アウェイ孤立無援。

　だから、正直な答えが口から出た。

「……時間がかかりすぎる」

「なんだと？」

「時間がかかりすぎる。王室が傭よう兵へいを各地域に派遣して、あなたたちが指揮して戦う。すべての戦いが終わるのに半年以上。それだと、ファヴェールが滅ぶ」

「はあ!?」「なにを言い出すのだお前は！」「冗談にしては度が過ぎるぞ!!」

　当然のように怒りを買った。

　顔をしかめて、相手が落ち着くのを待つ。たっぷり数十秒ほどで、僕に怒鳴り放題するご老人たちの声が話し合いをできる程度の大きさになった。

「……もういいかな？　では、ファヴェールの未来の話をします。僕らは戦時賠償金で銀貨１００万枚の負債がある。分割払いで１年間に20万枚。来年から５年間。これを支払うために貿易拡大計画がある。港湾設備や鉄の増産に投資する王室予算が必要だ。

　傭よう兵へいを雇って、ファヴェール国内で戦わせる。だけどいつ終わるかはわからない、だって？　そんな予算がどこにあるんだ。盗賊に食い物を奪われてる最中に、このうえ傭よう兵へいを雇って食くい扶ぶ持ちを増やすなんて正気じゃない。この国は連中の食卓じゃないぞ」

「戦時課税をすることになるだろうな。民には悪いが、それしかないだろう」「そこまで悲観的に見ることもあるまい」「やってみれば、意外と短く終わるかもしれん」

　おい『意外と』だって？　冗談じゃない。

　僕の予想が信じてもらえないなら、伝家の宝刀──権力者の威光を借りることにする。

「会議の前に、王女殿下のご要望は共有してませんでしたか？　僕らが話し合うべきはこの国の方針に沿った行動の策定だ。そしてそれを決定するのは、最高権力者のソアラ王女だ。今回の問題解決で、王女殿下が希望したのはひとつだけだった。なんだったか覚えてますか？」

「……『増税をしないこと』だ」

「そのとおり、ありがとうございます。傭よう兵へいを雇う期間が長引けば増税するしかない。ということは、国内で討伐するのに時間をかけるわけにはいかない」

「戦争というのは、災害だ。いくら王女殿下の意向とはいえ、できることとできないことがある。災害は向こうからやってくるのだ。『濡ぬれたくないから雨を止やませろ』と言われても、不可能なものは不可能だ」

「だけどあなたたちの案では、『悪党がいるから兵隊を出す』『期間は未定』となってる。これは『水が降ってくるなら板を掲げよう』って言ってるみたいなものだ。でも実はそれが雨漏りだったら？　板を置くのは頭の上じゃなくて、天井だ」

「はぁ……」「まったく」「小うるさい野郎だ」

　ため息まじりの反応が、さすがに僕の作り笑いを引きつらせる。

「僕はいま、なにかわかりにくいことを言いましたか？」

「いいや宰相殿。なかなかうまい弁舌でしたとも。だが、我々には経験がある。これしきで国が滅びたことはない。王族の無茶を唯い々い諾だく々だくと受うけ容いれるだけが貴い仕事ではないのだ。

　無理なことは無理だと勇気を持って進言する。それが選ばれし家に生まれた者の務めだ。それを信じてもらいたい」

「……僕もつい最近、戦争したばかりだ。２倍の兵力差があっても、逃げ回る相手や籠ろう城じようする兵隊を攻略するのは困難で時間と労力がかかる仕事だっていうのはわかってる。〝意外と〟早く終わる戦争、なんていう言葉に信用なんてできない。無理だ」

「では、宰相殿にはなにか策でも？　文句を言うだけでは、うなずける者などいない」

　ようやく僕の番がきたようだ。

「じゃあ提案しよう。まず、討伐に使う兵力は王室で用意する。それはいい。だが兵隊を小分けにしたりしない。ふたつだけだ。まず、２０００人からなる討伐隊。そしてもうひとつ、１０００の国境封鎖部隊」

「国境を封鎖だと？　逃げる相手とも戦うのか？　それでは傭よう兵へいたちは徹底抗戦する。全滅させるには、それこそ時間がかかってしまうぞ」

「国境を封鎖することで、交渉の最終段階の利得を決めた。（０，０）だ。相手もこっちも目的達成できずに全滅する。さてこうなると、次にお互いの全滅を避けるための行動に話が変わる。どこで妥協するか？　だから討伐隊を派遣しつつ、傭よう兵へいたちに降伏を求める」

「奴やつらはそう簡単に降伏などせん。分散している盗賊団ども相手に、２０００の討伐隊は圧倒的だが──逃げ回りながら合流し、我々に諦めさせることを狙ってくる」

「だから降伏の条件は、こうだ。『略奪品を返上すればファヴェールの傭よう兵へいとして雇用する』。つまり、奴やつらが欲しいのは金だ。それをくれてやる」

「なんだと!?」「そんな」「ありえん」「卑いやしい罪人どもを雇ってやるだと!?」「ふざけるな！」

　事前にソアラに言われたとおり、反論の叫びと睨にらみつける視線がたくさん返ってきた。

　僕は両手を上下に振って「頼むから落ち着いてくれ」というジェスチャーを送りつつ、声を張り上げて主張する。

「いまのファヴェールに必要なのは時間の節約と、来年の支払いに使う金を作ることだ。この方法なら、盗賊たちの選択を変化させる。〝雇われる〟か〝戦う〟か、だ。

　雇われるなら、略奪品を失っても命は助かるし給料ももらえるようになる。戦うなら、絶対に勝てない部隊が来る。しかも逃げ切れる可能性はかなり低い。簡単な話になる」

「降伏勧告なら、もうしておる！　それでも奴やつらは立ち退かなかった。なのにいまさら命を惜しむようになるか！」

「討伐隊が大々的に編成されるまでは、奴やつらは降伏なんてしない。口で言うだけではコストがかからない。だから誓約コミツトメントされたと見てもらえない」

「こ、コミ……？　よくわからんが、我々は古くから重責を果たしてきた貴族だ。その我々がした降伏勧告は『たかが脅し』と侮あなどられたが、ご自分の脅しは通用する、と言うのだな。……大した自信ですな。任命されたばかりの、どこから来たのかも知れぬ宰相殿は」

　嫌味っぽい口調なのをスルーして、僕はうなずいた。

「そうだ。僕にはその『古くからの重責』とやらは、理解できない。僕にわかるのは、わかりやすく略奪品や給料が生む予定の利益──金のことだけだ。どこかから来た、傭兵たちと同じでね。

　交渉というのは話し合いだ。相手を説得したいなら、相手に理解できる言葉を使うべきだ。そうは思いませんか？」

「む、う……」

　口をつぐんでくれた評議会員に笑顔を投げておいて、手元の資料をつついた。

「さて、万国共通の言葉──数字が僕の使う言葉だ。盗賊を傭よう兵へいに心変わりさせるために必要なコストが、奴やつらを雇用する費用だ。今年のぶんの戦時課税と、歳出の組み換えと借金の増額で……まあ、なんとかなるはず」

「そんなにも金をかけなければならんのか」

「だけど、略奪で荒らされてる状態より景気や税収は良くなる。ゲーム理論ではこういうのを『ｎ段階交渉』で考えることができるとされています」

「えぬだんかい？」

「『ｎ段階交渉』。たとえば、ここに豚の丸焼きがある。これを飢えた男、ＡとＢで奪い合っている。食べる前にどっちがどれだけ肉を取るか、交渉をすることになった。だが、交渉する間に豚は焦げて食べられる部分が減ってしまう。つまり、最終利得は（０，０）。さっきのファヴェールと傭よう兵へいたちと同じだ」




・交渉１回目　最大利得　１００

　ファヴェールの提案（１００，０）

　傭よう兵へいが拒否する[image: やじるし]最大利得が減る［[image: -30]］


承諾する[image: やじるし]交渉成立（１００，０）［ＥＮＤ］






・交渉２回目　最大利得　70

　傭よう兵へいの提案（０，７０）

　ファヴェールが拒否する[image: やじるし]最大利得が減る［[image: -30]］


承諾する[image: やじるし]交渉成立（０，７０）［ＥＮＤ］






・交渉ｎ回目　最大利得　０

　どちらも利得を得られない（０，０）




「ということはn-1回目の交渉手番で焦げる部分と同じだけ配分を提案して譲歩すれば、相手からすればそれが最大利得なので承諾することが正解になる。ごくシンプルに２段階交渉だとすれば、こうだ」




・交渉１回目　最大利得　１００

　ファヴェールの提案（３０，７０）

　傭よう兵へいが拒否する[image: やじるし]最大利得が減る［[image: -30]］


承諾する[image: やじるし]交渉成立（３０，７０）






・交渉２回目　最大利得　70

　傭よう兵へいの提案（０，７０）

　ファヴェールが拒否する[image: やじるし]交渉決裂（０，０）


承諾する[image: やじるし]交渉成立（０，７０）［ＥＮＤ］






　※１段階目と２段階目で『傭よう兵へいが得られる利得』が変わっていない
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「ファヴェールが傭よう兵へいたちの逃げ道を塞げば、最後の利得は（０，０）。お互い飢え死にすると仕向けた。次に兵力を大きくして、交渉１回につき焦げる肉を増やす。取れる税収や略奪品より、戦いに消費される物が多くなった。金になる部分はぐんと減る。

　最後に、給料を約束して肉をしっかり配分する。全部じゃなくても、一部は確実にもらえるようになった。──ここが重要。さっさと雇われれば、報酬がある。危険な討伐隊が来る前に降伏すればね」

「では事前に降伏しなかった傭よう兵へいどもは、討伐隊が誅ちゆう伐ばつするのですな？」

「包囲できたら、こっちは降伏を受うけ容いれてやる理由が無くなる。相手は圧倒的に小勢だ。時間をかけずに踏み潰す。そのための大兵力だ。

　高い確率で、最初の相手とは戦うと思います。だけど他の相手にそのやりかたが伝われば、もう戦う必要は無い。ひとりが降伏のために逃げ出せば、それを見たふたり目も続く。そしてその反応は連鎖する。これは『囚人のジレンマ』と呼ばれる状態が──」

「……わかった。もういい。宰相殿のやりかたはわかった」

　眉をひそめて聞いていた貴族が、手を振って僕を睨にらんだ。

「仮にそれがうまくいったとして、集めた傭よう兵へいをどうするおつもりかな宰相殿？」

「……財務状況を調査して、前王の存命時から続く巨額の支払いがあることに気付いた。ヒントは同じ傭よう兵へい契約の支払いで、国内から指揮官として貴族もかなり出張中の場所」

「まさか」

　僕は立ち上がり、壁に掛けられた地図の中で目的の場所を叩たたく。

「お気づきのとおり、西方戦線です。ここに増援として送る。そして──短期間で西方戦線を終結させて、現地解散するんだ」

「待て、待ってくれ宰相殿。いま戦争を終わらせると言ったか？」

「このあたりは海を渡らなくても戦争してる場所がいくらでもある。周辺を荒らすより、雇い主を探すのを選ぶはず。西方戦線を手じまいすれば、来年からの歳出もぐっと減る。しかも、これなら戦時徴兵ができる。３０００の部隊は徴募兵で賄えるとなれば、費用は傭よう兵へいよりずっと安い。西方戦線へ増援が出征することで、時間と金がすべて節約できるはず──」

「待てと言ってるんだ!!」

「……なにか問題でも？」

　前回の戦争で、でかい声にはもうさんざんビビらされた。多少の怖い声には動じなくなってきた。いや怖いことは怖い。だからそんなに睨にらまないでほしい。

「傭よう兵へいたちを……いいや、あのケダモノどもを雇い入れて別の土地へ逃してやるだと!?　やつらがこの地で犯した罪はどうなる!!　略奪された村や民の苦しみはどうなる!?

　あいつらが物乞いのように頭を下げてパンを恵んでもらったとでも思うのか!!　傷つけられた人々と応分の苦しみを、奴やつらに味わわせてやらねばならん!!」

「つまり解決ではなく──復讐をしろと言いたいんですね」

「そうだ！　そうしなければ、また同じことが起きる！　奴やつらに恐怖を教えねばな!!」

　見れば、彼の主張は僕以外にはとても気持ちよく受うけ容いれられているようだ。うなずいて感じ入っているご老人が多数。

　僕は思わず苦い顔をしてしまう。すると、たちまち鋭い視線が飛んできた。

「私はいま、なにかわかりにくいことを言いましたかな？」

　僕を咎とがめるその言葉に、肩をすくめて答える。

「さて、どうかな。だけどひとつわかった。僕とあなたはちがう言語を喋しやべってる。僕は数字で、あなたは──感情だ」

「私が、考え無しだとでも言いたいのか!?」

「そうじゃないです。感情的なことをすれば気分が良くなる。つまり心の満足度を満たそうという姿勢だ。領民のね。それはわかりやすい正義だ。僕にだってよくわかる」

「ふん、そうだろうとも。どんな無知な者でもわかるだろう。これは正しい行いだ」

「だけど心を満足させようとすれば、税金は増えることになる。実際に被害に遭った市民は税を増やされても、復ふく讐しゆうしたことに満足するかもしれない。でも、それ以外の人にはどうするんですか？　補償や軽減税率などは考えていますか？　戦費負担は相当なものだ。その人たちの満足度は逆に下がってしまうのでは？　感情と金はどちらかを増やせば片方は減りますよ」

「心は金で買えない。そんなことはわかっておる！」

　そんなふうに言われてしまうのは、ちょっと予想外だ。

「ちょっと待ってくれ。僕の話を聞いてました？　感情と金はどちらか増やせばどちらかが減るんだ。だったら──感情も金に換算できるんですよ」

「……な、なんだと!?」「なんという……」「罰当たりだ！」

　色めきだつ老人たちに、僕は指を立てて説明する。

「復ふく讐しゆうの代金は増税だ。これを年収の１割としよう。一方、懐柔策ならこれ以上の増税はゼロだ。被害地域はたしかに多いが、全国民が被害者ではない。この中にも被害が無かった人はいる。そこの席に座っているかたとかね」

　僕が手で指し示すと、ほぼ全員がそちらを向いた。みなが頰を強こわ張ばらせた彼の顔を見るために一拍置いてから、言ってみる。

「だったらあなたたちは、隣の席にいるかたにこう言わないとならない。『わたしが正義の戦いをするために、あなたのお金をくれ』ってね」

「そ、そういうことではない！」

　だれかが叫んだその声は、反射的な否定に思えた。でも、それは自然な反応だ。

「まあそうですね。これは本来金銭的な価値の無いところに、無理やりお金の話を持ち込んだだけだ。否定的になるのも分かる。──だけど、頭に冷水をぶっかけるにはちょうどいい話です。ふたつの案を天てん秤びんにかけるなら、こうなる。

　あなたたちの提案は、費用として年収の１割を支払ってもらう。報酬は復ふく讐しゆう心の満足。

　僕の提案は、費用として復ふく讐しゆうを諦めてもらう。報酬は増税取り消しと奪われた物を少し返却することと──国内の平和だ。

　さて……比較すると、どっちが点数高くなるかな」

　話しながら壁に書き出した費用対効果の一覧を見比べて、諸公は気難しげにうなり声を鳴らした。

　僕はその様子を見てまとめにかかる。

「これは僕から見た話だ。提案者のあなたたちが正確な見積もりを出してくれれば、こういう大雑把すぎる比較で心証を悪くすることはない。

　今日の話し合いはあくまで予行演習みたいなものらしい。王女殿下にお見せする提案書には、もっと詳しい内容が書かれていると期待します。お互いに意見も出尽くしたみたいだし、解散しましょう。本日はありがとうございました」

　そう締めくくる言葉を出したが、さっさと資料をまとめて立ち上がったのは僕だけだった。他の彼らは立ち上がらず、提案書をめくって渋い顔で隣の人と書いた数字について話し合いを始めている。

　まあいいか。僕は部屋を横断して出口へ向かう。

　その途中、いちばん気炎を吐いていたご老公が僕を見て、忌いま々いましそうにつぶやいていた。










　会議の前にちょっと意見交換会をしてみたほうがいい、というソアラのすすめに従ったときのことを思い出して口にする。

「『魔術をかけられた』」

「？　なんですか、いきなり？」

　吹きつける海風に帽子を押さえながら、ソアラが首を傾かしげる。

「『西方戦線出征計画』を議会の人たちと話し合ったときに、そう言われたんだ」

「そんなことを言われるなんて、きっとナオキさんが悪いですね」

「ああそうだろ、まったくひどい言い草で……いや待てソアラまで敵に回るのか!?」

　ものすごく自然体でディスられた！

「わたしが見た諸公の提案書は、たくさんの計算が重ねられていました。いままでに無かったことです。連名で提出された書類なのに、いつもとはちがうお名前と順番になっていて派閥が崩れかけているようでした。それが勝手に起きたことだとは思えません」

　なんか勝手に内部分裂をけしかけたみたいになってる。

「べつに変なことを言ったわけじゃない。『復ふく讐しゆうの値段が高くついてる』って指摘しただけだ」

「復ふく讐しゆうにまで値札をつけてしまう人は、初めて聞きましたけれど……変なことではないですか？」

　そう言われると反論できないが。

「けれど、ナオキさんがなにも根拠無くそんな説得方法を考えるとは思えません。どんな魔術があったんですか？」

　魔術という部分にからかうような笑いのこもった声があった。面白がってるなこの王女。

「行動経済学っていう研究があってだな。簡単に言うと『人間は必ずしも合理的な行動をしない』ことを数学モデルに取り入れていく研究で、興味深い話がいくつもある」

「それでは、そのうちのひとつを説得に使われたのですか？」

「うん、まあそうだな。諸公に対してこう言ったんだ。『隣の人にお金をもらって野盗退治をしたいんですか』ってね。もちろん遠回しにだけど。

　彼らの中では、お金と復ふく讐しゆうはべつべつの問題だった。虐しいたげられた農民のために復ふく讐しゆうするのは正義の行いだった。お金が無いのは財政難だからしかたない。そういう認識だった」

「それをつなげられた、ということですね。……たったそれだけで、どうして諸公が意見を取り下げたのですか？」

　ソアラが不思議そうに言う。

　この姫様のなかでは、もとより財政難と野盗退治はまったく同じ部分に属しているからだ。

「諸公の多くは、〝正義を果たすため〟にやる気を出していたんだよ。そこにお金の支払いをするという提案をされてやる気を無くしたんだ」

「ええっと……？」

　不思議そうな顔をするソアラにどう伝えるべきか。悩む僕の目にふと高い帆桁の上を歩く水兵の姿が映る。

「……ソアラ、僕の国にはセーラー服というものがあってだな。もともとは水兵の服なんだけど、徐々に女の子用になっていったんだ」

「？　はい」

「どんなのか教えるから、着てみてくれないかな。きっとかわいい」

「えっ、えっ？」

「いやか？」

　戸惑うソアラをじっと見つめると、王女は頰を赤くしてはにかんだりしつつ、

「最近はもうちょっと大人っぽい服がいいかなって思ってたんですけど可愛かわいいだとちょっとちがうんですけれど、ナオキさんが言うならその」

「頼むから着てくれ！　お金をあげるから！」

「いやです」

　ゼロ秒で冷たい目になる王女にちょっとびびる。女の子ってこわい。

「ほ、ほらな？」

「あっ、なるほど。これが『お金を支払うことでやる気が失われる』ことですか……。ナオキさんに新しい服をお見せするのは無償でやっていたのに、お金を払われるとやる気が削そがれてしまう」

「気づいてくれて良かった」

　本当に。

　素の表情に戻ってくれたソアラに詳しく説明する。

「無報酬でやっていたことに報酬を与えると、報酬のほうが目的になってしまう。最終的には報酬をもらえないならやる意味が無いとして、報酬をもらう前よりやる気が下がってしまう。それが非合理的な選択。『アンダーマイニング効果』と呼ばれるものだ」

　ソアラの場合、お金という報酬が提示された途端にＮＯと言える王女になってしまった。金銭目的で自分の服を披露するつもりは無いということである。

　まあさっきのはべつのことを警戒された気もするけど。それでも『好きなことがやれてお金ももらえる』とは考えない。それがお金を支払うことの不思議な部分だ。

「それで諸公の気勢を削そいだ、ということですね。支払いたくないと言うのではなく、もらいたくなくしてしまう。不思議な手管です」

　ソアラは感心したようにつぶやくが、僕は口を歪ゆがめてしまう。

「まあ、次善の策だ。本当なら僕はこんな手は使いたくない。不確実だし」

「え、そうなのですか？　最善の策があると？」

「もちろんだ。最善なら──彼らに味方になってほしかった。王女の支持者にね」

　結局、僕に賛同するという意見を表明してくれた人はいなかった。

　新女王、新体制を目指すファヴェールの宰相としての立場から言えば、好ましくない。

「僕らはいろいろとやることが山積みなんだ。新しくしたいことが山ほどある。それ全部に諸公からの反発をくらっていたら時間がかかりすぎる。それに、実際問題として、協力してもらわないとできないこともある」

　協力者がいないというのは、まったく重大な問題だった。ソアラは小さく首を横に振る。

「そこまで考えていただけるのは、嬉うれしいです。けど、すべて完璧な策なんてそうそう転がっているものではないですよ。まずは目の前の問題をひとつずつ取り払うことも大事です」

「そのとおりだけどね。でも僕は、こうやって船に乗ったら船酔いしてぶっ倒れるんだぞ。かっこつけられるときにかっこつけておかないと──ソアラに呆あきれられるだろ。それはいやだ」

「わたしがナオキさんをそんなふうに思うなんて、ありえません」

　はにかんだ微ほほ笑えみで目を細めた王女は、労いたわるようにぽんと腕を叩たたいてくれる。

「雇わない傭よう兵へいを置き去りにするオルデンボーの策謀は狡こう猾かつでした。あの卑劣なやり口を、西方戦線だけの問題に集約してしまえたのはナオキさんのお手柄です。──悪く思うはずがありません」

「ソアラが実利主義でありがたいね。ただ、諸公の意見はちがう。これは血船王の置き土産を片付けただけだ。『そもそも大将として軍を率いたあいつが負けなければ、こんなことにはならなかった』っていう噂うわさが、貴族たちの評価みたいでね」

「負けたのはファヴェール王国です。ナオキさんひとりに押しつけることではありません」

「要するに信用されてないのさ、僕は。……西方戦線では勝ちたいね」

　勝てるんだろうか？　というか、向こうの詳細な情勢がよくわからない。

　これから徴募兵と傭よう兵へいを連れて行くのは、前王が戦端を開いた『西方戦線』と呼ばれる最前線だ。ファヴェール軍の主力部隊が戦争を続けているところである。

「いまから向かう西方戦線は、だいぶ優勢だと聞いています。このうえ増援を率いて向かうなら、少なくとも負けは無いはずです」

　ソアラはそう言うし、実際にあちらから商船も来ているので優勢なのは確かなのだと思う。でなければ、国内の負債を押しつけるような形で出征なんて計画しない。

　報告書では、『優勢に侵攻中であり、沿岸部は勢力下においている』とあるが、どんな勢力と戦っているのかが気になるところである。戦う相手や味方が、文書によってころころ変わっているのだ。その文書も２週間おきに１ヶ月前の情勢が書いてあるという具合だから、なにがどうなっているのかいまひとつ不明瞭だ。

「優勢なのは確かだから、最後にどこかの街をひとつ攻めるなりして和平交渉をさっさと切り出せば戦争は早期終結にできる。そのはず。うん。たぶん。大丈夫だよな……」

　勝ってるほうが『終わりでいい』と切り出して断られることはない。そういう算段でこの西方戦線出征計画の予算を捻出している。今年中にさっと終わらせる予定で。

　だが、なにか落とし穴があればかなりまずい。

　海の向こうに視線を向ける僕の手を、温かな感触が包んだ。ソアラが、僕を励ますように手を握っていた。

「大丈夫です。この水平線の向こうにナオキさんの命運がかかっているなら、わたしがなんとしても切り開いてみせますっ」

　力強くそう言ってくれる。

「……知ってるか？　〝水平線の向こう〟って言っても、水平線は４キロメートル先くらいだぞ。つまり歩いて１時間先くらいの命運」

　三平方の定理から導き出される目の高さから水平線までの距離。およそ４・５キロ前後。

「あれ、わりと近いですね？　ええっと……主檣メインマストの高さなら……喫水線の深さしだいですが、20キロメートル先くらいまでいけるはずです。登りましょうか」

「言い出した僕が言うのもなんだけど、意味無いからやめとこうか」

　あまり気負いすぎてもらうのもなんだか気が引けたから、話題を変えたかっただけだ。数式を混ぜるとそちらに意識が向いてくれるチョロい姫である。

　そのとき、頭の上から船員の声が降ってきた。

「船影視認セイル・ホー！　漁船だ！　港が近いぞぉ！」

　檣しよう楼ろうにいる船員が指差すほうに目を凝らす。まだ海しか見えないが、そちらが目的地ということだろうか。つまり、

「やれやれ、戦場に到着か」

「西方戦線──モスコヴィヤ帝国ですね。詳しい情報はやはり、現地の将に聞くのがいちばんです。まずは友軍に合流しましょう。率いているかたとは、わたしも知らぬ仲ではありませんし」

「驚いた。ソアラにもちゃんと友人がいたのか」

「怒りますよっ。……たしかに、それほど親しいというわけでもないのですけれど。でも、避けられているわけではないですし。わたしを避けないかたは珍しいので、親しいほうに分類してもいいと思います。貴族社会って親しまれたくない相手は避けますし。……大丈夫？　大丈夫ですよね？」

　九九をど忘れして解答が不安になったような顔をするソアラ。

「まずは落ち着いてくれ。どんな関係の人なんだ？」

「この地で戦っている大貴族のうち、指揮をまとめているのはおふたりです。ひとりは門閥貴族たちの間でも名高いケズテルド・スピツベルゲン伯爵。古ふる強つわ者ものとして評判のかたですね。もうひとりが西方戦線およびファヴェール遠征軍総司令官で、ロートリンデ王家と縁戚関係にある人です。わたしの従兄にあたります」

「従兄？」

「はい。ライアス・ヴァステラス公爵です」

「ほう。ソアラの従兄か。どんな人だ？」

　ちょっと興味が湧く僕とは裏腹に、ソアラはむにむにと唇を動かして微妙な顔つきだった。

「……わたしとは、まったくちがう感じのかたです。でも、聡そう明めいです。わたしより、よほど」

「ちょっと言いにくそうなのは、なんでだ？」

「その、わたしよりよほど……王位継承者として相応ふさわしい人です。臣下の人望もあって狩りも上手で、最新の軍事学を学びに留学もして若くして士官学校を卒業していて、そのようなかたで……複雑なんです」

　胸中が読み取りづらい、言葉どおりの複雑な顔をして見せる王女殿下。

「ソアラも頭良いいだろ」

「頭が良いいとか、そういうことではありません。教師にも慕われるし、友だちは大勢。門閥貴族とも如才なく付き合えて、狩りに行けば大物を仕留めて皆に振る舞う。人気者なのです。部屋に引きこもって変な実験や数式を書く魔女みたいな生活をしたら、焼き払われます」

　暗い目をした王女がなんかものすごいこと言ってる。

「そ、そうか。まあ、ソアラの人脈に期待できないのは前と同じだろ。気にしなくていいさ」

「だ、大丈夫です！　そんなことありませんよっ。ちゃんと取り次ぎます！　ええ、なにせ従兄なんですから、他の貴族よりよほど大丈夫です！」

「わかったわかった」

　意気込むソアラの気勢を削そがないように、僕はとりあえずうなずいておく。

　なにはともあれ、とうとう次の戦場に来てしまったわけだ。

　西方の大国モスコヴィヤ帝国。その領土はファヴェールの２倍以上。人口は４倍以上。国力の差は比べるべくもない。

「……どうにも変なんだよなぁ」

「なにがですか、ナオキさん？」

「いや、モスコヴィヤ帝国はファヴェールより大きいよな」

「はい」

「そこと戦争して、なんでこっちが優勢なんだ？」

「近年の内乱や飢き饉きんで弱体化してしまった、と聞いています」

「うーん……まあ、弱ってるうちに弱いところを突いたなら、あとは勝ち逃げするだけか」

「はい。モスコヴィヤ帝国は敵地ですから、そのぶん、敵味方ははっきりしています。戦いが優勢で増援まで送るのですから、行動には自由が利きくはずですし。あとは、できるだけ期間を短くして被害を少なく終わらせる方法を考えるだけです。現場で指揮権争いなんて泥沼は、一度きりでじゅうぶんですから」

「それにはまったく同感だ」

　ふたりでうなずいて、目を前に向ける。

　はるか彼方かなたに見えるような水平線も、実際のところはたった４キロ先でしかない。海の向こうにすぐ次の戦場がある。

　徴募兵３０００・傭よう兵へい２０００。合わせて５０００人の兵士を引き連れて、ファヴェール王国の王女が西方モスコヴィヤ帝国戦線へ参陣した。










　帝国に上陸したファヴェール増援軍は、西方遠征軍と合流するためルーリックという大都市へ向かった。50以上の河川が流れ込む広大な湖のそばにあるルーリックは遠征軍が勝ち取って以降、軍の策源地兼ファヴェール王国との交易路として機能している。

　広大な土地と多大な人口を抱える帝国の要衝都市である。かつてはこの一帯もまた帝国とは別のルーリック公国を名乗っていたが、帝国に武力で占領され帝国領に吸収された。港を持つ沿岸部への交易路として重要な位置であったため、帝国はかなり強引に攻め落としたとか。

　かつて公国の首都だったその街は、ファヴェールの王都と同じかそれ以上にでかい。そんな都市に、ファヴェールの指導者が征服者として到着するというのは不思議な話だ。実際、兵隊というのは街道で商人や市民が会いたくない集団ナンバーワンなので、歓迎こそされなかったものの石が飛んできたりもしなかった。

　ともあれ、ルーリックに到着したその異国の征服者たる王女は、従兄のライアス公爵が地元の貴族から召し上げた館へと赴き、

「はぁ、緊張します。……ナオキさん、わたし大丈夫ですか？　変なところありませんか？　正直に言ってくださいね」

　めちゃくちゃ不安そうにしていた。これが征服者の姿と言ったら暴動が起きそうである。

　くるくると見ているこちらの目が回りそうなくらい身を回しながら、僕に確認するよう言ってくるソアラ。

　到着するなり軍服を脱いでドレス姿になって遠征の砂を払い落としぴかぴかに仕上げたソアラの格好は、宮殿で見かけるようなきっちりした王女スタイルだ。一分の隙も無い。

「髪がほつれてる」

「直してきます！」

「冗談だよ落ち着いてくれ。いつもどおりだ。かわいい姫できてる」

　ジョークも通じないくらい緊張するなよ。

「…………もう一度言ってください」

「落ち着いて」

「そっちではなくて」

「いつもどおり」

「もう少し先を」

「…………かわいい姫です」

「照れてますか？」

「照れてるよ！」

「えへへー」

　そんな嬉うれしそうにしないでくれ。恥ずかしい。

「ん！　ナオキさんのおかげで決意できました。行きましょう」

　そう宣言したソアラが、ようやく館へと足を踏み入れた。女の子はなぜかころころ機嫌が変わる。やれやれだ。

　ところで、この王女がこうも緊張させられるソアラの従兄とはいったいどんな人だ？

　分家とはいえ王位継承権を持つ公爵家の長男にして、ファヴェール遠征軍総司令官であり、若くして大国を相手取って戦争を優勢に進める猛も者さ。

　……もしやゴリラみたいなすごい男なのでは。










「やあ、ずいぶん久しぶりだ。調子はどうかな、ソアラ殿下。本国はずいぶん大変だったって聞いてるよ。ああ、それにしても国王陛下のことは残念だ。お悔やみを申し上げます」

　そこで、優美な所作で一礼。手足の長いスマートな体とハンサムな顔立ちにとてもマッチしている。戦場働きしている男にありがちな、野卑なことを誇りにするようなタイプにはまったく見えない。

　想像とちがった。

　その顔立ちに見合う朗らかな笑顔を浮かべて、爽やかな声で快活に挨拶してくれた。

「おかげさまで、壮健に過ごしています。ライアス公爵もお元気そうでなによりです」

　かしこまってカチカチになりながら頭を下げたソアラに、ライアス公爵は一歩下がってその姿を見つめる。

「従妹殿はいつも元気だからね。無事でなによりだよ。遠征で疲れたんじゃないか？」

「とんでもありません」

「そうか。まあ王女にしては楽そうな服を着てるからね。賢い選択だよ」

「────」

　おっとソアラが固まった。とても長ズ履ボきンで来たとは言えない雰囲気だぞ。

「ら、ライアス公は、ご機嫌いかがですか？　もちろん、この地で辣腕を振るう公爵のご活躍ぶりは存じておりますけれど」

「もちろん快調さ。それに俺も従妹殿下の活躍は聞いてます。オルデンボーから領地を守りきったんだろ」

「はいっ、そうなんです。実は──」

「戦争には負けたらしいから評議会には不信感が募ってるらしいけど、俺が説得してどうにかすればいい。負けてないだけ上出来だ」

「じっ……実は、こちらの新しい宰相が和平交渉の要になってくれたおかげなのです」

　めげずに紹介するソアラ。僕は笑顔を浮かべてみる。

「知ってるさ。たしか、セリーサ・ミオッキだろ」

　微妙に惜しい。

「芹せり沢ざわです。芹せり沢ざわ直なお希き。セリザワがファミリーネームで」

「このへんの国じゃ見たこと無い感じだ。出身地不明だとも聞いてる。怪しい」

　ストレートに怪しまれてる！

「出身は日本という国です。かなり遠いところだから、知ってる人はまずいないみたいで。僕は事故で流れ着いたんです。ソアラに拾ってもらった恩を返そうとしてるところです」

「〝恩返し〟でオルデンボーとの休戦条約を持ってきたっていうのか？　瓶に閉じ込められた妖精を助ける話みたいだ。ああそういえば、うちの娘が妖精好きだよ」

「それはそれは──」

「よく人形を窓から投げ捨てて遊んでる」

　反応に困る。『娘さんサイコパス？』とか言えないし。

「さあて、傭よう兵へいたちを預かってくれる頼もしい将軍に挨拶を頼もう。家族の再会を優先してもらってすまない。ケズテルド伯爵、こちらへどうぞ」

　ライアス公爵が部屋の中にいたもうひとりの人物へ声をかけた。数歩ほど離れたところにいたその人物が、のしのし近づいてくる。

「ようやくかよ。やあ、姫様。久しぶりですな。ご機嫌うるわしゅう。──で、そっちの宰相殿ははじめてだな。オレがケズテルド・スピツベルゲンだ。傭よう兵へいどもの尻を叩たたくのがオレの仕事だ。邪魔すんじゃねえぞ？」

　まだらな白髪頭で太い眉をした、強面こわもての老人だった。背は低いが身幅はがっちりしていて、野太い重低音な声は普通に喋しやべってもこの中でいちばん大きい。手には無数の傷あとがあって、分厚くて硬そうな太い指。いかにも体育会系だ。
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　人を睨にらみ慣れていそうな威圧感を顔に乗せて僕の目を覗のぞき込こみ、鼻から息を抜く。

「ふん、だが兵隊を連れて来たのはありがたい。勝ったときには忘れねえようにしてやる」

「べつに勝ったときだけじゃない。普通に助かることじゃないか、ケズテルド卿きよう。質はともかく数は」

「黙ってろよライアス卿きよう。兵隊と直接やりとりすんのはオレだ。負けりゃ死ぬやつを増やしただけだろうがよ。戦争ってのは勝ってこそだ。それこそが男の価値ってもんだ」

　ライアス公爵が肩を叩たたくが、ケズテルド伯は腕組みして聞き入れない。ただ、本気で気分を害したとかそういうのではなく、気心の知れたやりとり、という印象だ。

　なんとなくだけど戦場仲間という以上に仲良さそう。

「ああ、姫様はなにも心配いりやせんぜ。なあに、弱っちろい傭よう兵へいなんざ珍しくもないことです。任せてくだせえ」

　ソアラに対してだけは、気の良いい老ろう爺やといった調子でにやりと笑ってみせていた。へりくだっているというより、職人が自慢の腕前を誇っているよう。

「さてとにかく、あとは従妹殿に女王として君臨してもらえばいい！」

　ライアス公爵がソアラに向き直り、堂々と宣言。

「亡なくなられた前王の義兄あに上とはすでに何度も仕事したことがあるし、心配しなくていい。王家の不始末は家族の問題だ。俺に任せてくれ」

　力強く胸を張られる。

「ええっと、あの」

「先の話になるけれど、国内についての取りまとめは急務だ。伯父上の葬儀と戴冠式を同じ時期にやって、諸公を集める場を作ろう。戴冠式は人脈づくりに最適だ」

「あっ、父上の葬儀は、矢継ぎ早に戦が起きてしまいましたので、情勢が落ち着くのを待っていられず略式で葬儀を執り行って──」

「そうだね。だからこの戦争が終わってから王家全員揃そろえた本式を改めて執り行う。当たり前だろう？　うちは王家なんだ。父祖を蔑ないがしろにしちゃいけない」

「……そ、そうです、ね。でも、親族だけの慰霊会にしようかと」

「殿下、そんな冗談を。略式の葬儀じゃそのあとの戴冠式の段取りもできないことになる。弔いに来た貴族たちから次の王の心証を探り出さないと。葬儀でだれが王家のことを気にかけてくれたかわかる。戴冠式にそういう貴族を上席にしたり、お祝いと称して恩賞を通さないと。協力してくれそうな貴族は？　重要人物の中で」

「え？　戴冠式ですか？　ええっと、いったいどういう関係が……」

「まさか、把握してないと？　ソアラ王女殿下、いつも言っていますよね。家臣に背中を刺された王族はたくさんいる。歴史に学ぶなら、俺たちは家臣の動向をきちんと把握していないと。即位に合わせて勲章や特赦を与えたりして、彼らに王権を支えてもらわなければならないだろ。だれをそばに置く味方に選ぶのか、あらかじめ決めておかないとダメだろ」

「はい……おっしゃるとおりです……」

「決めてないなら、これから候補を相談しよう。明日から。これから俺が従妹殿が正しくて良い王になれるよう後援します。ファヴェールが初の女王を戴いただくんだ。気をつけないと」

「あ、ありがたいお話です……」

　完全に縮こまってソアラが小さい声になっている。大丈夫なのかこれ。

「そうだ。あの増援は嬉うれしいですよ」

「あっ、はい！」

　ソアラがぱっと顔を上げた。

「半分くらい盗賊みたいなやつらだ。手綱を締めないとならないな。また仕事を増やしてくれるみたいですね。あはは」

「……あははー」

　王女が浮かべた微ほほ笑えみがすぐに乾いた笑いになる。

　うーん、ソアラが自分で言っていたとおりどうも苦手みたいだ。なにしろ、王族らしい宮廷政治の話なんかソアラは一度もしたことが無かった。それがライアス公爵からは典礼の話と一緒にいきなりぶつけられている。嚙かみ合あわなさそう。しかも、相手はそれに気づいてない勢いだ。もしくは気づかないフリか。

　どちらにせよ、あわあわしているソアラから今後の方針とか切り出せなさそうだ。主導権を持っていかれてる。まずい展開である。

「特にケズテルド卿きように任せておきたい兵団がいくつかあります。名簿に印をつけておいたから、増援部隊から引き抜いて再編成してもらわなければね」

「え、あの、引き抜いて再編するのはわたしも相談していただかないと──」

「兵隊たちだって事情がいろいろあるんです。因縁がある相手が隣に住んでたら喧けん嘩かになるし、故郷が近いなら仲良くやってくれるね。そういうのは伯爵がよく知ってるんだ。上の都合だけでやれば暴動になるんですよ。それとも、従妹殿は詳しいことをご存知で？」

「それは……あまり詳しくは……。具体的な記録とかがあればどうにかできます」

「まさか、ですね。そんなものどこにも無いし、今日の寝床を決めるのに明日まで待たせるわけにもいかない。いまは伯爵に頼むのがいちばん早くて問題が少なくできますよ。それとも、彼が信用できないと？」

「い、いいえ！　そのようなことはありません」

「じゃあ任せてください」

「姫様、心配いりませんや。この伯にお任せを」

「はい……」

　男ふたりで名簿を見ながら相談を始める。

　固まっているソアラにこっそり耳打ちしてみる。

「大丈夫か？」

「はい大丈夫です。大丈夫なのですわたしは従兄殿がそんな善意で言って大丈夫ですから」

「わかった。ひとつも大丈夫じゃないな」

　なんか瞬またたく間まに錯乱している。

「ところで、これからの方針について王女殿下とお話ししないとならないことが」

「あ、はい。方針については検討を済ませてあるので、あとは現地の情報で具体案を決めようと思っています」

　ライアス公爵にソアラが応えると、彼は両手を広げて苦笑した。

「まいったね。あれは本当のことだったのか」

「……〝あれ〟というのは、いったいなんのことですか？」

「この戦線には本国の評議会の貴族だって無関係じゃないんです。諸公の子弟が、たくさん士官として働いてますよ。その彼らから相談されたことが。本国からの手紙だと『王女殿下が戦うのを嫌って撤退したがっている』という噂うわさだったんですよ」

「そ──」

「わかってる！　まさか鵜う吞のみにはしてないです。うちの王家でそんな臆病風に吹かれる人間はいないよってね」

　ソアラの言葉をさえぎって、得意顔で俺だけはわかってるよ的な口ぶりをするライアス公。なんかクセのある人だよなこの人。

「だけど、そう思われてることが問題で。いまの家臣団は前王という国の支柱を失ったばかりで、みんな動揺してるんです。だから、王家にはわかりやすい強みが必要になる」

　なんかイヤな流れだ。

「そこで。俺にとてもいい計画があるんです。心して聞いてください、従妹殿」

「はあ……」

　ぽかんとした顔で曖昧にうなずくソアラに、公爵は満面の笑みで告げた。

「ルーリックを首都にした、ファヴェール帝国をつくるんですよ！　もちろん従妹殿を皇帝にして、王国とこの地域で同君連合の支配圏を確立する!!　恩賞地や耕作地が手に入るかもしれないと思えば、諸公は我先に後援者に名乗りを挙げる。俺たちで、ファヴェールの屋台骨を強固に組み換えするんです！」

「は……!?　えっ、お待ちくださいそんなのは──困ります！」

　ソアラが悲鳴のような声をあげた。

　しかし公爵は止まらない。笑顔のままである。

「困ることなんてないですよ。ここは昔はルーリック公国だった。モスコヴィヤ帝国がこの首都を占領するまでね。ファヴェールが手に入れたいま、またちがう国に名前を変えてもらう！　ルーリック参事会にはすでに俺を総督として認めさせた。あとは、ソアラ王女殿下に皇帝権を発令させるだけで。到着するのを、待ってたんですよ！」

「いえっ、でもっ、わたしは早期終戦してこの地を引き上げる方針なんです！　停戦条約を結ぶのに、領地割譲させるのと同君連合にしたり帝国に独立させたりするのでは話がまったくちがってしまいます！　モスコヴィヤ帝国もピエルフシュ共和国も黙っていません！」

「黙らせるために兵隊がいますよ。増援も来た。この土地の協力者も募ってあります。数が集まったら新皇帝への宣誓書をつくらせて。聖教会にも皇帝の応援を頼んだ。もうさっそく後援者がじゃんじゃん集まってますよ」

「ええっ」

「増援部隊を連れて敵地に王が直接乗り込んできたら、普通は領土を拡張する戦いになるものです。殿下だって、それが正しい選択だとわかってますよね？」

「たしかに、たしかに普通はそう受け取られてしまうかもしれません。でも、わたしにそのつもりは無いんです！　本当に！」

　手を握ったり開いたりして激しく主張している。こんなにやきもきとする王女の姿はなかなか見られない。

「心配しなくていいですよ。現時点でうちに匹敵する勢力を持ってるのは、ピエルフシュ共和国くらいだ。あそこの兵隊さえ撃破してしまえば、もうファヴェールの軍勢を止められる戦力は無い。うちのひとり勝ちだ」

「撃破できれば、というお話ですよね!?　共和国の騎兵軍団は周辺世界で最強と謳うたわれ、実際、ファヴェール軍はたった５０００の共和国騎兵〈ハサリア〉の軍勢に、帝国軍と連合を組んで３万以上の兵を揃そろえて挑んで敗北しました！　６倍以上の戦力で負けた相手に勝つ前提で話をするのは、無理があります！」

　６倍以上の兵隊を揃そろえて負けた相手など、僕には想像もできない。

　それは当然の意見であると思ったのだが、ライアス公爵は首を横に振った。

「あれは帝国軍が敗勢になったとたんに逃げ出して、包囲されてしまっただけです。この地方を確保するために、兵隊を残しておきたかったから兵の損失が少ないうちに降伏した。それだけで」

　すごいことを発見した。どんな敗戦も、ハンサム顔で堂々と言われるとまったく言い訳に聞こえない。

「今度は、全軍一丸となって共和国軍と戦うことができる。こちらの戦力は増援と合わせれば１万３０００。新たに雇い入れることもできる。倍以上の兵力がいるんだ。まともにぶつかれば、勝てるはずです」

「楽観的過ぎないか？」

　思わず横よこ槍やりを入れてしまうと、ライアス公爵はほんの一瞬だけ僕を見てなにも言わずソアラに目線を戻した。

　あれ、無視されてる？

「戦場で生還することができれば、生き延びた人間にしかわからないことがあるのです。戦いは数だ。それは間違いない。ただ、無能な味方が足を引っ張らなければいいんですよ殿下」

　なぜか途中で力を込めた棘とげのある声になる公爵。

　うーん、味方に裏切られて戦争に負けた僕らにはとても同感なんだけど。なにか引っかかる言いかただな……。

「あの、それでは特別な方策がなにも無いということですか？　すでに一度もっと多くの軍団で負けているのに、それでは楽観的過ぎます」

「いまは無いというだけで。かつて無敵と言われた戦闘船団が、無様に沈められた戦争だってある。完璧なものなんて無い。ひょっとしたら戦をする必要も無いかもしれない。これからその策を探り出せばいい」

「そんな曖昧な思惑を指針にはできません！」

「共和国軍に包囲されたとき、諸公の子弟は反対しました。勇敢に戦うべきだと。それを押し切って降伏し、そこからファヴェールは形勢逆転した。いまでは子弟たちはなにも言わない。わかりますか、だれもができることではない。それが王家に求められているんだ」

「ライアス・ヴァステラス公爵！　聞いてください！　負ければ、国は滅びるんですよ！」

　それでようやく、ライアス公爵はきょとんと目を丸くした。

「どうしてそんなに弱気なのですか、王女殿下？」

「いえあの、どうしたとかではなくて、少しはわたしのお話を聞いてください」

「聞いてますよ。早期終戦ですよね？　もちろん国が危ないならそうするべきです」

「危ないのです」

「もちろん俺もそれに同感です。けれど王女殿下の考えとはちがう意味で。……国のためを思うなら、苦労を嫌ってちゃだめです。山や谷ばかりのファヴェールとちがって、このあたりは広い森があります。畑にできる土地はそうとう広い。それでどれほどの民が飢えから遠ざけられるか、そういう計算は得意ですよね？　正しい為政者としての姿を示す。それが、王家の危うさを退ける最善の行動になります」

「最大利得はそうかもしれません。でも、戦い続けるには国内へ戦時課税を重ねることになります。もしも失敗して領土を得られなかったら、重税だけが残るのです。──とても、そんな戦争はできません」

「なに言ってるんですか。従妹殿は、もうやったでしょう？」

「……なんのことですか？」

「『国が滅びる戦争』のことです。以前に受け取った国の評議会からの手紙では──オルデンボーとの戦争を、勝てない戦争だと言っていたそうで。従妹殿が」

「それは──そう、ですけれど……」

「負けたら国が滅びる。評議会ではそう主張したそうですね」

「はい」

「で、それでも戦争をした。そして負けて、だけど国が滅びてない。──言っていることが全部食い違った未来を迎えているじゃないですか」

「────」

　絶句するソアラ。

「あちゃー……」

　僕が代わりにその心の声を口に出してみる。なるほど、結果だけ見ればまさにそのとおり。

「たっ、たしかにそうですけれど！　でもあれはその直前にナオキさんをお迎えして、最後まで新しい情報を計算して、検討し尽くしてようやくどうにかできただけです！」

「……この土地にだって王女殿下の見ていない最新の情報はある。しかも、俺たちは勝っている。そこで聞きたいですよ。いま撤退した場合と、もし帝国分割がうまくいった場合──どちらが、国の利益になりますか？」

「……それは、もちろん、分割できるほうが」

「だったら検討くらいはしてくれてもいいのでは？　すぐ撤退と言っても、まさか明日や明後日あさつてというわけではないですよね？」

「それは、そうですけれど。和平交渉の条件を決めたりするのも、最新の情報が必要になりますし……」

「それなら、情報は手配しますよ。いくらでもね。だけどなにも検討せずに『勝てない』と却下するのは──あんまりですよ。このルーリックと周辺地域を独立・割譲させることができれば、リーヴ地方を上回る利益が生まれるんです」

「……わかり、ました。でも、それでファヴェールの勝つ確率が低いとなったら、わたしはどんなことがあろうとも、撤退計画をしますからね」

「ええ、もちろん！　いやあその固い意志！　王としての威厳がありますよ、殿下。立派な成長だ！　嬉うれしいですね家臣としても従兄としても！」

　自分の提案を検討させることを約束したところで、まるで一件落着という様子で元気いっぱいに賛辞を口にするライアス公爵。

「そうですか、ふふふー……」

　小さい愛あい想そ笑わらいでそう返すのがやっとのソアラ。目に光が無い。疲れ果ててる。

「ようし！　これから忙しくなる！　とりあえず手を付けられるところから片っ端にやっていこう。ケズテルド伯爵、傭よう兵へいたちの再編に行きましょう！」

「おう。──では姫様、失礼します」

「仕事をして参ります、王女殿下」

　公爵と伯爵が連れ立って出ていった。

　とたんに静かになった室内で、扉が閉まったのをしっかりと見守ってから、ソアラがよろめくような足取りで椅子に近づき、

「ぁ──……」

　崩れ落ちる一歩手前くらいの勢いで座り込んだ。

「……ソアラを皇帝にするって言ってたな」

「言わないでください……」

　大胆すぎる作戦だ。リスクもコストもリターンも大きすぎて、とてもそんな作戦を想定していない。反論しようにも、想定外すぎてなにも言えなかった。

　そして、その検討をしろと言われてしまった。引き受けてしまった。──なんてこった。

「……最新情報と戦略の検討って、僕もやるんだよな」

「怒らないでください…………いまナオキさんに怒られる余裕が無いです……」

「怒らないけど……ひとつ言っていいか？」

「なんですか？」

「あっちのほうが王みたいだ」

「わたしもそう思いました……。だめですね……うぅー……」

　ますます落ち込むソアラ。しばらく立ち直れなさそうだ。

「西方戦線は僕たちにとっては『大きな支出』でしかなかったけど、ライアス公爵にとっては『彼が主役の戦場』だしな。……一筋縄で畳めないのは当たり前か」

　ということで、ルーリック到着初日、戦略案の検討見直しが決定した。もう兵隊連れて前線に来ちゃったのに。

「まさかまた指揮権争いするハメになるとはね……」

　予想外の展開である。これだから戦争というやつは。

「征服して領土を増やす伝統的なやりかたですから、諸公の支持は厚いと思います。それにあの自信たっぷりな性格ですから……よほど無理な策だということを突きつけられないかぎり、わたしたちが彼の邪魔をしたと言われてしまうと思います」

「悪魔の証明かよ」

　『悪魔の証明』とは『ないことの証明』である。

　たとえば「赤いカラスは存在する」という証明をしたい。それは赤いカラスを１匹でもいいから捕まえればいい。しかし「赤いカラスは存在しない」という証明をすることは不可能だ。この世界にいるすべてのカラスを調べなければならない。

　本来なら「できる」と言っている人がその根拠を提示してくれなければならない。というのが論理的な議論であったら主張できるが……。

「実績と兵隊と門閥貴族の子弟と西方戦線の支配地域はライアス公爵の味方ですから……」

　ソアラが申し訳なさそうに肩を落とす。

　王女と宰相に信用が集まってない。

「ということは公爵自身にそれを認めさせるくらいの、確固たる理論でも持ってこないと方針転換は難しいってことだな。強権的に横車を押し通すには、僕ら自身がこの土地についても戦術についても詳しくないから自信が持てない」

「そういうことですね」

　強引に物事を押し進めてもその選択がまちがっていないと正しく計算できていれば、結果はついてくる。

　逆に、計算もしていないのに強引な施策を押し通せば、まちがったことを直感で押し通す暴君のできあがりだ。

「待ってくれ。つまりなにか？　僕たちはこれから、証明できないものを証明してみせなければならないのか？」

「そうでなければ、この西方戦線は長い長い戦乱の序章くらいになってしまいます」

「戦費負担が途方もないなそれは……マジかよ……」

　僕もつい頭を抱えてしまう。

　ソアラからフォローは期待できない。ヘコんでいる。

　想定していたなかでも、最悪の初日だ。

　いやしかし、いまが最悪なら明日は良くなるしかないということだ。明日に希望を賭けよう。













　　　◯第二章　ゼロから学べる最前線の早解き問題！







　翌朝。

「うーそーだーろー……」

　部屋の中に積み上げられている紙束の山を見て、僕は絶望した。

　全部合わせたら、子どもくらいの重さになりそうな小山がそこにできていた。文字通り〝山のように〟だ。『明日は良くなる』とか言ったやつはだれだ。

「これが『最新の情報』だよ、王女殿下、それに……あー、セザニー宰相」

「芹せり沢ざわです」

　そんな小山のような資料を提供してくれたのは、ライアス公爵である。昨日の今日であっという間に手配をしてくれたのはいいが、

「なっ、なぜこんなに大量に……」

　なおも運びこまれ続ける資料群。それを見て青ざめるソアラと僕。

　たしかに『最新情報で検討する』とは言ったが、なぜこんな惨状が生まれてるんだ。

「この戦争は前王が存命のころから続いてるんですよ。いまなおモスコヴィヤ帝国で覇権を争っている勢力は全部で３つで。『ファヴェール王国』と『モスコヴィヤ帝国』は当然として、『ピエルフシュ共和国』も軍を率いて国内に駐留している。戦争の資料と言ったら、それ全部になってしまうのは当然のことですよ」

「すでにまとめてある資料などは、なかったのですか……？」

　資料のひとつを手に取って、ソアラが眉をひそめる。数字より文字が多い報告書みたいな資料だ。こういうものの中から数字を拾うのはひと苦労である。

「さて、不明ですね。まあ、どこかにはあるかも。従妹殿はとにかく情報をたくさん集めたがるって聞いたから、こちらで関係者に呼びかけたんだよ。そうしたら続々と届いてしまって。──なにせファヴェールより広い帝国の、さらに周辺国まで絡からむ戦争だ」

　ライアス公が使用人たちの積み上げていく資料を眺めてのんきにそう言う。

　うっわ向こうで雪崩が起きてる。……ここから探せって？　いや無理だろそんなん。

「こうも大量だと、時間が足りないな……尋常じゃない」

「それは当然さ。普通ならそもそも、我々がひとつひとつを見ていく必要は無い。日ごろからそういうものを受け取って、頭の中で把握してる有力者に頼るのさ。つまり──必要なのは人を見る目だ。計算ではないんだよ」

　公爵にはそんなことを言われてしまう。

　それはたしかに正しい。正しいが、僕らは国内ですら信用できる人を探し当てるのに難儀している。無い物ねだりをするより、資料と格闘するほうがいまは現実的だ。

「たしかにマンパワーは必須か……。まずは読み書きのできる人をたくさん雇って、簡単に分類させる。『王国』『帝国』『共和国』でラベル分け。それから必要な作業をマニュアル化して単純作業に落とし込めば、人手で時間は短縮できる。そんなところか」

　なかなか大仕事だ。僕とソアラは目を見交わす。

「では、わたしが人を手配しますね」

「僕はマニュアル化作業で。とりかかろう」

　文句を言っていても仕事は終わらない。それに、戦争のために国の資料を作るのは初めてじゃない。データが多いことは、たしかにいろんな要因を調べるには有利だ。ソアラと僕はさっさと資料の山に立ち向かうことにする。

　が、

「待ってください。王女殿下には面会希望者がいるんですよ。そちらに会ってもらわないと」

「え？」

　ライアス公爵がそんなことを言い出す。

「面会って、なんですか？」

　ソアラのきょとんとした顔を見て公爵が吹き出した。面白い冗談を聞いた、とばかりに。

「やだなぁ、面会は面会ですよ。ファヴェール王国の最高権力者が到着したんだから、この土地の有力者のだれもが会いたがってる。そんな、あたりまえのことで」

「え、だってこれから、こんなにたくさんの資料を整理しないとならないんですよ」

　断りたいという空気の王女を前に、ハンサムな顔が小さく横に振られる。

「王女殿下が資料を求めてると呼びかけて、こんなにも集まったんですよ。中には貴重な勲功を記したものだってあるんです。出させるだけ出させといて、顔すら見せないというのはありえない。不公平と思われる。そうでしょう？」

「で、でもっ、面会なんてしていては、国の今後を検討する急務が果たせません」

「たしかに急務ですね。でもそのために、計算が得意な人がいるのでは？」

　尖とがった顎を振って言外に僕を指名するライアス公爵。

　つまり僕はこう言われてるらしい。『お前がやっておけ』。

「たしかにそのとおりですけれど、わたしも一緒にやらないと……」

「なんだ、彼は信用が置けない人材だったのか？」

「いいえっ！　決してそのようなことはありません！」

　公爵の言に、弾はじかれたような勢いで反論するソアラ。だが、言われた優男はにっこり微ほほ笑えむ。

「良かった。それなら面会できるね。着替えと準備をしてくれ。あまり待たせたくないからすぐだ。さあ来てくれ」

「えっ、ちょ……」

　困り顔で僕を振り向く王女。いやそんな顔をされても。

「しかたないな。こっちはできるかぎり僕がやっておく。そっちも、当事者たちから聞き取り調査だと思えばいいんじゃないか」

「聞き取り調査ですか……数字のことを聞くなら、わたしも資料をお相手にするほうが得意なのですけれど」

　ゆううつそうに眉根を寄せるソアラ。そんな姫を使用人の女性たちがぐるりと囲みこんだ。

「王女殿下、お召し物などもう用意してありますので」「さあお早く」「こちらです、姫」

「わ、わかりました。わかりましたから」

「急げ急げ！」

　ライアス公爵に急せき立たてられ、取り囲んだ使用人たちはソアラを部屋の外へと連れ出していった。

　あとに残されたのは、大量の資料の山とそれを前にする僕。面会予定に宰相は組み込まれていないらしい。

　部屋から出る直前、公爵が優雅に身を翻ひるがえして僕に目を向けた。

「じゃあ、しっかり仕事をするようにね。大量だけどもちろんやってくれるよなあ、セザンヌ宰相。出自不明なのに爵位も地位もいきなり手に入れたのが実力だというなら、それくらいできて当然だ。そうだよね？」

「芹せり沢ざわです」

「じゃあ、がんばってくれたまえ」

　軽い足取りでライアス公が立ち去る。ううむ、運動できるタイプだな。素早い。

　さてまあ、僕もソアラと同じタイプで人より紙から数字を拾うのが得意なタイプなので、資料係なのはいいとして。

「……うーん、ひとりでこれをか」

　量がすごい。

　ソアラの言っていたように、まずは人を雇う手配をしてそれから作業をマニュアル化。単純作業にできる部分は雇った人夫たちにやらせて、計算や解析は僕がやる。

「『数学に王道なし』……地道にやるしかないなぁ」

　いちばん上の資料を手に取って、僕は仕事にとりかかった。

　──なんとなくだが、公爵に〝ハメられた〟感があるのは気のせいだろうか。










　数時間ほどかけてデータ整理作業のモデルケースをつくってみて、心から思った。

「ぬおお……もう少し踏み込んだところまでマンパワーに頼りたい……」

　マンパワー、つまり人手だ。もっと簡単に言えば『僕ひとりでこの量はつらい』。まあやる前からわかってたことだが。

　どんなやりかたをすればデータが取れるのか、まずはその手順を僕が知っていなければ人に任せられない。山と積まれた資料のうち、１００や２００くらいは自分でイチから調べてみる必要があった。ファヴェールでも似たようなことをしているから、商人や傭よう兵へいたちの資料はだいたいわかる。ここはいい。しかし、この土地の貴族たちや聖教会の教えはやはりちがう。書いてある内容ではなく、書きかたや言い回しが。

　こういうのを見分けたり見抜いたりするのは、ソアラのほうが得意なのに。

「ああぁー……」

　ため息が漏れる。そんなとき、ドンドンドン、と扉が叩たたかれた。たぶん使用人だろうとあたりをつけて呼びかけに応えると、予想どおり使用人が来客があると教えてくれた。

　いったいだれだろうか？

「宰相閣下、お会いいただきまして誠に恐悦至極でございます。ライアス・ヴァステラス公爵より御着任の報しらせを賜りまして、ルーリック参事会の代表として恐れ多くもご挨拶に参りました。参事会会長のロジオン・フローロヴィチ・アバカロフと申します。我らルーリック参事会一同はファヴェール王国を心より御歓迎させていただきますゆえ、どうぞ宜よろしくお願い致しまする」

　そんな口上で面会に来たのは、ルーリック参事会の会長さんであるご老人だった。滞在している都市のお偉いさんでライアス公の紹介ということなら、その面会を断れるわけもない。

「若輩の身に余る丁重なご挨拶をありがとうございます。ルーリックのご協力を戴いただいて、我が軍の兵士は心身を蝕むしばむ飢えや寒風に晒さらされず精強さを保てています。我が主君ともども、参事会には感謝の念を禁じ得ません。これより先も変わらず応援いただければ、必ずやこの帝国のお力になれることでしょう」

「誠に頼もしいことでございます、宰相閣下。先だって王女殿下へ拝謁の栄を頂戴しました折にもお約束いたしました。参事会一同は、ファヴェール王国の覇道の一助となれるよう努めてみせましょう」

　どうやらソアラに会った帰りに僕のところにも寄った、ということらしい。顔つなぎがお仕事なのはわかるけど、こっちの仕事の邪魔しないでくれないかな……。

　ふと、ご老人が紙と箱が積み重なる執務机のほうへちらりと目を走らせてきた。

「ああ、部屋が荒れていてすみません。いま着任したばかりで、整理しきれていないんです」

　およそ人を招き入れていい状態の部屋ではない。でも僕は気にしない。仕事場に来たのは向こうだし。

「宰相閣下ほどのかたであれば、御多忙にあられることは想像に難かたくないことですとも。先ほど私も、閣下の出されたお触れを耳にいたしました。人を集められているのですな」

「ああ、あれを整理する手伝いの人足を揃そろえないといけなくて。さすが参事会の人ですね。耳が早い」

「この街で人足を募れば、自然と私の耳に入ってきてしまうのでございます」

「なるほど。それはすごい」

　監視されてるみたいで怖いけど。

「この街は大きい。読み書きのできる者には、困らないことでしょう」

「それを期待してます」

「ああ、識者もお探しだと耳にいたしましてございます。それにつきまして、僭せん越えつながら疑問を口にすることをお許し下さい。宰相閣下は御自身の御威光だけで、大事を成し遂げようとされておられるのでありましょうか？」

「えーっと……？」

　どういう意味だろう。

「……つまり、識者を探すつてはございますかな？」

　今度はわかりやすい。コネがあるか聞かれてたのか。最初からそう言って欲しい。

「前に戦争したときにイシュライ商人と縁ができました。その関係で、この地にあるイシュライ人の商会に手配をお願いすることができました」

「……それは重畳ですな。閣下のお力になれればと思いましたが、イシュライ人たちとすでに繫つながりがあり申しましたか。それでは、もしも頼りを増やす必要が生じた際には、是非ともこの私がお力添えになれることを望んでおります」

　よくわからないが、『次は自分に話せ』ってことだろうか。

　うーん、商人のほうが話が早そうだし、頼りたくない。

「よくわかりました。覚えておきます」

　覚えとくだけは。

「閣下のご配慮、欣きん快かいの至りにございます。さて、叶かなうことなれば閣下のありがたきお言葉をもっと頂戴したくありますが、御多忙な御身をいつまでも引き止めておくことは能あたいますまい。宰相閣下におかれましては、思う様に辣腕を発揮し我がルーリックに御威光をもたらしていただきとうございます。この老ろう爺やめは早々に退散いたしましょう。私が黙念とファヴェール王国の栄えい耀ようを神に祈り奉たてまつることをお許しください」

　ロジオンさんが小さく身を縮めて頭を下げる。

　いまの言葉を翻訳するとたぶん『ちょっと早いけど帰るわ』だろうか。

「参事会長殿にお祈りいただければとても心強い。ありがとうございます」

　本当はなんかもっといろいろ言わないといけないんだろうけど、僕はこれ以上無理だ。めんどい。貴族語。

　少なくとも表面上は朗らかな笑顔を浮かべて、ロジオンさんは退室していった。僕はといえば、彼が去ったあとにどっと疲れを感じて椅子に深く沈み込む。

「ああしんどい。めんどくさい……」

　ソアラはきちんと受け答えして、いまの僕の４倍くらい回りくどいやりとりをしてるんだろう。まだ戻ってきてないってことは、朝からずっと応対してるのかもしれない。ちょっと同情する。うわあ。

　しかめっ面つらをしていると、新たな人物がガチャリと扉を開けて現れた。打って変わって無作法な。

「ヘイ、どーも大将」

　入ってきたのは、少しうさんくさい雰囲気のあるちょっと禿はげた中年の男。傭よう兵へい隊たい長ちようのおっさんだ。レオン・メイザーという無駄に勇ましい名前のわりに、お友だち料を支払うと僕のような出自不明若輩者にでもへつらってくれるとてもうさんくさい見た目のおっさんだ。

　オルデンボーの戦争で雇われた傭よう兵へい団の中で、いちばん規模が大きい兵団の隊長だった人物だ。戦争が終わってもまだいろいろと兵隊が必要だったし、野盗に落ちぶれるような傭よう兵へいだけで傭よう兵へい隊を構成したくもない。なんだかんだで、ファヴェールの傭よう兵へい団筆頭として引き続き働いてもらっている。

「酒保の連中から伝言預かってきやしたぜ。〝至急〟で依頼された件だとかなんとか」

　筒状に丸めた紙を差し出された。

「おお、思ってたより早いね。やった」

　おっさんから受け取った書簡をさっそく開封にかかる。封ふう蠟ろうをナイフで削って開けるのも、もう手慣れたもんだ。

「……よし、よし、仕事が早い。ありがたい」

　手紙を開いて中身を検めると、頼んだものについての手配状況が記されていた。

「なんの話なんですかい？」

「酒保商人とつき合いのある商会に人手と学者の紹介を頼んであったから、その件だ。ふたつ頼んでおいた。ひとつは、この書類の山を整理するための人足。もうひとつは、あんまりプライドが高くなくて偏見の無い素直な性格の疑うたぐり深い学者の紹介」

「……なんかいま、頭オカシイやつの話をしやせんでしたかねェ？」

「してないしてない」

　ソアラだってそんな感じだし。

　手紙を最後まで読み終えた僕は、その中に希望の持てる内容を見み出いだしてほっとする。

「じゃ、いまから出かけるか」

「どこ行くんで？」

「学者に心当たりがあるらしい。もし良ければ使いを出すから招待するのに都合のいい日を教えてくれ、って書いてある。でももう仕事がすでに山積みなのに待ってられない。いまから会いに行こう」

「そりゃァ、いまからすぐにですかい？」

「いまからすぐだ。いちおう戦地だし護衛よろしく、傭よう兵へい隊たい長ちよう」

「へェへェ、了解」

　肩をすくめて答えた傭よう兵へい隊たい長ちようが、にやりと笑う。

「ところで、いい報しらせを早く持ってきた褒ほう美びとかないですかい？　そしたら、護衛も気合が入るんですがネェ」

「わかったよ。途中でなんか美味そうな物あったら奢おごる」

「さァすが大将だ。喜んでついて行きやすぜ」

　このくらいシンプルなら、僕も面会とか相手できるんだけどなー。










　傭よう兵へい隊たい長ちようが護衛に追加した３人の兵士と小僧（雑用役の少年）とともに街なかへ赴く。

　商会に教えてもらった学者の家は、街の大通りからそんなに離れてない場所だった。つまり、あまり治安の悪いところではない。

　扉を叩たたいて呼びかける。叩たたくのと呼びかけるのはおっさんが小僧にやらせてるが。

「すみません！　すみませーん！」

　ドンドンドン、と少年が木の扉を揺らす。さっきもやったのだが、応答が無い。

「留守かねェ」

「どうだろ。隣の家とかに聞いてみるか？」

「そいつァ、あんまりやりたくねえんですがねェ。知ってるやつを探して右往左往ってのは、ここいらをうろつくことになる。住んでるやつらは喜んじゃくれねえですぜ」

「うーん、なんか遠巻きだよな。市民に歓迎されてない気がする」

　ルーリックの街を移動中に僕の姿を見た人たちは、あまり目を合わせてくれなかった。市民からの人気がいまいち感じられない。

「そりゃまァ、おれらがヨソ者だからでさァ」

「……もう一回呼びかけてくれ。それでだれも出てくれなかったら、帰って商会に頼もう」

　話しつつ、少年に目でうながす。

　彼はこくりとうなずいて、もう一度扉を叩たたいて声を張り上げた。

「すみませーん！　だれかいませんかー!?」

「どちらさまでしょうか？」

　扉の向こうから女性の声がした。

「ファヴェール王国からの特使です！　どうかお目通りを！」

　小僧がすかさず用件を伝えてくれる。少し間があってから、ようやく扉が開いた。開くのに合わせて雑用係が身を引いたので、僕はその人と真正面から向き合う。

　奇妙な印象を受けた。

　つぎはぎのある服を着た短い金髪の女性。つまり、身分の低い人だ。べつに見下しているとかではない。ただ、そういう扱いを受けているという意味で。──なのに、なぜかソアラに似たものを感じる。

「……あら、ふふふ、物々しい方々がお揃そろいでいらっしゃいまして。略奪にでも参られましたのでありましょうや？」

　物騒なことを口にしているのに、その顔に浮かぶのはどこか愉たのしげな微ほほ笑えみ。

　そのアンバランスさに一瞬、気を取られる。

「大将、早く否定してくだせェ」

　おっさんに肘で小突かれてはたと気を取り直す。

「あ、いや、すみません。そうじゃないです。ファヴェール王国の芹せり沢ざわ直なお希きと申します。こちらの先生にお会いしたくてお伺いしたのですが、ご在宅でしょうか」

　すると、先ほどまでの表情が噓うそのように引っ込んで、女性は真顔で深々と頭を下げた。

「先生に御用事でございましたか。とんだご無礼を申し上げました。お許しくださいませ。ですが、先生は生あい憎にく『今日はだれとも会わない』と仰おつしやっておりますので」

「そこをなんとかなりませんか。どうか、この品だけでも受け取っていただけるようにお願いしてみてください」

　言いつつ、右手を横に出す。

「…………どの、御品でありましょう？」

「ちょっと待ってください。……おっさん、手土産手土産」

　手を出したのにいつまでもなにも載せてくれないので、後ろを向いて催促する。

「おおっと、こいつァしまった。おい小僧。早く持って来い早く。バカ全部じゃねえ。全部渡したらもったいぶれねえだろ。そいつだけだ。そうその小さいやつだ」

「打ち合わせどおりにやってくれよ！」

「大将が３通りも打ち合わせするからよゥ、最初のほうが抜けちまった」

「６通りだよ！」

　途中から聞いてねえじゃねえか！

「……っふ……っ……っ」

　使用人さんは笑いをこらえて肩を震わせていた。ああもう、しまらないな。

「おい！　なにをしている!!」

　家の奥から怒鳴り声がした。荒々しい足音をドスドス立てながらこちらへと来た人物が、ぬうっと戸口から現れる。

　ものすごく太い人間だった。背は高くないのに、僕より３倍は重そうな太さの体をしている。トドみたいだ。そんな男が、腹をつっかえさせながら出てきた。ベストとシャツの組み合わせで知識人らしい服装をしているが、肉の圧力でいまにも内側から破れそうになっている。

　そんな巨漢が勢いよく出てきたものだから、戸口に立っていた使用人が外へと押し出された。彼女は慌てて頭を下げる。

「旦那様、この方たちが一目だけでもお会いしたいと──」

「うるさい！　遅いんだお前は！」

「──」

　バシン、と使用人の女性が殴られて押し黙った。

「だいいち、今日はだれとも会わないと言って……待て、ファヴェール軍のかたではないか！　なぜさっさとお通ししないんだ！」

「旦那様が、だれであっても追い返せと……」

「この愚図が！　それくらい考えろ!!」

　またも太い腕が振るわれた。がくんと細い首が揺れる。

　よろめいて数歩下がる女性に見向きもせず、デブがこちらを向く。赤毛のボサボサ頭を搔かきながら、卑屈な笑みで話しかけてきた。

「あああ、すみませんファヴェール軍のお方。こいつが粗相をしまして。さあさあどうぞ中へ。散らかってますが、すぐ座る場所をお作りいたします」

「いや……」

　もう帰りたいこいつを殴ってから帰ってしまいたい。

　だが、この時代のいわゆる〝しつけ〟というのは、どれも僕の目から見ればかなり暴力的だ。酒保商人の隊列でも、子どもや少年がぶん殴られているのはよく見かける光景である。

　だから『常識に食い違いがあるだけ』と言われたら、否定しきれない。ただ、僕が気に食わないだけだ。

　でも、僕はここに仕事をしに来た。

　仕事を終わらせられない場合、最悪はファヴェール軍が大打撃を受ける。そのときに死んだ数千人に向かって『あいつが気に食わなかったんだ』という言い訳で、満足してもらえるだろうか。

　簡単に怒らせたり見限りたくない。不愉快さを吞み込んで、用件を口にすることにした。

「……不ぶ躾しつけかもしれませんが、このまま外で結構です。僕たちファヴェールの兵をお部屋にお招きいただくと、余計な噂うわさが立つかもしれませんし。ひとつ、簡単な質問をさせていただきたかっただけです。今日のところは、それに答えていただくだけで構いませんので」

　面接くらいしたかったけど。省略。

「ほほう、そうですな。風評は疫病のように早く広がる！　しかし私も一端の学士であれば、ただ『簡単な質問』とやらを気軽にお答えするのも……」

「これは身分の高いお方から仰おおせつかった仕事です。もちろん、あちらに心ばかりの品も用意してあります」

　乗ってきた馬にくくりつけられた手土産を示すと、男はたちまちにやにやと喜色を浮かべて顎の肉を揺らした。

「で、どんなご質問で？」

　僕は少し考えて、てきとうな板を持ってこさせてその上にトランプを並べた。

「簡単なゲームです。ここにカードがあります。３枚伏せます。この３枚の内訳は、キングが１枚とジャックが２枚です。王キングが当たりで兵士ジヤツクがハズレ。まず最初に、どれかひとつ選んでください。まだ表は見ないで」

「では、この左のカードを」

「僕はどれがキングかを知っています。ちなみに真ん中のカードはハズレです」

「ふむ」

　伏せた３枚のカードのうち、真ん中のカードを裏返してジャックの絵柄を見せる。

「さて、残りのカードが正解か見る前に、いまなら選んだカードを変えても構いませんよ」

「それでキングを当てれば、私の勝ちかね？」

「ええ、そうです。そして──これらの手順を必ず行うゲームを10回やるときに、カードを選ぶ側か選ばせる側か、どちらが有利でしょうか？」

　さて、ここで彼はどう答えるだろうか。

　僕が口を閉ざすと男はたっぷりとした頰をぼりぼり爪で搔かきながら、少し考え込んだ。そして、笑って答えた。

「はッ、騙だまされるものか。どちらが有利かなど、わかるわけがない！」

　それが答えのようだった。僕は慎重に問いただす。

「その理由は？」

「３枚カードを並べても、必ず１枚ハズレを見せるなら２枚と変わらぬ。当たるかどうかは２分の１だ。これはひっかけ問題だ！」

「なるほど。では先生、あなたがこのゲームをするなら選んだカードは変えないと？」

「私の直感が選んだものだ！　変えるわけがない！」

　僕は思わず笑顔を浮かべてしまった。

　カードを載せていた板を小僧に渡して、入れ替わりに手土産を差し出す。

「そうですか、わかりました。結構です、お礼の品をお受け取りください」

「こんな簡単なことでか？　ははっ、やはりファヴェール軍は勝っているようですなぁ！　また私の知恵を借りたいときはいつでも申しつけてくだされ！」

　小僧から手土産を受け取った学士が、上機嫌で家の中に消えていく。

　これで、あいつを雇わなくていい。良かった。

　視界の占有率が高い肉の壁が完全に消えてから、僕は使用人の女性に向き直った。

「すみませんでした。僕らのせいで……」

「いいえ、慣れておりますので」

　打たれて赤くなった額を押さえたまま首を横に振られる。後味悪い。

「あの、これを──」

　せめてお詫わびに、と思って懐ふところからお金を差し出した。のだが、

「先ほどの答えは、間違いでございますね？」

「へっ？」

　彼女はこちらの手には目もくれず、脇にやっていたカードを見つめていた。

「幸運にも自分が選んだから正しい……などというのは、私わたくしには縁の無いことでございます。ですからつい、一考してしまいまして」

　小僧が持つ板の上に伏せられたままのカードを、細い指で小さく叩たたいた。

「最初に左を選んだとき、残るカードは右に２枚となりましょう。そのうえで、貴方あなた様さまがハズレを御開帳くださいました。ということは、のちに選んだカードを変えれば──右の２枚ともを選んだのと同じでございましょう？」

　そう言いながらいちばん右のカードをめくり、絵柄を見る。キングだ。

「当たり、にございます。今日は幸運なようです。たとえ正しい手順でも、３枚のうち２枚を選ぶということは３度に１度はハズレですものね？」

「────そのとおり、です」

　正解だ。文句のつけようもない。

「それでは、明日かあさってには私は不幸になるのでしょう……たまりません……」

「いやそこまでカードだけで決めなくても」

　これは『モンティ・ホール問題』というゲームだ。１９９０年に最高ＩＱ保持者としてギネス登録されたマリリン・ボス・サヴァントが連載するコラムで掲載され、一躍話題になった問題だ。

　直感的な確率と現実的な確率が相反するとして、有名な話である。

　これが有名なのは、20世紀の博士号を持つ人ですら直感的には間違えた問題だからだ。この問題でマリリンの答えに対する数学者からの批判は、１年以上も続いた。

　もちろん直感が悪いわけではない。直感とは、インスピレーションが導く高度に飛躍した結論だ。数学者も直感を使う。『こんな結論が出る気がする』という直感的な思考は、答えを導くための第一歩だ。

　だが、それを検証しなければならない。『本当にそうなるのか？』の証明までして、初めて論理として成り立つ。

　彼女は少しの時間で直感を疑い、否定して、正確な確率まで導き出した。

「……ええっと、記憶力に自信があるほうですか？」

「ええ、それなりに。これは秘密ですが、学士様の本を読むこともございます」

「なるほど……」

　もちろん、これだけでサヴァントと同様に高いＩＱの持ち主だとは決めつけられない。本を読んでいるからといって、学識のある人間とは断定できない。

　だが、直感だけを信じて疑わない学士など雇えない。あてにしていた人材が不採用。不足するなら、代わりが必要だ。読み書きできるなら人足でもいい。

　つい、提案していた。

「あの……殴られない仕事場に興味はありませんか？」

「……あらまあ、ふふ。名前も知らない女を身請けするおつもりなのですか？」

　礼儀をたしなめる言葉とは裏腹に、からかうような挑戦的な微ほほ笑えみ。声をかけておいてなんだけど、なんか複雑な性格をしてそうな予感がする。

「……きちんと挨拶してなくてすみません。僕は芹せり沢ざわ直なお希きです。お名前を伺ってもよろしいですか？」

　すると、女性は楚そ々そとした仕草で佇たたずまいを直して一礼した。

「私わたくしは、テレンティアと申します。よろしくお願いいたしますね、御主人様？」




　　　　◯




　遠ざかる馬の足音に耳をそば立てて、それが完全に聞こえなくなってから一息をつく。

「ふぅぅ、うまくいったかい……」

　したたる汗を手で拭いつつ家の奥へと向かった。一番奥の物置部屋だ。

「まったく、学士様の服はきついったらありゃしない」

　無理やりに閉じたボタンをいくつか開けて、はち切れそうな首元を緩めて上着を脱いだ。

　そして、物置部屋の扉を押し開ける。

「もうちょっと良いい物を食べて生きるべきだったよ、あんた様。……もう食べられないだろうから、余計にね。そう思うよ。人間いつ死ぬかわからない」

　そこに、人の姿はあった。だが、応える者はいない。

　矛盾してはいない。なぜなら──喉を切られた男の死体が、横たわっているだけだからだ。

「さて、言われたとおりにしただけって言っても、死人の服はぞっとしないね。早く着替えて、身を隠さないと」

　男の死体に向けて十字を切ってから、大急ぎで逃げ出しにかかった。




　　　　◯




　テレンティアをこちらで雇いたいと申し出たら、学士は顔も見せずに『さっさと行ってしまえ！』と叫び返してきた。つくづく変な男だった。

　しかしはたして、テレンティアはどのくらいの戦力になりうるのか。屋や敷しきに戻って資料の分析に戻りつつ、僕はそれを確かめることにした。

　作ったばかりのマニュアルで少し仕事を振ってみたのだ。テレンティアは恭うやうやしく資料を受け取り、素直に紙面に向き合った。

　それがほんの少しだけ前のことなのだが、

「できました」

「もう？　早いな」

　あっさりとできあがりを告げられて、逆に困惑する。『わからなかったら質問してくれていい』と言ったのに。

　いやいや、早さだけでは困る。ちゃんとできあがりをチェックしないと。

「……ばっちりだな」

「手順が詳つまびらかに書かれてありましたので。さすがは御主人様です」

「ははは、そんなふうに褒めたって僕が機嫌良くなるだけだぞ。どう見ても手慣れてるだろ」

　指示したのは、乱雑な生データの中から必要な数字を拾い上げ、使いやすい数字にまとめる作業である。

　こちらとしてはラベルと数字さえきっちりしててくれればいい、と思っていたのだが期待以上に見やすいまとめかたをしてくれている。書き出した数字を、報告の傾向に合わせて時系列順にしたり階級でまとまっていたりと分けてある。

「このくらいなら電卓貸す必要もないのか……記憶力とかそういう問題じゃない気がするけど、どこで教育を受けたんだ？」

　暗算もお手のもの。記述は配列を意識している。とても独学独習だけとは思えなかった。

　テレンティアは、目を細めて答えた。

「修道院でございます。収穫の時期には、ほうぼうから買いつけの商人や貴族のお歴れき々れきがいらっしゃいますので」

「修道院？　もしかして偉い人の庶子とか？」

「ふふ……滅相もございません」

　なんか笑ってごまかされた。

「ただ『よりたくさんの人たちが信じるものを。よりたくさんの幸福のために』……そう教えられていただけでございます。なので、たくさんの数字を見比べることも折りに触れていましたのです」

　その教育方針はやっぱり貴族とか大商会の主とか、上に立つ者の帝王学っぽいんだが。

　にしても『よりたくさんの幸福』とはまた厄介な概念を口にする。

「民主主義的な〝最大多数の最大幸福〟か。……哲学的だね」

　僕には苦手な分野だ。

　思わず眉をひそめる僕を見て、テレンティアが小首を傾かしげた。

「『哲学』でございますか？　人数の多寡を比べるのですから、これこそ数字の話になるのではないでしょうか……？」

「僕はあんまり倫理学には詳しくないんだけど……なんだっけな。数的に幸福の話をするとめんどくさい堂々巡りが起きる。そういう理論を聞いたことがあるんだよ」

「……それは、どのような理論であるのでしょう？　よろしければ浅学な私にご教示いただけませんでしょうか？　興味がございます」

　あれ、なんか食いついてきた。

　まあそこまで言うなら、ちょっと記憶を引っ張ってこよう。

　ソアラに教えるときのように壁に大きい紙を貼り付けて、そこにポイントを書き出していく。テレンティアが立ち上がってそばに来た。

「えーっと、『功利主義』だったっけな。幸福を定量的に数えるものであり、快楽を善であるとする。社会的な選択は、よりたくさんの人が快楽という効用を得られるように選好されるとかそういう話だったと思う」

「快楽……ええ、よろしいのではないでしょうか。その論理には、なにか欠点があるのでしょうか？」

「たとえば、いじめについて。人が人をいじめるときに効用をそれぞれの立場で、『快楽』が+1、『苦痛』が[image: -10]だとする。これで規模が大きくなるほど正しくなる。40人という人数で１人をいじめれば[image: +30]となり、〝快楽の総量〟が正の値を取るので正しい選択ということになる」

「快楽の、総量……」

　しつこく快楽にこだわるテレンティア。いやいいけど。

「戦争も同じだ。複数の国でひとつの国を略奪すれば全体的な効用は正となる。──だけど、苦痛を受けるほうを無視していいのか？　功利主義はそう批判を受けて〝個人の利益〟を追求しろと言った。〝個人〟に先立つ〝組織〟は存在しない。つまり１対１の〝個人〟で見たとき-9なら〝組織〟で見た[image: +30]が先立つことはない。ということだ。個人の権利は大きな主体にとって変わられることはない」

　だが、この論理にももちろん欠点がある。

「……個人がだれかひとりでも不快になるなら、実行できない。それでは、なにもできなくなるのではございませんか……？」

「まさにそのとおり。どんなに人気のある物語でも、『嫌いだっ』と言うやつは必ずいる。ただしこれは功利主義が正しくないとかではなく、倫理という尺度が単純ではなくて……とかなんとか。その先は忘れた」

　よくわからないし。

「要するに、かんたんに数で幸福を測ろうとすると、結論がかんたんに出せなくなる。だから『よりたくさんの幸福』について考えるのは数学という分野じゃない」

「ああ……それでは確かに、数学の分野ではありませんね」

　純粋数学からはかけ離れすぎているし、応用数学にすら落とし込むのは不可能。

「そういうこと。……あー、なんか疲れる話だったな」

「申し訳ございません御主人様。私にはこのようなお話は懐なつかしくて、つい聞き入ってしまいましたわ」

「意外に文系だったか……にしても、懐かしいって？」

「小さいころに、父に話していただいておりました」

「……小さいころにか」

　功利主義が論じられたのは18世紀のイギリス。産業革命が起きるほど社会構造が煮詰まってきたころの話だ。この世界には少し早いように思える。

　もちろん、似たような社会学者の論争はあっただろうけど。それを聞いていたとなれば、よっぽど学識の高い階級なのでは？

「多数の幸福は矛盾している。こんなにもかんたんに、そう言えたのですね……」

　テレンティアが身を乗り出して壁に書いた文字をなぞる。

　細めたその目は遠くを見ているようだ。おそらく、父と語ったという過去を。そして、不意に僕へと焦点を合わせてきた。

「それでは、御主人様はどうして数字で国の動勢を決定しようとなさっているのでしょうか？　答えが出せないとわかっているものを使うのは、悪手にございませんか？」

　おっとそうきたか。

「数学は技術だ。技術はいつでも中庸で、使いかたで善よし悪あしが決まる。刃物で料理を作るか人を刺すかは、使い手しだいだろ」

「では、御主人様が用いれば、より善い未来を導けるということでございましょうか？」

「数学を使って国を動かそうとしてるのは、厳密には僕じゃない。次期国王のソアラ殿下だ。僕は言ってみればただの研ぎ師。できるだけ強くて鋭い刃物を仕上げるだけ」

「殿下が人を刺さないと、確信しておられるのでしょうか？」

「まさか。──信頼してるんだよ」

「……ふふ、よくわかりましたわ。ありがとうございます、御主人様」

　一礼して後ろに下がったテレンティアが、目を細める。

「じゃあ今日はもう遅いから、終わりでいいよ。部屋支度とかもあるだろうし。明日からたくさん仕事してもらうからそのつもりで」

「はい。失礼いたします」

　彼女が退出して姿が見えなくなってから、僕は腕をぐりぐり回して伸びをした。

「うーん……なんかクサいな……」

　なりゆきで雇ったはずなのに、どうにもトラブルの種を抱えていそうで怖い。

　早めに問とい質ただすべきなのか。と考える僕の目に山と積まれた資料が飛び込んでくる。

「でも仕事はできるんだよなー」

　怪しんでぎゃあぎゃあ問とい質ただして、あの戦力が鈍ることは歓迎できない。

　ううむ、悩ましい。

　壁に貼り出した資料の群れを眺めつつうなっていると、部屋の扉をだれかが叩たたいた。

「ナオキさん、調子はどうですか？」

　入ってきた王女に振り返る。

「ソアラか。まあそれなり。そっちはどうだ？」

「……………………大変です」

　力なく首を横に振るソアラ。マジで大変そうだ。

「重苦しい服を着て見ず知らずの人と顔を合わせて、そのかたが兵隊ひとりとすれちがったことを百万言を並べて話すのをじっと座って聞かされるのです。それが終わったら次のかたが来て、また似たようなことを朗々と語り始めます。……明日も、です」

「うわあ」

　しんどそう。

「……こういった資料のほうも、明日からさらにたくさん届くそうです。なのに、その、手伝えなくてすみません」

　ソアラが申し訳なさそうに言う。

　明日も会談予定が組まれているなら、こちらは僕ひとりでやらねばならないということだ。

　正直、こっちもしんどい。

「ま、こっちは人手を集めてなんとかするさ。ソアラのほうは、替え玉を雇ってどうにかするとかできないしな」

「その手が」

「ないからな」

「ないですかー……」

　残念そうに言う。影武者作戦はもう冗談でも口にしないことにしよう。

「ところで、だれか頼りにできそうなかたは見つけられたのですか？」

「商会に手配してもらった学士の家で見つけたよ。簡単な分類用の人足もすぐ確保できそうって連絡があった」

「そうですか。どんな学士でしたか？」

「あー、あいつか。太ったおっさんだったよ」

「そうですか。……女性ではないのですね？」

「ちがうけど、なんで？」

「いいえ、なんでもありません。ふたりきりなのはちょっと──とか思ってません」

「えーっと……？　ああ、たしかにふたりきりだけど仕事は早いから。ひとりで３人ぶんくらい働いてくれそうなのを雇ったから」

　人手不足を心配しているらしいソアラに、僕はきっちりそう保証する。あの手て際ぎわなら、こちらの期待していたぶんの３倍くらいはいけそう。

「それは良かったです。手伝えないお詫わび──というわけでもありませんけれど、夕食を一緒に食べませんか？　献上品の中で、いちばん美お味いしそうなものを差し上げますよ」

「肉で頼む」

「はいっ」

　ソアラが手伝えないとなれば、いよいよもってテレンティアに頼る部分が多い。きな臭いけどそれは脇に置いといて、仕事に専念するしかなさそうだ。

　とりあえず祈っておこう。どうかトラブルになりませんように。

　まあ、僕が蒔まいたトラブルでなければだいたい大丈夫だと思うんだが。










　ソアラの言ったとおり、次の日からも資料はどかどか届いた。

　木箱にたっぷり詰め込まれて運ばれてくる資料の山を分類する部屋と、必要な数字の部分を記録して計算する部屋で分けて仕事をすることにした。

　テレンティアにやるべきことを説明して、計算に理解を深めてもらう。

「僕たちがやることは単純だ。数字を拾う。そして計算する。極端に言えばそのふたつだ」

「数字、でございますか？」

　機械的な作業のみならずもう少し踏み込んだところまで任せられると思い、テレンティアにこちらの意図を解説することにした。

「そうだ。できるかぎりデータをシンプルな形にしたい。問題を定量化するんだ」

「定量化をすると、なにか……良いいことが起きるのでしょうか？」

「たとえば、妥協点を見つけるときにこんな形の式が使える」

　僕はペンを手に取って式を書く。





y=x

y=1/x






「さて、たとえ話の時間だ。畑を広くするほど生産量が増えるが、広いと世話ができずに作物が病気になる確率が上がるとする。広くするほど面積あたりの収量が減るんだ。その場合、どのくらいの広さの畑を拓ひらくべきだろうか」

「それは……できるかぎり広くしただけでは、病気の作物ばかりになって逆に収穫が減る……ということで、よろしいでしょうか……？　いちばん良いい広さは……収穫物が多くなりつつ、お世話できる広さがよろしいかと存じます」

「そこが求めたい広さだ。この式でわかる。グラフにすると、こんな感じで交点になるところがある。ここが妥協点だ」
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「収穫量と面積の比例関係が崩れたら、別の要素が関係していると考える。これは兵隊の数と軍隊の活動時間にも言える。数が増えると金と物の消費が増える。活動可能時間が減る。こういう『片方を増やすと片方が減る』関係を『トレードオフ』と呼ぶんだ」

「トレードオフ……増やせば、減る……」

　じっと妥協点のグラフを見つめるテレンティア。やがて、薄く微ほほ笑えんだ。

「幸運なお話です。なにも記さず漫然と作るだけでは、なにもわかりません。努力するほど収穫が増えるはずなのに、去年より広い畑で手にした作物が少ない。努力不足と小作人は鞭むち打うたれるのに、来年はもっと広くしてもっと少なくなる……はぁ、たまりません……」

　なぜそういう想像をして笑う。なんか怖い。

「あー……畑を広くすることだけが努力と思いこんでいたら、そうなるかも」

「この記録の山から、そのような数字が見つけられるのでしょうか？」

「ひとまず共和国のハサリア騎兵との戦いを調べ上げよう」

「……それでは、ファヴェール軍はこれから共和国の撃破を目指しているのでございましょうか？」

「まあ、そういう姿勢らしい。公爵はね」

　それがライアス公爵の提案で、検討しなければならない具体案だ。僕がそれ以外を見つけられるかどうかは、まだ未知数。それなら、まずはそこからでいい。

　ハサリア騎兵との戦い。それは西方戦線で行われた最大の決戦にして、最大の失敗だ。

　戦線の記録を調べたところ、ファヴェール王国は当時の帝国政府議長から隣国ピエルフシュ共和国の攻勢に対抗する援助を求められた。

　窮状にあった帝国はリーヴ地方という、前世紀からファヴェールが欲ほつしていた沿岸地域の割譲を援助への報酬に打診した。

　帝国にとって数少ない海への出口を差し出す大胆な提案に、ファヴェールは経済的な苦境にあったにもかかわらず大規模な派兵で応じた。派遣した２万以上の傭よう兵へい隊のうち、帝国が給金の支払いを負担し１万ほどを吸収して王国と帝国は連合軍を結成。総数は３万を超え、じつに４万に及ぶやもしれない大軍になった。

　対して、共和国軍は軍隊の主力である騎兵軍団で対抗する。数は５０００。連合軍の８分の１だ。

　その一大決戦の結果は──共和国軍の大勝利である。つまりファヴェールは敗北した。

　帝国軍は完全に撃破された。ファヴェール王国軍も騎兵を苦もなく追い散らされ、帝国軍主力が撃破され包囲されて降伏。

　周辺世界で最強という噂うわさのピエルフシュ共和国の精鋭騎兵軍団〈ハサリア〉とは、伊だ達てではないのだ。

「……伊だ達てではなく武たけ田だ。なんつって」

「は？」

「なんでもない」

　伊だ達て政まさ宗むねも武たけ田だ信しん玄げんもこの世界にいるわけがない。

　それは置いておくとして、共和国は手て強ごわい。手て強ごわいとかそういうレベルじゃなく強い。鬼だ。６倍以上の兵力で負けたとか言われたが、数字をある程度出してみれば友軍合わせて８倍の兵力で負けているのだ。

　そんな大敗を喫してルーリックを占領できたのは、ライアス公爵の交渉術によるところが大きい。

　包囲して降伏したのちに、帝国軍の味方をしないという条件でファヴェール軍は解放された。帝国攻略を急ぐ共和国にしてみれば、ファヴェールに関わる時間を短縮したかったのかもしれない。

　解放されてからのファヴェール軍の動きは機転の利きいたものだった。帝国に味方しないという約定を守り、兵隊を解散させずに帝国の都市を攻め落としたのだ。帝国議長と交わした約定を盾にリーヴ地方の統治権を正当な権利として主張して徴税権を確立。共和国と敵対しつつ帝国の領内に留まり続けている。

「つまり、ファヴェール軍は共和国とは戦っていない。だからこそ戦争に勝てている。なのに、ライアス公爵は共和国を撃破して覇権争いで勝利することを提案してるわけだ」

「勝つ見込みは、あるのですか？」

「見込みで話をすることができない状態、かな。『俺は実際に戦ったことがあるんだぞ』って言われて話を聞いてもらえなかったんだから、勝てる見込みが半分以下でもあればゴリ押しされそうだった。……勝てるならいい。僕だってそれは同意見だ」

「御主人様は、負けるとお考えですか？」

　テレンティアが探るように見つめてくるが、僕は肩をすくめる。

「わからない。騎兵がどんなのなのかも僕は詳しくないしね。数式を立てるにはちょっと情報不足だ。でも、おかしなことが起きているという直感はある。８倍の兵力で負けたっていうのは、士気とか勢いとかただの偶然では済まされないという気がするんだ」

「ふふ……それでは御主人様は、ライアス公と真っ向から批判し合うのですね」

「そうなるね。いやだなぁ」

「嫌でございますか？」

「いやだよそりゃ。僕は味方を作りたくて戦争しに来たのに、なんで諸公から信頼厚い男に喧けん嘩か売るようなことしないとならないんだか」

「人生とは、ままならないことが多いものでございます」

「まったくだ」

　僕は執務机に着席し、どっさり積まれた資料の一枚目を前に置く。用意した紙とペンとインク壺つぼを確かめて、と。

「とにかく、いまは数字を出そう。さっそく取り掛かってくれ。仕分けが終わってるぶんがあっちにあるから、あのあたりから頼む」

「御随意のままに」

　恭うやうやしく一礼したテレンティアが手近な箱から紙束をひとつ取り出して、さっそく読み始めた。

「いや座ってやってくれ。先は長いし」

　なにせ量がすごい。

「あら、申し訳ございません。心得違いをいたしました。それでは」

　と、彼女が僕の膝に座る。

「このあたりでございますか？」

　座り直すちょっとした仕草だけで柔らかいお尻の感触が。
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「──いやいやいや、なんでだよ!?」

「？　資料を読ませながら触るのが御趣味なのでは？」

　真顔で言われた。

「変態になるために雇ったわけじゃない！　きみの席は向こう！」

　用意しておいた長机を指差す。

　もともと人手を増やすつもりだったので、机くらい用意してあるのだ。３人分くらい。

　なのになんで机を無視して僕に座るのか。

「あの立派な椅子に座ってもよろしいのですか？　私のような、雇われの使用人が」

　てきとうな部屋から勝手に持ち出しただけだが、貴族の家にある椅子だからそれなりに高そうではある。でもそういうのわりとどうでもいいタイプなんです。

「きみがどこの何者でも、この部屋で仕事をしてくれるならどんな高価な椅子よりも大事にする。だから早く席について仕事を始めてくれ。時間が無いんだよ」

「然様さようでございましたか。失礼いたしました」

　テレンティアはようやくどいてくれた。

　乗られたところがちょっと温かい……よーし冷静冷静。素数を数えろ。２。素数の中で唯一の偶数である２は他の偶数を素数から排除した。こいつちょっと自意識過剰じゃないか？

「御主人様、手が止まっていらっしゃいますよ。急いでいらっしゃるのではなかったのでしょうか？」

「……そうだね」

　仕事しよう。片付けなければいけない資料は腐るほどある。

　ペンを手に取り、ふと、主のいない机の多さが目についた。

　今日はソアラの姿を見ていない。朝食を食べているところすら、だ。

　昨日会ったときに、明日も面会予定があると言っていたからそれだろう。忙しいのかもしれない。

　とはいえ、あの子は国の最高権力者だ。食事も摂とれないほど酷使されることもないだろう。たぶん時間が嚙かみ合あわなかっただけで。

　あまり溜ため込こまないといいけど。ソアラは溜ため込こんだあと、爆発するタイプだし。




　　　　◯




「………………………………………………………………がまんです、わたし」

　なんだかいらいらします。お腹なかが空いているせいです。ゆっくりと朝食を摂とることもできず、パンをひとつ流し込んだだけでしたから。

　わたしは朝からずっと休みなく、次から次へとやってくる面会者たちを相手に疲れる会話をしていました。

　微ほほ笑えみを絶やしてはだめ。早口になるのもだめ。直ちよく截せつ的てきな口ぶりは好まれない。なにかを約束してしまうようなことは避けるべき。できるだけ優美な単語を選んで。

　たかが会話に、どれほどの禁則事項が設けられていることでしょう！

　ライアス公爵が用意したこの土地の貴族に受うけ容いれられやすい服は、拘束されている気分です。腕が倍に膨らむほど飾り布がついた袖は持ち上げるたび重く、顎の下まである襟の縁がちくちくします。スカートを広げる金枠付き下着は軽量化されておらず、頭の上に髪が立てて編み込まれその中に装飾品がこれでもかと差し込まれています。そして肩から掛けられた分厚い外がい套とうが体の片側を覆って重くのしかかり、わたしの平衡感覚を試してきます。

　……なぜ、わたしだけここまで着込まなければならないのでしょう。まるで式典で玉座に腰掛けるときのようです。

　不満げなわたしにライアス公爵は言いました。『女王として相応ふさわしい格好でいなくちゃ』と。ご自分は自由に歩き回れる服のままで。わたしの記憶では、父上もここまで着込むのは式典があったときくらいです。──女の〝相応ふさわしい〟基準は、男性に比べて高すぎませんか？

　そんな状態で、望みもしない会談をします。それが済んだら、また会談です。次も会談です。次も。次も。その次もです。

　ようやく昼になったと思えば、会食があると言われます。わたしはそんなものお約束してませんでした。でも、王室輜し重ちよう隊が取引で有利になるために必要な会食だそうです。断れません。輜し重ちよう隊は創設したばかりの補給部隊で、軍隊の中では王室直属といえど立場は弱いのです。

　その昼は、なにを食べたのかも覚えてません。気疲れする会話をしながらの食事です。口に運んだかどうかすらあやふやです。

　ようやく面会が収まったかと思えば、今度は書簡や書類が山のように届いています。どうして休憩と言われた時間に運びこまれるのか、不思議でしかたありません。袖や襟の豪ごう奢しやな飾り布を汚さないように布で覆って、重たい腕をどうにか動かして手紙の返事や王家の許可を求める書類にとりかかります。

　そうしている間にも、まただれかが会いに来てそのたびにわたしは身支度を整えて書類仕事が中断されます。

　そうこうしているうちに日は暮れて、ようやくだれにも会わずに済むようになりました。わたしはさっそく大仰な服を脱いで普段の服に戻りますが、自分がものすごく疲れていることを自覚してしまいました。

　疲れた体を叱しつ咤たして、邪魔が入らない時間で書き物を一息に終わらせます。どうにかします。

　ようやくすべて終えたときにはもう夜も遅くて、ふらふらになりながら寝室に行くことはできました。そのまま意識を失います。

　そして翌朝、使用人たちがお風ふ呂ろと仕立て着を用意して早く早くと急せかします。わたしが朝食を食べ終わるのすら待ってくれません。

　このところずっとこんな調子です。世界が四六時中わたしを追い立てていて、いつも捕まる直前のような気分でいるのです。

　それでも、ファヴェールの未来と国民のためにどうにか耐えています。この地で最新の情報と補給の便宜を図っていただくためには、有力者たちに機嫌良く物資を運びこんでいただくのがいちばんですから。

　……国民の徴募兵たちが、補給の不満を訴えて来ていますね。王室輜し重ちよう隊の不ふ手て際ぎわだと。

　がまんです、わたし。










「なあ、ソアラ。言いたくないけど、我慢してる顔してる」

「ええっ!?」

　どうにかして作り出したナオキさんとのお昼ごはんで、そんなことを言われてしまいました。

　隠していましたのに。

　ついつい両手の指で頰を揉もんでみますけれど、自分では特別に変わったところは無いと思います。

「いやその反応のあとで隠そうとされてもな。いったいどうしたんだ？」

　ナオキさんは苦笑いされていました。見抜かれたことは認めないといけないようです。

「実は……ライアス公爵が次々に有力者を呼び寄せてはわたしに面会を要請してこられるのです。しかも、わたしはずっとまるで大式典でも行うような仰々しい格好をさせられていて」

「……それだけ？」

　拍子抜けしたようなお顔をされます。ちょっとだけですけれど、わたしの心がささくれ立ちました。

「『それだけ』だなんて！　ナオキさん、わかっていますか？　彼らはみんな欲深くて、抜け目なくて、話す言葉が回りくどくて、一言一言に注意を払って会話しないといけなくって──ひとりでも話せば疲れるそんなかたが、ひっきりなしなのですよ？」

「わかったすごく同情する。それは断っちゃうのはダメなのか？」

「だって、ファヴェール軍の補給はルーリックの徴ちよう税ぜい吏りたちに集めさせているんです。参事会と揉もめ事ごとになったら、力尽くで周辺地域を略奪にかかることになります。ルーリックには協力的な態度でいてもらうことが、いちばん穏便な方法です」

「ソアラはすごくよく頑張ってる。本当にそう思う」

　親身なその言葉と肩に添えられた手の感触で、ようやく心に穏やかさが訪れます。ちょっと八つ当たりぎみでした。

「……ナオキさんは、どうですか？」

「僕か。新しく雇った相手がセクハラ好きで困ってる」

「ええっ!?」

　新しく雇った学士のかたは、中年の男性と言っていました。ナオキさんが、おじさんにいたずらをされているのですか……!?

「そ、それは驚きますね……！」

「まあ、驚いたけど。まだ大した害は無いから。ソアラもつらいの我慢してるし、僕もちょっと尻を揉もまれるくらいまでは耐えるよ」

「そこまで耐えてくださるんですか……!?」

　ナオキさんは冗談じみた口調で話されています。

　でも、ちょっと想像が。

　国のために歯を食いしばって男性に迫られるのを我慢するナオキさん。嫌なのに仕事を遅らせると脅されて、拒否できなくて──

「ファヴェールのためにそんなにも身を犠牲にしてくださるなんてっ……」

　涙が出そうです。やっぱり、ナオキさんこそわたしの真の味方です。胸が熱くなります。ちょっとお腹なかの底から力が湧いてきました。

「なんでそんなに興奮してるんだ」

「感激しているんですっ」

「そ、そうか。そんなにか……？」

　不思議そうな顔をされるナオキさんに、わたしもちょっと盛り上がった心を落ち着けます。

　こういうとき素数を数えると落ち着くそうです。２、３……〝３〟はなぜ人に好まれるのでしょう。三つの出来事とか、三さん位み一いつ体たいとか、なんだか理解しやすいのですよね。数学的な理由が……？

　はい、もう大丈夫です。ちょっとべつのこと考えたので落ち着きました。

「とにかく、お互い大変かもしれませんけれど、戦争のためにがんばりましょう」

「戦争のためか」

「戦争のためです」

「…………うーむ」

　ナオキさんが、眉をひそめています。

「なにか？」

「いや、計算をするのはいいんだよ。もともとそのつもりだった。情報もありがたい。だけど、どうして僕がライアス公爵の分まで計算しないといけないんだ？」

「それは……まだ確実に有効と言える策がわたしたちに無いからです」

「たしかに利得の重みづけなんかが把握できてなくて、交渉材料になにをどれだけ並べるべきかがわかっていない。だけど、いつまでもあちらの要求どおりにしてるわけにはいかないだろ。勇気を持って立ち向かわないと」

「ですが、一度『する』と言ってしまったものを、あとで反ほ故ごにするわけには。あちらは門閥貴族たちの子弟を従えているのです。悪評を流されるわけにはいきません」

「評判なんて、門閥たちからすれば僕の評価はとっくに最悪だ」

「ナオキさんは貴族たちの噂うわさの恐ろしさを知らないのです！　わたしが小さいころにライアス公に反論して、兵学書にある『砲弾は勢いを失ったらまっすぐ落ちる』という説は絶対ちがうと主張したときは悪夢でした。２ヶ月も昼夜問わずの監視がついたのですよ！　頭がおかしくなったと思われて！」

「わお。反論しただけでか？　本当に？」

「……ちょっと激しく反論したかもしれません」

　確信があったので、つい。

「それと、実際に砲弾で実験して王宮の床を割ったことも少し問題だったかもしれません」

「頭おかしい子どもだな」

「ちょっと失敗しただけですっ。思ったより勢いがあって」

「わかった。昔の話はもういい。そうじゃなくて、ライアス公の話だ。きみのトラウマになってるのはわかる。だけど、これからは彼は家臣として扱わないといけないんだ。苦手な親戚じゃなくてね。変化を受うけ容いれるのは難しいかもしれないけど、勇気を出すんだ」

「変化を受うけ容いれる……勇気を出す……」

「そうだ。せめて、次からは自分で検討をしてもらうこと、それに面会もこれ以上は受け付けないとかだ。次々に問題を押しつけられたら、キリがない」

「……そうですね。それはおっしゃるとおりです」

「そうだろ？」

　まったく言われたとおりです。好き放題にさせていては、いつまで経たっても公爵の思いどおりになってしまいます。

「ああでも不安です……！」

「ソアラ、心配しすぎだって」

　苦笑いする宰相閣下は、貴族たちがどれほど噂うわさ好きなのか体感していないからそんなこと言うのです。それに、

「ライアス公爵がわたしの味方になろうという気持ちがありましたら、オルデンボーとの戦争に駆けつけてくださったと思いませんか？」

「……それは、まあ」

　西方戦線はそのとき、兵団を維持するためにこの地方を制圧していました。

「わたしはきっと、公爵に信用されていないのです。仮にオルデンボーが東側を完全に飲み込んでいたとしても、ライアス公爵が無事なら王家の存続は叶かないます。リーヴ地方と西方領地を合わせれば、じゅうぶんに国家の体裁は保てますし」

　公爵は本国とは海を隔てた西側に領地を持っているのです。この地方を押さえて西方領地が無事ならば、あとはライアス公爵だけで王家を存続させることもできたはずです。つまり──

「見捨てられた、って思うのか？　わからないだろ。形勢有利に持ち込んだとはいえ、ここは敵地だし前線でなにが起きてたのかは当事者しか知らないこともあるだろうし」

「でも」

「たとえば、侯爵を押しのけて前線指揮官になった新参者のこととか。変な噂うわさが立ってる」

「う」

　オルデンボーとの戦争でわたしが無理やり実行した人事です。侯爵の裏切りを招きました。それが正しい行いだったかどうかは、いまだ貴族たちの議論の的です。

「だから、まずは公爵と正面から話し合いをだな」

「うぅ……ナオキさん、計算はいつまでかかりますか？　行動指針さえ決まってしまえば、こんな街からは離れてしまえます。共和国と戦うにせよ、早期終戦に向けて行動するにせよ、それが決定案となればいいのです。お断りする口実などいくらでもできます」

「逃げかただけはうまくなって……不ふ憫びんな子だな」

「かわいそがらないでくださいっ！」

　わたしは真剣なんです！

　ぎゅっと手を握りしめて訴えると、ナオキさんはため息を挟んでから説明してくださいます。

「そう言われてもな。資料が多すぎてまだどんな情報が中にあるのかもわからないんだ。整理してまとめて、なにか方策の指針になるような計算ができるかどうかを調べてるところなんだよ。直感だけど、いくらか役に立ちそうな数字は拾ってる。でも数が揃そろわなくて──」

「やあ！　少しいいですか、従妹殿！」

「うわっ」

　ナオキさんの言葉は、急に現れたライアス公爵に遮られました。驚くナオキさんを無視して、わたしの従兄が朗らかに告げます。

「昼食中に失礼。ああでも、ちょっと進言させてもらうともっと食べたほうがいい。あまり食べてないって使用人が言ってた。──けど今日は食べてるみたいじゃないか。瘦せようとしたけど断念したとかですかね？　ははは」

「あ、あはは……」

　食欲が無くなるようなことをしてくださっている張本人に言われると、なかなか、こう。こう。なかなかですね。

「まあ、最近忙しかったですからね」

「そのことについて話してたんですよ、ライアス公爵。なんだか、だれでも希望すればソアラ王女殿下に会えてるみたいに思える。殿下ご自身に謁見希望者を厳選させるべきだと思うんですが。それに、いつまでもいつまでも有力者とやらが湧いてくる。時間も人物も選べているとは到底思えない。公爵を疑うわけじゃないですけど、そちらで選べない事情があるなら僕が手伝います。強権的な宰相が横暴を働いたと言ってもいい。それで断れるならね」

「…………っ!!」

　感極まって叫び出しそうでした。

　ナオキさんが、まさにわたしの言いたかったことを仰おつしやってくれます。そのとおりです。本当に、そのとおりだと思います！

　わたしの中で快かい哉さいが上がったのと同時に、公爵もわたしを見つめて満面の笑みを浮かべます。

　あ、いやな予感です。

「まさにそのことで来たんです。王女殿下に拝謁したい有力者は大勢いる。だけど、サワオーリ宰相の言ったとおり、殿下の体はひとつしかないし時間も無い」

「芹せり沢ざわです」

「だから俺は考えたんです。──壮行会をしましょう！」

「え？」「うん？」

　首をかしげるわたしとナオキさんですが、従兄は長い両腕を大きく広げて力説の体勢です。

「王女殿下の参陣と今後の奮闘をみんなで盛り上げるための集会ですよ！　あまり派手なのはできませんが、宴会みたいなものです。そこでまとめて謁見させたという体にして、自分だけ殿下にお会いできない不満を募らせている有力者たちの不満を解消しましょう！」

「ど──どうしてですか!?　いったいどれほど有力者が集まってそうなったのですか？」

「次代の女王兼皇帝のソアラ王女殿下ですよ。ひとりひとり会っていたらきりがないほどで。数えると──ざっと２００人以上ですね」

「にひゃく……!?」

「だから、宴会でまとめてしまおうという話になったわけで」

「それはその……すっごく気疲れしそうなのですけれど……」

「もう招待状リストを作っています」

「もう!?」

「先に会って根回ししないといけない相手は、予定を繰り上げて会談をするように変更しました。壮行会まで日にちは無いので少し忙しくなりますが、よろしくお願いしますね」

「いまよりですか!?」

「これも戦争を有利に運ぶためです。将来の王家のためですよ。それでは、お食事中にすみませんでした。お、良いいお肉食べてますね。ひとついただいていきます。それじゃっ！」

　ライアス公爵は元気よく手を上げて、摘みとった肉をむぐむぐ食べつつ立ち去っていきました。

「にひゃく……にひゃくにんのかたを集めて、壮行会……？　わたしを主役に置いて……？」

　ありえなくないですか。

　うまく動かない首をなんとかナオキさんに向けると、びくっと身を引かれました。わかります。だってわたしいま泣く半歩直前くらいです。

　ナオキさんが、夜遅くまで身を酷使して計算にとりかかっているのはわかっています。例の太った学士の男性と、ボロボロになりながらお仕事をされているかもしれません。

　それでも、言わせてください。

「なおきさん……はやく、なんとかしてください……」

「わかった急ぐ。すっごく急ぐから」

　なんて過酷な戦場なんでしょうか……。

　でも、男性にいたずらされながら資料と戦うナオキさんも、きっとつらい思いをされています。だから、わたしも我慢します。耐えます。




　　　　◯




「御主人様の腕は、女の子みたいに白くて細くてかわいいですねぇ……」

「うるっさいねどうせ虚弱だよ」

「悪く思ってるわけではございません。私はこういうのも好きですし。ふふふ」

「人の腕撫なでてないで仕事してくれ」

　不覚にもちょっと気持ちいいのがなんとなく後ろめたいので振り払う。

　テレンティアは優秀なんだが、こういうところは困る。

「してあります。どうぞ、こちらを御覧くださいませ」

　……優秀なので反論の隙も少ないのが困る。

　ともあれ、資料整理の日々は数日経たっても、それほど状況は改善しなかった。むしろ悪化している。

　送られる資料は増える。僕の睡眠時間は減っている。ソアラに会う時間は無くなっている。

　目を通しているのは、整然とした数字が載った報告書ばかりではない。むしろそのほうが少ない。大半は、たくさんの文字が書かれた戦争記録だ。貴族が書いた物もあれば、年代記作家の随筆もある。そんなものの記述から、目安となる数字を拾い上げるのはかなり苦労する。

　だからこそ、テレンティアという予想外の戦力には大いに助けられていた。

「見てくださいまし、この軍馬の数。貧弱なファヴェールはおろか、帝国軍騎兵でも圧倒されてしまうほどです。……戦場に立たずとも、数字で見ればわかるというのは不思議な気分でございますけれど」

　歩み寄ってきた彼女から渡された数字の一覧を見て、僕は舌を巻く。

　計算は僕のほうが手慣れている。けど、こういう雑多な資料の中から数字を割り出すのはひょっとしたら負けているかも……。

　まあ、いまはそのほうが助かるからいいか。渡された数字のほうに集中しよう。

「うーん……すさまじいな共和国軍。〈ハサリア〉本隊だけじゃなく、随伴の従卒まで馬に乗ってるのか。行軍が速い。それにどこかの村から買い付けた馬じゃないなこれ。馬の大きさが揃そろってるし、ファヴェールのより大きい」

「共和国では貴族の男子にとって、〈ハサリア〉になるのは栄誉あることでございます。軍馬もまた、専用に品種改良を重ねた伝統の軍馬であるのだとか」

「聞けば聞くほど勝ち目が無さそうだ。ファヴェールにもこういう馬がいればな……」

「ふふふ、知っておられますか？　騎馬軍団は良質な馬を敵に繁殖させないために、去勢した馬を使うのですよ」

　なら馬を奪っても殖やせないのか。悔しい。

　テレンティアが、肩に手を置いて囁ささやいてくる。

「馬はどう思うのでございましょうか……男子の〝誉れ〟のために、男子の『象徴』を切り取られてしまうのですよ？　ねえ、御主人様……？」

「耳元で去勢の話するのやめてくれよ……」

　しかも密着してくるから背中にちょっと柔らかいのが押しつけられてて、総合すると血行が良くなりすぎそうになる。

「あら、心外です……。私が考えていたのは、可哀かわい想そうな馬たちのことでございます」

「動物好きなのか」

「繁殖を始めるとすっごく迫力がございますのは、ご存知です？」

「やっぱりその話じゃん！　なにが心外なんだよ！」

「去勢の話ではなく、繁殖の話ですし。御主人様も、お好きでしょう？　繁殖」

「あのな、周りを見なさい。この山を超えて海になりつつある資料の束を見てたら、そんな話してる場合じゃないってわかるだろ!?」

　部屋の中にうず高く積まれた箱。箱。箱。逆さに振ったら紙束風ふ呂ろが何杯もできあがるほどの量だ。そのすべてが、僕たちが片付けなければならない資料である。

「存じてございます、御主人様。ですので、異国風のお顔立ちの御主人様を弄いじって疲れを慰い撫ぶしておりました。張り詰め続けていたら、こんなにたくさん片付けられはしません」

　雇い主からかって息抜きしないでほしい。

「それはさぞすっきりしただろうね。ほら続きやって続き」

「ふふふ、かしこまりました」

　冷たい指でこちらの耳をくすぐってから、ようやく机に戻るテレンティア。自由すぎる。

　そんな感じで、朝から晩まで資料には不足しないというかむしろ過剰なほど分析と計算をしていた。

　どんどん増えるので、ろうそくに明かりを灯ともして夜遅くまでかかりきりになることもしばしばである。

　一緒にやってる相手がフリーダムで貴族のお偉方とかでないのがせめてもの救いか。だらしない格好でもわりと平気。

「宰相閣下、新しい資料です」

「へいへい、あー、そっちのほうに置いておいて。あと持っていってほしい資料が……テレンティア、頼む」

「承知いたしました。みなさん、こちらのほうへどうぞ」

　箱を持った男女がぞろぞろと入ってくる。部屋の隅に積んでいくのだが、細かい指示をテレンティアに頼んでおく。僕は計算を続ける。

　そんなときだ。

「王女殿下！」「殿下！」

　驚いたような声が上がり、使用人たちが一斉に手を止めて礼をしたまま動きを止めた。

　顔を上げてみると、ソアラがひょっこり訪れていた。

「いいのです。みなさん、お仕事を続けてください」

　彼らにそう指示してから、王女は僕に歩み寄ってきた。

「こんばんは、ナオキさん」

「こんばんはー……」

　僕を見て、ソアラが心配そうな顔をする。

「ぐったりしてますね」

　ペンは置いたものの、机にうなだれかかる寸前で顔だけ上げている状態だ。王女を迎えるのにふさわしくない態度なのはわかっているが、もうへろへろで立ち上がりたくない。

「まあね……なかなか大変だ。でもソアラもやつれてるだろ」

　ちょっと瞳に力が無い感じだ。やはり相変わらず激務らしい。

「ナオキさんほどではないですけれど……。ああ、身繕いもくしゃくしゃではないですか」

「面目ない。余裕が無くてねー……」

　ソアラの手が僕の頭についた寝癖を、撫なでて梳とかそうとする。使いすぎて痛む頭を温かい手で揉もみ解ほぐされているようで、少し気持ちがいい。

「もうすぐ壮行会が開催されます。その日は早めに切り上げて、身支度をお願いしますね」

「えっ、僕も行くのか……？」

「当たり前です。ナオキさんはファヴェールの重鎮ですよ？」

　そういえばそうだった。傭よう兵へい隊たい長ちようのおっさんとかも「うまい飯が食える」って喜んでたし、関係者はけっこう広く呼ばれてる。

「身支度ねえ……いつもの格好じゃだめか？」

「ええっと……きちんとボタンを閉じてタイもして、上着とベストもきっちり仕上げて少し贅ぜい沢たくな小物を加えてくだされば。でも、いまのままではダメです。人前に出る姿ではないです」

「それはごもっとも、かな」

　髪はボサボサ、首元のボタンを広く開けて、シャツの袖口はインクと砂でボロボロに汚よごれている。うん、ダメだな。

「わかった。壮行会はきちんとするよ」

「そうしてください」

　微ほほ笑えんでうなずいたソアラが、ふと、視線を部屋の中でさまよわせる。

「どうかしたか？」

「いえ、なんでもありません。ナオキさんが雇ったかたは、お姿が見えないようですけれど……？」

　たしかにいまはテレンティアの姿は席にない。

　人足たちと一緒に、できるだけ王女から遠ざかるルートで資料の搬入中である。仕事の真っ最中に呼びつけるのは憚はばかられる。

「ああ、壮行会に招待する話？」

「えっ、うーん……招待はいちおう、しないとならないかもですね。あの、ナオキさんが嫌なら呼ばなくてもいいんですよ？」

「いやべつに呼ぼうよ」

「呼ぶんですか？　大丈夫ですか？」

「傭よう兵へい隊たい長ちようも来るって言ってたし、いいんじゃないか？」

　うまい飯が出るならテレンティアにも息抜きになるし。

「ああ、なるほど。傭よう兵へい隊に慕われているところを見せて威圧するのですね！　もういたずらされないように！」

「いや威圧はしないって」

　なんだそのかんちがい。あとテレンティアのセクハラはそれで止まらないと思う。最初に傭よう兵へい隊見せてるし。

「わかりました。そうですね。呼んでおいてください」

「あー、うん。わかった」

　訂正するのもめんどくさいので、そのままうなずいておく。

「……わたしももう眠りますから、ナオキさんも、早めに休んでくださいね」

　疲れている僕の頭をもう一度撫なでてから、王女は立ち去っていった。

　気を使わせたかなー……。

　首をゴキリと鳴らしつつ体を起こすと、資料を運び終えた人足が部屋から出ていって、テレンティアが寄ってきた。

「ふふ、王女様とずいぶん親密なご様子でございましたね、御主人様」

　意味ありげに見つめてくる金髪の使用人に、手をひらひら振る。

「王女様が宴会にお呼ばれする許可をくれたのに、そういうこと言うと取り消しにするぞ」

　言われたテレンティアが、驚いた顔でぱちりとまばたきをした。

「……私を、でございますか？　しかし、この格好では……その、出席しかねるかと」

「それもそうか」

　つぎはぎこそ無いが平服だ。まあ使用人はみんなこんなものである。長期勤務した優秀な家政や王宮勤めなんかだと、貴族のお下がりで上等な生地の服を着ているが。

　士族や貴族が集まる壮行会でその服だと、だいぶ浮く。許可されても行きたくないだろう。

「じゃあ支度金をあげるから、良いい服を仕立ててくるといい。あ、祝勝会とか夜会じゃないらしいから、あまり派手なのは無しな」

「よろしいのですか？」

「んー、わざわざ身支度しろって言いに来たくらいだし、服代くらいソアラも怒らないだろ」

　むしろテレンティアを一度目にしてから言ったんだから、そういう意味だったのかもしれないまである。きっとそうだろう。うん、王家の家臣は以心伝心。

「さて、もうちょっとだけやったら、壮行会に備えようか」

　ペンを手に取ってそう宣言する。仕事もいよいよ必要なものが見えてきた感じなので、手応えが出てきた。もう少しだ。

「かしこまりましてございます。御主人様」




　　　　◯




　壮行会に行き着くまで、気疲れすることばかりでした。

「ファヴェール軍の勇猛さはかねがね耳にしております。〈選抜王〉の後を継ぐソアラ・ロートリンデ王女殿下といえば、オルデンボーの侵攻を堪え切ったというお話でありました。次は共和国打倒ですかな？　実に頼もしい。それが、いやはやこんなにも麗うるわしく可か憐れんなお方であらせられるとは夢にも──」

　長いのです。

　なにかにつけて美辞麗句で飾ってくださるかたばかりで、本題に入るまでたっぷりとお誉ほめの言葉とものすごく迂う遠えんな婚礼の打診と利権の保護についての誘導尋問をいただくことになります。

　みなさんまったく同じようなことを言うので、もはや半分ほど聞き流しても相手方の要求をそれとなくお断りするお返事が、無意識でもするりとお答えできるようになってしまいました。

　そのようなかたとのやり取りと、川のように次々と流れてくる請願書とお手紙への対応。

「……燃やしてしまいたいです」

　こっそりと、だれにも聞かれないように本心を漏らしました。ナオキさんと会えないので、最近は溜ため込こんでいく一方なのです。

　帝国側の地元貴族からは簒さん奪だつ者扱いされています。本国の評議会からはあの権利を獲得するべきとか高級品にかかる税をどうにかしてほしいとか要請が来ます。兵隊たちは傭よう兵へい・徴募兵・輜し重ちよう隊のいずれかが一日に一回は必ず問題を起こして報告が上がってきますし、その対応をするため商会主や領主の協力を要請してさらに会わないとならない人物が増えます。

　まったく、思いどおりにいきません。

　世界全部が行き詰まっているような気分です。そのうち大地が回転することもやめるつもりかもしれません。

　そんな胃が締めつけられる毎日でしたが、へこたれている場合ではありませんでした。ナオキさんだって、牛のような御仁のいたずらを耐えながら計算を進めているというのですから。

　我慢。我慢です。我慢でした。

　忙しい合間を縫ってお会いしに行っても、くたくたに疲れたナオキさんに愚痴など言えませんし。

　わたしはどうにかして激務の日々を耐え忍びました。なぜなら、この壮行会を区切りにして絶え間ない謁見業務から解放されるはずだからです。

「もうすぐ終わり……もうすぐ、終わりです……」

　呪文のようにそうつぶやきながら、わたしは激務に耐えました。

　壮行会のために、ただでさえ忙しい合間に公会堂を準備して開催のためにいろいろと確認と署名を求められてもです。

　大人数を入れるため公会堂を借りました。あまり華やいだ雰囲気を出さぬように、壁掛けを濃い紺色にしたりと落ち着いた色合いの内装を用意します。大量のお料理やお酒を輜し重ちよう隊から持ち出しで供出し、人手を手配して──たしかに名目上の主役はわたしですが、どうして開催を言い出したライアス公爵ではなくわたしがここまでしなければいけないのでしょう。

　ともあれ、わたしは苦労の末に壮行会を開催しました。

　これさえ終われば、この地での煩わしい雑事は終わりなのですから。そう自分に言い聞かせながらです。そして迎えた当日では、朝から大わらわでした。




「街の外で馬車が立ち往生してる？　そうしたときに助けるように輜し重ちよう隊を街道沿いに配置しておいたではないですか。えっ、略奪狙いとかんちがいされてあちらの護衛と睨にらみ合あっているって、ああもう。参事会役員でお知り合いがいたらそのかたに協力してもらってください」




「船着き場で荷船が入れなくて困ってる？　入れないのは高級酒を積んだ船……うちの船ですねそれは。間に合わせるには交渉先が多いです。どこかの岸で積み下ろし作業をできるようにします。兵団に連絡を。兵隊に飲まれないように気をつけてください」




「どうして、どうしてこう忙しい日にどうせあとで会う人に予定外の会談が挟まれるのですか。もうっ」

　重い重い服を着ているのに急いで歩かなければならない、というのは想像以上にたいへんなものです。必要が無ければやりたくなりません。けれど、いまは必要がありました。

　予定が詰まっているのに予定外のことがあるなんてっ。

　汗を流しながらあちこちを移動します。息切れしてしまうほど忙しく立ち回ります。

　どうしてこんなに問題が起きるのですか？　わたしが至らない王族であるからですか？　ああ──ライアス公爵なら、もっとすっきりと片付けられるのですか？　できると思います。13歳のころには、社交会では目を回すわたしを尻目に優雅に立ち回られていました。あのときの父上の、わたしに失望したお顔が思い出されます。

　正直、泣きたくなってきます。

　ナオキさんが味方になってくれていなかったら、もうぽっきり心折れていたと思います。

　そういえば……どうしていますか、ナオキさんは？　壮行会のことでかかりっきりで、ずっとお顔を見てませんけれど。

　……壮行会の前に、打ち合わせも必要ですよね。ほんの少しでも、お会いしておくべきかと思います。




　　　　◯




「うーん、めんどい」

　装飾品付きのタイを首元に締めて、鏡を確認する。

　壮行会、ということなので派手な恰かつ好こうはしなくていいらしいことが御の字。まあ集会が開かれる直前まで仕事部屋で資料整理をずっと続けているくらいなので、僕はしょせん脇役ということだ。

「こんなもんでいいのか？」

「さァてねえ。大将はおれたちと同じほうなんだそうじゃないですかい。だったら鎧よろいで来たってだれも文句は言いませんぜ」

「ならいいか」

　傭よう兵へい隊たい長ちようのおっさんも、集会に行くためいつもより上等な上着を着ている。それでもうさんくささが拭えないのはなぜだ。

「じゃあ行くか。そろそろ時間だろ」

「いや大将、あの二号がまだですぜィ」

　おっさんがニヤニヤしながら僕を押しとどめる。

「二号て。一号はなんだ？　というかなんのことだ？」

「あん？　そりゃァ、あの女のことでさあ。大将が雇った使用人の」

「テレンティアのことか。それが？」

「またまた。拾った女中をめかしこませるカネを握らせておいてよゥ。うまいことやるもんだって感心しやしたぜィ。底辺暮らしの女を身請けしたうえ身支度に銀貨を何十枚も使わせるなんてどうかしてるってェ、使用人たちはもう大将の噂うわさで持ちきりでさあ」

「そんなことが噂うわさになってるのか？」

「贅ぜい沢たくを覚えさせて自分から離れられねえようにしようってハラだって、もっぱらに」

「そんなふうな噂うわさになってるのか!?」

　人をなんだと思ってるんだそれ！

「でも今日一緒に行くってんで、着飾らせたじゃねえですかい。大将は王女殿下みたいな雲の上の人のお手つきのくせに、奉公人にも手を出したうえ人を使わせたり贅ぜい沢たくをさせたりしたがる変人だって、ひどい言われようでさあ」

「僕の評価ほんとに最低じゃない!?」

　びっくりするよ！

「それはまあ、この国に到着するなり身分が低い負債証明書でやりとりされる労働奴隷を買ってきた男だ。そういう労働奴隷をこの国じゃ『異臭奴』って呼んで蔑んでるんですぜ。そんなのを貴族みたい着飾らせてたら、笑いものにするつもりだろうって言われまさあ」

「……文化のちがいだなぁ。僕の故郷にはもう奴隷なんていないんだよ。普通に女性は女性だ。身分がどうとか笑いものにとか、そんなの考えなかったよ」

「そうだったんですかい。……まあ、おれは大将が言うことにもう驚かねえですが、あの女中にゃァ、どう受け取られてるかわかりやせんぜ」

「あー、そうか。しまったなぁ……悪く思われてなければいいけど」

　僕が腕組みをしてそうつぶやいた。そのときだ。

「いえいえ、悪く思うだなんてとんでもございません」

　話題に上っている本人の声が、そう答えた。おっさんと僕が同時に振り返った先で、微ほほ笑えむテレンティアがいた。

「むしろ、なにも思惑が無く『着飾っていい』と言ってくださったようで、安心いたしました。なにしろ──ええ、このとおり、本気で身み拵ごしらえしてしまいましたし」

「ええっと……テ、テレンティア……さん？」

「はい、なんでしょう。御主人様？」

　謎の美女がいた。

　テレンティアのような声をしていた。

　だが、おかしい。

　僕の知っているテレンティアという使用人は、こんな涼やかな目じりの淑しとやかな女性といった風ふ情ぜいではなかったはずだが……。

　派手な色合いを押さえてくれとお願いしたせいか、黒を基調にした上品なドレスを着ている。いつもはくすんでいた金髪を輝かんばかりに艶つやめかせていて、汚れを綺き麗れいに拭い去った肌は白い象牙のように滑らか。手足の長いスマートな四肢が細い腰つきと相まって、モデルのように美麗な立ち姿を作っている。

　正直に言おう。別人みたいだ。ドレスひとつでこんなに変わるわけがない。いやうん、髪とか化粧とかも変わってるけど。

「いやその……髪型変えた？」

　間の抜けた僕の言葉に、テレンティアが笑みをこぼして歩み寄ってくる。いい匂いがふわりと漂ってきた。

「ふふふ、はい。いつも放ほったらかしでしたので、整えるのに難儀いたしました。櫛くしひとつ持ち合わせておりませんでしたので」

「そっか……ああえっと、すごい綺き麗れいになったね」

「ありがとうございます、御主人様」

　ヒューゥ、とおっさんが口笛を吹いた。ニヤニヤと笑っている。

「こいつは……たまげたぜィ。大将の目はたしかってことですかい」

「いやおかしいな。こんな美女を拾った覚えはないんだけど」

「御主人様も、今日はきちんとしたお召し物を拵こしらえてありますね。でも、さっきまでお仕事をされていたことと存じます。指が汚よごれてございます」

「おっと」

　指摘されて、僕はインクで汚よごれた手を用意しておいた水で落とす。言われるまで忘れていたけど、いちおう気にかけていたのだ。

「他に汚れが無いか見ておきましょう。背中とか……御主人様は首筋が小さな女の子みたいに白いですねぇ。ふふふ……」

　人の後ろを取ってあちこちさわさわ撫なでてくる。

「あーこいつテレンティアだ、うん」

　と、ちょっと安心したとき。

「……なにをされているのですか？」

　ぞわりと、背筋に冷たいものが奔はしった。突き刺さるような痛みを感じる。側頭部に。こう、鋭く尖とがった槍やりが突き立つ感じ。

　視界をぐりりと横に動かすと──

「……ナオキ、さん？」

　ソアラ王女が、そこにいた。




　忘れていたことがある。初めて会ったとき、ソアラは僕に銃口を向けていた。

　なぜだかいま、それを思い出した。




「どうしてわたしがずっと我慢していたのに……ナオキさんが、そんなことを……？」

　ぶつぶつとなにか言ってる。こわい。

「そ、ソアラ、えっとこれは。ほら、この彼女は前に話しただろ学士を探しに行ったときに雇った人だよ！」

　にこやかに紹介してみる。

　きゅう、とソアラの瞳孔が小さくなった。目ま蓋ぶたは見開いたまま。

「雇ったのは、太った中年の男性とおっしゃいましたよね？」

「えっ？」

　言ったっけ。

「太ってないです。中年でもないです。女の人です。とっても綺き麗れいです。不思議です。お話とちがいます。困ります。今日は銃を持ってません」

「あれっ……？」

「こんな綺き麗れいな女性にいたずらされていたんですね。いつもふたりでいたのですね。わたしが我慢していたのはなんだったんですか。どうしてそんなことが言えたんですか。ナオキさんは噓うそつきなんですか。わたしはなんのためにあんな苦労をしていたのですか。ねえ答えてください。答えてくださいよ」
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　なんか話がこじれてない？　気のせいかな？　以心伝心どこいった？　どうしてこんなに冷や汗が出るのかなあ。どうしてそんなに虚うつろな目をするのかなあソアラさん。

　銃口のように光の無い瞳が、僕を見据える。

「──噓うそついたんですか、ナオキさん？」

　ついてない。ついた覚えがない。

　なにも言えずに、どこかに助けを求めて視線を右へ左へ動かす。

　レオンのおっさんはいつの間にか姿を消していた。あの野郎給料減らしてやる！

「あら、あらあら。御主人様、なにを揉もめていらっしゃるのでしょう？」

　テレンティアがそんなことをのたまった。

　マジか。この状況で前に出るのか。マジか。

「『御主人様』……？」

　ぴくり、とソアラが眉を硬く動かす。

　テレンティアは、不敵な笑みを浮かべて一礼した。

「初めまして。私はテレンティアと申します。御主人様に請こわれて、お仕事と……今日の同伴を務めてございます。その装よそおいを拝見いたしますれば、いと高き御身分のお方であるとお見受けいたします。なれど卑ひ賤せんな我が身においては、その御尊顔を見知りおくこと叶かないません。どうかこの身に御名前を拝聴する慈悲をお示しください」

　いままでに無いほど丁重に告げる淑しとやかなドレス姿の女中に、ソアラが鼻白む。

「わたしは──」

「噓うそでございます。ソアラ王女殿下でしょう？　御主人様の様子ですぐわかりました」

「えっ……!?」

　一転してぬけぬけとした態度を取るテレンティア。呆あつ気けにとられて絶句した王女の目の前で、身を翻ひるがえして僕に抱きついてくる。

「御主人様に、たっぷりお世話になってございます。それで、王女殿下はいったいなんの用事があってご来室されたのでしょうか？　これからすぐ集会がありまして、私どもは時間がありませんの。ね、ご・しゅ・じ・ん・さ・ま？」

　めちゃくちゃ挑発し始めた!?　なんなんだこれ!?

「～～～～っ！　わたしだって暇ではありません!!　忙しい合間を縫って少しでも会いに来たのです！　なのに、なのにこんな──こんなのっ、もういやです!!」

「お、おいソアラ？」

　目じりに涙を浮かべてソアラが僕を睨にらんだ。

「もう時間が無いので説明はいいです！　ナオキさんのばかっ!!　ぴゃああああっ!!」

　最後に意味の分からない威嚇と思われる叫びを上げてから、ソアラが走り去った。

「……え、僕が悪いのか？」

　呆ぼう然ぜんとするしかない。

「愛らしい姫様でございますねぇ……」

　テレンティアがなぜかうっとりしていた。あの様子を喜ぶとかサディストかお前。




　　　　◯




「最悪です……最悪です……最悪です……!!」

　わたしはナオキさんの仕事部屋から一歩でも遠くに離れたくて、壮行会の会場に行きました。

　貸し切った公会堂にはすでにひっきりなしに馬車が到着していて、招待客も次々に入場しています。

　賑にぎやかな会場に着くまで、わたしはお伴ともの者に聞こえないようにくり返しいまの気分を小さくつぶやいていました。

　最悪です。

　馬車から降りて、王女の予定外の到着に従者や兵士が慌てて駆け寄ってきて横に並びました。そんな些さ細さいな混乱はいまのわたしにとってどうでもいいことです。

　どこかの部屋でとにかくひとりきりになることが最優先です。

「早く……早く……」

「おやあ、姫様！　予定より早いお着きですなあ！」

　足早に進んでいたわたしの前に快活な大声で現れたのは、ケズテルド伯爵でした。

　慌てて足を止め、気持ちをどうにか落ち着けながら挨拶します。

「ケズテルド伯爵。ごきげんよう。少し事情があって、前もって会場に入ろうかと」

「なるほど、なるほど。いやあしかし良かった！　オレはもうすぐ傭よう兵へいどもと宰相殿のほうに行かなきゃならねえんで、姫様に会えないのがちと心苦しいところでしたんでな！」

「……え？」

「こっちにはもうほぼ全員集まってますんで、ライアス公爵が挨拶もしてますや。オレは向こうに行かねえと」

　おかしなことを言われています。

　壮行会ということでしたので、現地有力者ばかりではなく連隊長やその副官、それにナオキさんといった遠征軍で働く首脳部の兵隊を招待者名簿に加えるよう頼んでありました。

　もちろん、この集会に招くように頼んでおいたのです。ナオキさんは、まだ屋や敷しきにいました。レオン──あの傭よう兵へい隊たい長ちようもです。

　全員が集まっている？　ちがいます。彼ら以外の全員がすでに集まっているのです。おかしなことに。

「伯爵、わたしはこの時間に招かれていないのです。こっそりと会場を覗のぞける部屋はありませんか？」

「ああ、それなら大広間の横にうちで押さえてる小部屋がある。そっちに行けばいいことです」

「ありがとうございます」

「なんのなんの。じゃあ、オレはこれで失礼しますぜ」

　伯爵と別れて、わたしはその部屋に向かいました。

　控え室らしいその小部屋にひとりで入り、こっそりと大広間の様子を部屋の奥にあった扉から覗のぞき見てみます。

　大広間にはすでにたくさんの人が立ち並んでいて、顔を突き合わせて話し合う男のかたがたがいくつも輪を作っていました。

　賑にぎやかしいその会場は、とても開催前という様子ではありません。たしかに、招待客の大部分がすでに揃そろっているようです。

　そんな会場で、人の声とはちがう澄んだ金属音が鳴りました。キンキンキンキン、という小さな鐘が鳴らされる音です。ざわめいていた会場が静まり、人々はそちらを振り向きました。

「ライアス・ヴァステラス公爵より、諸公にしばしのご清聴を願い奉たてまつります！　どうか、少しばかりお時間をいただきたい！」

　明朗なその声を張り上げたのは、ご自分で名乗り上げたとおりファヴェール王国の公爵家が当主ライアス・ヴァステラス公爵です。つまり、わたしの従兄殿です。

　いったいなにを……？

「さて、本日ここにお集まりくださいましたのは、いずれもこの地においてかけがえのないお歴々ばかりです。我らファヴェールにとっては、長年の強敵であったかたも多い。しかし、だからこそあなたがたの強さを我々ファヴェールは知っている。これは皮肉ではなく、事実です。疑いようもない」

　おう、とだれかが誇らしげに応じて笑いが広がります。

「さて、そんなかたがたにお集まりいただいたのは他でもない。我らファヴェールは重大な転機が訪れようとしているからです。それは、王家の新体制に関わる問題です。ファヴェールが勇名名高き〝選抜王〟を失ったのはみなさんご存知のはず。前王が指名した後継者であるソアラ王女殿下は、その心痛を受け止めてオルデンボーの侵略を叡えい智ちによって阻止せしめ、そして休む間も無く西方のこの帝国へ進撃を果たしております。ファヴェールは、いまやまさに変革を実行せんと奮闘しているのです！　そう、真の強さを求めて!!」

「「おお……！」」

「この地においてファヴェールは、いまや共和国と対抗しうる唯一の軍事力を持つ王国です。帝国政府はいまや都市に引きこもって市民自らの手で防衛するのが手一杯。一方、ファヴェールの兵力と統治によって海洋貿易をすでに行っているルーリックは、もはや自由都市として独立しているに等しい。であるなら、みなさん！　いまこそ──ソアラ王女殿下を皇帝に戴いただいて、ルーリックを独立させるのです!!」

「なんだって……!?」「どういうことだ」「それがなんになる？」

　困惑するお歴々に、あくまでライアス公爵は自信たっぷりの態度を崩しません。

　わたしは困惑する側です。

　そんな発表をするなんてなにひとつ聞いていませんし、聞いていたらなにをしてでも止めていたからです。

　重要なことです。もう一度確認してみます。……はい、やはりどれだけ思い出してもそんな話は聞いていません。ライアス公爵の話ではわたしが皇帝になろうとしているのですが、わたしはそんなこと聞いていません。

　公爵の弁舌は、重大事を耳にして動揺するこちらの胸中を無視して続いていました。

「同君連合を形成し、ファヴェールと密なる関係を作り上げるときがきたのです。そうすれば、我らは大兵力を各地に置く必要は無くなる。収穫を兵隊に食い潰されることがありません。敵対する心配も無くなれば、ファヴェールという外洋への出口が貿易の利益を大きく伸ばすでしょう。大国であるモスコヴィヤ帝国からこの地を独立させるには、帝国政府が弱っているいまより他はありません！」

「独立……？」「そんな無茶な」「また帝国が敵になるってことでは」

　動揺した声が上がるなかで、

「諸公よ！　前皇帝が我らルーリックになにをしたのか、もう忘れたか？　この地で大虐殺を行ったのだ！　その怒りをもう忘れたのか！　家が壊され、男は刺し殺され、女は焼かれ、子どもまでもが引き裂かれた！　あの怒りを、もう忘れたのか!!」

　ひときわ強い声が上がりました。男たちが振り返った先に、テーブルの上に立って叫ぶ老人──参事会の会長・ロジオンがいます。

「帝国に訣けつ別べつを告げることで、父祖の嘆きに報いるのだ！　ファヴェールは我らルーリックを必要としている。であれば諸公よ、我々はその価値を示すことで帝国に復ふく讐しゆうし、ファヴェールに助けを与え、独立という悲願を成じよう就じゆせしめる！　そして新たな帝国を作り上げようぞ！　我らの土地は、我らの物なのだ!!」

「そうだ！」

「我らの土地を、我らの手に！」

「「「そうだ!!」」」

「立ち向かうぞ！」

「「「そうだ!!」」」

「ファヴェール王国のヴァステラス公爵よ、協力をお約束しよう！　我ら一同は、新たな皇帝を歓迎する！」

　ロジオン会長に盛り立てられたルーリックの貴族たちが振り向くと、ライアス公爵は深々と礼をしました。

「ありがとうございます。殿下もお喜びになることでしょう。それでは──今日は大いに楽しんでいってください。しばらくすれば、王女殿下──いいえ、新たな皇帝となるべきお方が到着します。それまでみなさん、ご歓談ください！」

　そして、酒と料理が運び込まれます。

　歓声と拍手が渦巻いて、会場の熱気が最高潮に達し、万雷の祝福を受けながら公爵が控え室に下がってきました。

　ようやくです。

「ふう……よしっ！」

　ようやく、直接問い糾すことができます。

「……なんてことをしているのですか」

「うおぁっ!?　殿下、いつからそこに!?」

　怒りをこめて睨にらみつけました。怒り、です。

　こんなことは、許されません。

「なぜわたしには正確な開催時刻が知らされていないのですか。これでは壮行会どころか決起集会ではありませんか。どうして兵を労ねぎらう会場がべつにされているのですか。いつわたしが皇帝権など求めましたか。──あなたは、いったいいくつ真実を隠しているのですか!!」

　ライアス公爵はわたしに『壮行会』などと噓うそをついて、自分の提案した戦略である分割独立作戦の準備を進めていたのです。わたしになんの相談も無く。

　これではなし崩しに事態が進行してしまいます。ライアス公爵の提案したとおりの事態が、です。わたしはまだ『検討するために』ナオキさんに仕事をお願いしているのに。それを、まったく無視した行いです。

　こうまでされて黙っていられるほど、わたしは穏便にできていませんでした。

「いやでも、帝国政府が兵士を用意できていないいまのうちに作戦を進めないとならないのに、『まずは計算してから』とか悠長な手順では──」

「拳を振り上げればどこかに落とさねばならなくなります！　これでは、相手と話し合うべきなのか叩たたき合うべきなのかを探る前に腕を振りかぶるようなものです！　公爵なら、それはお分かりですよね!?」

　さらに強く問い詰めた瞬間、公爵はわたしの目を強く見返して言いました。

「だけど、これが正しい判断だ」

「ライアス公、その根拠はなんなんですか？」

「これが正義だからだ、王女殿下。人々は正しい行いのもとについてくるんです。父祖の土地を守り、圧政を罰し、誇りある生き様を歴史に刻む。その心意気があるからこそ、兵士たちを養う徴税が善であると主張できる。これは正しい戦いだと言えない限り、俺たちは戦う力を失ってしまう！　だから、正義が必要なんです！」

「わたしにはちがいます！」

「ちがわない！」

「ちがいます！　正義とはなんですか？　正義ならまちがいではないとでもいうのですか？」

「なら数字はまちがわないとでも!?　従妹殿の読む科学誌だって、十年前とはまるきりちがうことが書いてある！　そんなものをどうして信頼できるんですか！」

「それでも、だれかが言う〝正義〟よりずっといいです！　自分で考えられますから！」

「俺だって考えてる！　王女殿下、現実を見つめてください。俺たちは計算をしにきたんじゃない。戦争をしてるんだ。国を豊かにするために行動してる。でも知ってますか？　世界中の人が、自分の居場所のために戦ってるんですよ！

　俺たちはちがう場所のために戦う人を、ひとつにまとめるのが役目なんだ。同じ目的に取り込まないといけない。なのに、王女殿下はそれを無視している！　あの宰相もだ！

　会談を嫌って、人に合わせたくなくて、お世辞が苦手で、謁見はしたくない？　冗談じゃない。それでどうして、人の気持ちを率いていけるんですか！」

　激しい。

　それはとても激しい言葉でした。ライアス公爵が、わたしにこうまで内心をぶつけてきたのはこれが初めてです。

　膝が震えそうになりました。激しい批判は、わたしの中の弱気な自分が苛さいなまれている苦悩をまっすぐに捉えて突き刺さります。ものすごくつらい、痛いところを刺されました。

　もしもここでわたしが謝罪し、従兄の言い分を認めてしまえばきっと、和解することができると思います。

　わたしも公爵の言い分は理解できました。それを認めてしまいさえすれば、きっと一丸となって協力体制になれる状況です。

「──そんなふうに思われていたんですね。ええ、ええ、ライアス公爵の言うとおりです！　わたしは人の気持ちを理解できないだめな王女です！　でも──」

　でも、です。

「それでも、わたしにはわかりません。国を貧しくすることは死者を増やす行いです。正義であるなら、死者の数が増えてもいいというのですか？　そんなことを、わたしに現実だと認めろというのですか!?」

　ライアス公爵は、端正なお顔を苦く歪ゆがめました。

「勝てれば、財政は保てる。勝てずとも、正義のために戦ったと、胸を張れるんだ……！」

「はあ……」

　それを聞いて、わたしはついにため息を吐いてしまいました。人前ではあるまじき行為です。

「……今日は、いろんなことが起きているのです。もう、限界です」

「え？」

　公爵が目を丸くします。わたしは、首を横に振って下がりました。

「もういいです。この集会はやめます。わたしは出ません」

「ちょっ、そんな、王女殿下！」

「もうじゅうぶん盛り上がってるみたいですし、わたし抜きで好きなようにしててください。それでは」

「ちょっ──」

　引き止めようとする公爵の手を、思いっきり扉を閉めて防御しました。

「あなたたち、扉を押さえてください。早く」

「え、は、はあ」

　廊下で扉の両脇に立っていた衛兵に命じます。屈強な衛兵が固めた扉の内側から、ライアス公爵が扉を叩たたく衝撃がドンドン響いてきました。

「あの……殿下？」

「しばらく絶対に開けないこと。それで銀貨20枚です」

「わかりました。殿下の命とあらば」

　わたしはその場をあとにします。

　なにもかもが最悪。そんな気分でした。

　もう泣いてしまいたいくらいです。

　だというのに、最悪はさらに重なります。

「ソアラ・ロートリンデ王女？　いやぁはは、覚えておられますかな、先日お会いした──」

「いまは急いでいます。すみません」

「なっ、待ちなさい！」

「──っ！」

　廊下ですれ違おうとしたどこかの貴族に、腕を摑つかまれました。

「私をだれだと思っている！　たとえ王女であっても、そのような無礼は許されませんぞ！」

　赤ら顔、酒臭い息。

　彼がどこのだれであっても、わたしにはただの酔っ払いにしか見えません。

「は、離しなさい！」

「いいや離さないぞ！　小娘がもう皇帝を気取るつもりか！」

「意味がわかりません！　い、痛っ、やめなさい！」

　男の人に力任せに振り回されてしまいます。銃も持ってませんし、ただでさえ服が重くて身動きが苦しいのに、これでは……！

「私に謝罪するんだ！　さもないと──」

　さらに激げき昂こうして叫ばれます。

　もう、やめて！

「これをどうぞ。頭を狙って」

　涼やかな声が、響きました。

「──こっ」

　わたしの腕を摑つかんでいた男性が、絞められた雌めん鶏どりのような息を吐いて唐突に動きを止めます。そのままどうっと倒れて動かなくなりました。

「あっ……」

　やってしまいました。

　助けを求めるわたしの手に絶妙な呼吸で渡された調度品を、つい導かれるままに振るってしまいました。

　具体的には、燭しよく台だいを頭をめがけて叩たたき下ろしました。

「なかなかいい燭しよく台だいでございますねぇ。特に、重さが」

　わたしに凶器を手渡したのは、黒いドレスに身を包んだ淑しとやかで落ち着いた雰囲気のある、まさにわたしが理想とするような姿の女性でした。

　……だからこそ、ナオキさんの傍そばに立たれたら気が気ではなかったのですけれど。

「テレンティア、さん？」

「泥棒猫、と正直に呼ばわれてもかまいませんわ。王女殿下。惚ほれ惚ぼれする素晴らしいひと振りでございました」

　優雅な微ほほ笑えみを浮かべながら、彼女はそんなことを言いました。

　わたしは人を殴り倒してしまってとても焦あせっているのですけれど、正直なところ──

「たいそう、気持ちよかったことと存じます。話を聞かない馬鹿を殴って黙らせるのは」

「………………はい」

　ちょっと、反論できませんでした。

「お気持ちはとてもよくわかります。それでは、いまのうちに逃げるのがよろしいかと愚考してございます」

「あ、はい。そうですね。ですが……どこに？」

「人は行きたいところに行くのがよろしいかと存じます。なので──王女殿下が、いちばん会いたい人のところに行って……言いたいことを、すべて言うことにいたしませんか」

　その魅力的な言葉に逆らう気持ちは、いまのわたしには湧いてきませんでした。

「行きます」




　　　　◯




「かーッ、イイねェ大将！　ここの土地の酒はすごいぜ。腹が燃えそうだァ」

「おま、おまえな、お前の紹介するやつら、全員その燃えそうな酒飲ませてきやがるのはどういう了見だよ！」

「あァん？　おれの知り合いなんざ、ぜェんぶ傭よう兵へい仲間なんですぜい？　『今日飲める分をぜんぶ飲め！』そいつが明日死んじまう傭よう兵へいの合言葉に決まってるでしょーがよゥ」

「かんっぜんに人選ミスだったよ！　ばか！　ぼくのばか！」

　というわけで僕はいま完全にできあがってます。

　ソアラを追いかけるべきか集会に予定どおり行くべきか右往左往していたら、テレンティアにこう言われてしまったのだ。

『私にお任せくださいませ、御主人様』

　と。もちろん僕も一度は断ったのだが、

『うまく説得する自信がありますか、御主人様？』

　無かった。くやしい。コミュ障は自分に自信が無いという弱点を持つ。

　というわけで、ソアラのことはテレンティアに任せて僕は傭よう兵へいたちの集まる壮行会会場に出席していた。貴族とかの姿は無い。町外れの集会所みたいなところだった。

　ケズテルド伯爵の簡単な挨拶ののちに、すぐに料理と酒が振る舞われて酒場みたいなありさまになっていた。普通の酒場とちがうのは、タダ酒タダ飯であるということだ。おかげで傭よう兵へいたちが我先にと焼けるような酒を喉に流し込んで、単にぎゃあぎゃあ騒ぐ場になってしまっていた。うーんカオス。

　そんな集会で仲間に紹介してやる、とかおっさんに言われてほいほいついていったらめちゃくちゃ強い酒をカパカパ飲まされることに。うー、首が熱い。

「ソアラ大丈夫なのかなぁ。テレンティアはうまくやってると思うか？」

「まァだ言ってるんですかい大将。ンなもん、おれにゃあわっかんねえ話ですぜ。大将がちゃんと話してりゃあなァんも問題無かったんだ！」

「忙しかった！　忙しかったの！　僕も、ソアラも！」

　しかたないだろ！

「忙しかったのに浮うわ気きしてキレられてんだから大将はすげェよ！　ギャハハハ！」

「てめえも酔っ払ってるだろおっさん！」

「大将もだろォ！　ギャハハハ！」

　おっさんは笑い上戸らしい。めんどくせえ！

　めんどくさいので別のやつに話しかけることにした。

「ソアラは大丈夫だと思うか？」

「えっ、えっと宰相だっけあんた。いや知らないッスよだれそれ？」

「なんで知らないんだ素因数分解させるぞお前！」

「宰相が乱心してるぞおおおお！」

「ソアラはなぁ、頭が良くてめっちゃかわいくてすごい。マジで」

「そ、そうッスか」

「でもあんなふうに怒ることないんじゃないか!?」

「知らねえよ！　知ってるやつに言えよ酔っぱらい!!」

　どっか行ってしまった。なんでだ。酔ってないのに。

「うーん、やっぱり追いかけるべきだったのかなあ。どうかなあ」

　悩みつつ杯をまた少し傾ける僕の横に、だれかが座った。

「おひとりで飲んでいるのですか、御主人様。なんだか寂しい人みたいですねぇ」

「うんん？　テレンティア……テレンティアじゃないか。ソアラを追いかけたはずなのにどうしてここに？」

　僕の顔をのぞきこむ涼やかな瞳は、王女を追いかけたはずの女中である。

「それは、お隣に聞いてみてはいかがでございますか？」

「あん？」

　テレンティアの指差したほう、反対側を振り返る。するとそこに、

「ナオキさん……わたしにもそれください」

　愛らしい大きな瞳の中に怒りを煮えたぎらせた王女の姿があった。

　先ほど見せた大仰なドレスを脱ぎ去り、いまは兵士のように長ズ履ボきンとシャツと銃を身に着けていた。

「ソアラ……」

「ええ、はい。当然、私もいただこうと思います。じっくり、話し合いをいたしましょう」

　ボトルとグラスをどんと卓に載せたテレンティアが、そう宣言した。

　ただならぬ雰囲気だ。

　助けを求めようかと傭よう兵へい隊たい長ちようがいた場所を見ると、姿を消している。逃げやがった……!?

「じっくり、お話を、したいですね」

　据わった目で言うソアラの目の前に、しゃっと酒を注いだグラスを滑らせるテレンティア。

「口を滑らせるための場は、整ってございますとも」

　愉たのしげにそううそぶいた女中が、キュッと何気なく一杯目を一気飲みしてみせた。










「ですからあ、わたしにばかり押しつけられまくってたんですよぅ。商会主に会ってえ、領主に会ってえ、参事会役員がもう次々ですたよぅ。おかひくないですかあ？」

　顔を真っ赤に染めたソアラが気炎を吹き上げる。

「ちがうんだよ。僕にはだあれも会いに来なかったから！　本気で！　ロジオンさんぐらいしか来なかったもん！　断ったとか押しつけたとかないから！　ガ・チ・で！」

　僕は本気で応える。

「じゃあやっぱりあの従兄のせいじゃないですかあ！　あぁの、独裁者ぁ！」

「ふふふふふ。独裁者でございますか。ふふふふふ」

　テレンティアめっちゃ笑ってる。

　騒がしい会場の片隅でテーブルをひとつ確保した僕たちは、思う存分手酌でおかわりをくり返していた。

「だって！　従兄がわたしの服に文句言うのおかしくないですか!?　長履きがありえないとか、女王らしい格好をとか、なんなんですか!?　男のかたはガウンもローブも着てるし、父上だって普段着に王冠かぶっただけで応接してたりしたんですよ。なのに、女王わたしだけ〝それらしい〟服じゃないとだめとか、だれが決めてるんですかそんなの!?」

「決めなくていい！　うん、ソアラならなに着ててもかわいい！」

「ナオキさんはなに着ても立派にならないの不思議です」

「ひどくないこの王女!?」

「ふふふふふ。わかりますー。王女殿下ー」

「ひどくないこの女中!?」

「わかってくれて嬉うれしいですー」

「「きゃあああ」」

　僕を挟んで抱き合うふたり。挟まれてると気持ちいい。だけど仲間はずれ。なんだこれ。










「それで、それでえ、ライアス公爵がかってに皇帝権ねらっててですよ。なんなのですよ。ほんとあれもうくーでたーです」

「それはあ、さっきも聞いたよ。なんど聞いてもひどい。マジでひどい」

「はい！　クーデター、私も経験ございますソアラ様！」

　めちゃくちゃ笑顔のテレンティアが手を挙げた。だいぶ酒量が多くなってきた。

「ええー、ほんとにですうー？」

「ほんとでございます。父が病気で亡なくしたら弟が継いだではありませんか。だけどこの国って飢き饉きんに反乱にで大変な時期でして。弟の政治に不満な市民が暴動起こして一家丸ごとクーデターの餌え食じきでございました！　ばくり！」

「重いよう！　ガチじゃん！」

「ふふふふふ。もと貴族のえらい女を虐しいたげるの、お好きですか御主人様？」

「ああー、そういうの好きなんですかナオキさんー？　わたしも女中しますー？」

「ソアラがそうなるころには僕なんて首だけになるよきっと」

「えへへー、首だけのナオキさんなら浮うわ気きしませんね！」

「やめようようそういうの」

「はっ！　てれんてぃあさんもと貴族だからー、わたしの苦労わかってくださったんですねえええ」

「わかりましてございます。だって淑女だから走るなーとか、淑女だから弟を脅おどかすなーとか、淑女だからどっちを殺すべきか教えてーとか、そういうの多すぎでございますよねえ」

「そうそれ！　そういうところです！　おかしいですよう。わたしたちは、わたしたち以外のなあんでもないですからー！」

「最後のおかしくない？」

「ソアラ様かしこいですねえ！　それにかわいいー！」

「えへへー！」

「ふふふー！」

「だからなんで僕を挟むんだ!?」

「私はもうただの使用人になったので、好き放題できるのでございますけれど。気分次第で御主人様を愛めでたり、会いたいと言われても断ったり。あんな大失敗したのに、人生って続くんですねえ。へにゃへにゃだった弟みたいで可愛かわいい御主人様もいますしー。ほらこれー」

「これ言うなあああ」

「大失敗したんですかあ」

「しましたよー？　お家うちが無くなりましたものー。ですから、ソアラ様が完璧すぎてちょっと嫉妬してしまいますのよー？」

「わたしかんぺきじゃないです」

「お父上を亡なくした戦争で指揮して？　領地をひとつも渡さず守りきって？　新たな戦地にさくっと駆けつけて？　市民に暴動起こされなくて？　どれも私がやってみたかったことばかり。ひとつもできなかった私が惨みじめでございますよぅ」

「じゃあかんぺきです！　でもこれのおかげなんですう」

「これ言うなあああ。振り回すなあああ」

　言うたび人の頭引ひっ摑つかんで引き寄せるふたり。酔った脳天を揺さぶられてすごいキく。

「こう、こう見えても僕はだなあ。自分がへんなこと言ったせいでソアラが忙しくなっちゃって、なんかほんと前の戦争のときにもおんなじことしたし、責任感じてたんだよ！」

　オルデンボーのときは侯爵にへたなこと言ったら裏切られたし、今回はライアス公爵にソアラを自由にさせろと忠告して結局忙しさ倍増させたし。

「えええええ？　そうだったのですか？」

「そうだったのです。余計なことばっかり言ってさあー。やっちゃったなあってもうずっと思ってたよマジで。だから必死に仕事して挽ばん回かいしようとしてたんだよ。わかる!?」

　グラスをひときわ大きく傾けて喉に酒を流しこむ。

「んんんんん！　あのときは言ってくれて嬉うれしかったですよぅ。わたしこそ、よく話しもせずにばかって言っちゃってえ……ふええええええ！」

「抱きついて泣き出した！　テレンティア、ヘルプ！　ヘールプ！」

「ソアラ様かわいいー。よしよしー、よしよしー！」

「ぴゃあああああ!!」

「なんだこれー！」










「王女って難しくないです？」

「それ。ほんとそれ。私もすっごい思いましたわ昔」

「王家ならいつも正しい判断でとか、正しい行いをしろとか言われますけどお。〝正しい〟ってそのときにわかるんです？」

「あとから『あのときもっとうまくやれた』とか言われたりしますねぇ」

「どうして根回しして準備しなかったんだー、とかもです」

「なんでもっと練習しておかなかったんだ、とかもございました」

「演説の原稿は覚えておけよ、とかあったな」

「「王女じゃないのに」」

「いいじゃん僕だって急に宰相やってていろいろあるんだよ！」

「えへへー、冗談ですよぅ。よくやってくれてますぅ。お礼に服とか作ってあげたいです」

「ではさっそく御主人様の体を測って、ぜんぶ数字に置き換えてしまいましょうねぇ。ああでも大きさが変わるところは、どんなふうに測りましょうか……？」

「そそそれはぁ……だめですよぅ！　やあんっ！」

「めちゃくちゃ嬉うれしそうに笑ってるぞこの子。むっつりか」

「ソアラ様の大きさもぉ、私は知りたいところでございますねぇ」

「ほら！　ほらな！　僕が言ったのうそじゃないだろ？　セクハラされるだろ？」










「……わたしたち仕事するべきじゃないですか!?」

「おおう!?　急になにを？」

「もう、もうわだかまりもないです！　ナオキさんもテレンティアさんも好きです！　ふたりとも大好きですー。えへへー」

「ふふふー」

「はははー……じゃなくて、なんで仕事だよ」

「だあって、ライアス公爵があんなに先に好き勝手してて、わたしたちだけ遅らされてるの、卑ひ怯きようです！　計算しちゃいましょう！　──悪い方向で！」

「わるいほうこう？」

「はいっ！　本来ならわたしたちはなにがいちばん良いいのかを計算しますけど──今度は、どれだけダメかを計算して、消去法にしちゃいます！」

「あー、僕らの案を良くするんじゃなくて、向こうの案をダメにするのか」

「あちらがわたしを批判するなら、わたしもやり返してやりますよぅ！　これは王家の内紛です！　戦争です！」

「内紛なら帝国貴族は引けを取りません！　ソアラ様手伝いますー！」

「よし、それなら……やってやろう！」










　記憶がほぼ途切れている。










　目が覚めたら、めちゃくちゃ頭が痛かった。

「[image: あ゛]～？」

　喉が枯れてる。目が乾いてる。

　体を起こすと、ばさばさ紙が落ちた。なんで紙なんか載ってる……というかここはどこだ。

　鈍重な意識をどうにか動かしていくと、やたら肌寒さを覚えた。

　……なんで僕は服着てないんだ。

　幸い、ベルトは外れていたけど下は履いていたので締め直した。これでひと安心。上半身は裸だけど。

「ううん……？」

　周囲を見渡すと仕事部屋だった。

「あー……あー、ああ」

　思い出す。たしか、昨日の夜はしこたま飲んでるうちに、三人でこの部屋に来てぎゃーぎゃー騒ぎながら計算式を作って盛り上がって……細かいことはあまり覚えてない。

「酔ったくせに数学して盛り上がるとかどんなんだよ……」

　人間は酔うとなにをするかわからない。

　机の上で目を覚ますのはさすがに初めてだ。紙に埋もれて寝てたのは、布ふ団とんがわりかなにかだろうか。というかなぜ脱いでるんだ僕は。

「上は……あったあった」

　酒瓶、グラス、皿、本、資料、箱、炭や木板。あちこちにあらゆる物が散乱する部屋の中で、自分の上着をようやく見つける。

　机から降りて、ソファに掛けられた上着を摑つかむ。が、上に本が置いてあったりして抵抗を感じる。力を入れて強引に持ち上げた。

　どさどさどさ、と重しになっていた本や資料がひっくり返って落ちる。

「……!?」

　半裸の王女を発見した。

　上着の下には、ソファに寝そべるソアラがいた。朝の日差しに明るみが入り始めた室内で、ボタンをすべて外したシャツしか身に着けていないその寝姿は無防備のひと言だ。豊かな双丘の谷間から小さなおへそまで、すべての曲線をさらけ出す寸前まではだけている。

　しかも、ソアラだけではない。

　テレンティアまでそこに寝そべり、窮屈なはずの就寝スペースの中でソアラともつれ合って幸せそうに微ほほ笑えんでいた。柔らかな女体が押しつぶされて描く陰影が艶なまめかしい。テレンティアは全裸だった。

　ただ、異様なものもあった。──テレンティアの背中には生傷の痕がびっしりと刻まれていたのだ。思わず、息を吞のむ。

　酔っていたときのあやふやな記憶の中から、少し思い出されるものがあった。もと貴族。クーデター。そして、女中の身分に堕とされたということ。

　よほどのことが、あったのだ。テレンティアが話したことは、本当にあったことで──ソアラに憧れたというのは、どこまで本気でいるのか。少なくとも、この傷痕と同じ程度に本当の気持ちであったのかもしれない。

　閉ざされていたテレンティアの目が薄く開いて、瞳がこっちを向いた。起きてる。

　女体を見ていたことを咎とがめられるだろうか、それとも、傷のことを言われるのか。

　固唾を飲んだ僕に、女中はふっと微ほほ笑えみを浮かべた。そして、さわさわとソアラの胸を撫なでて笑みを深くしている。

「ぁっ……」

　悩ましい声が王女から漏れた。

　おいこら。
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「なにしてるんだよ……」

　テレンティアが僕を向いて唇に指を当てる。

「……お静かに」

「お、おう……」

　小声でそう告げられて、思わずそっと上着で覆い直してしまった。

　数歩後ろに下がって、首をかしげる。

　……これで合ってるのか？

　疑問符を浮かべてひとまず数分待った僕が『服を持ってくる』という選択肢を思いついたのは、起きたソアラが立ち上がって白い肌を再び僕の目に晒さらしたあとだった。

　うん、ごめん。













　　　◯第三章　過去問から読み解く暴力の傾向と対策







「壮行会に顔も出さないとは、いったいどういう了見なんですか王女殿下！」

　端正な顔を苦々しげに歪ゆがめてそう言ったのは、ライアス公爵だ。

　逆に、青白くもすっきりした顔で王女は答える。

「それはライアス公爵ならよくおわかりですよね？　いままでも、わたしの意志を介さずにあれこれと手を回していらしたのです。でしたら、壮行会もわたしが不参加のまま行われたところで支障ないことだと思いました」

　澄ました顔でそんな受け答えをしている。強気だ。

　その横の机にいるテレンティアが、仕事をしているふりをしながら注意力が全部隣にいっているのは察せられた。さっきから紙を捲めくらないので。

「そっ、それは……それは謝罪します。俺が軽率でした」

「ええ、本当にそうだと思います」

　謝罪を口にしたライアス公に、ただうなずくソアラ。自分も悪いことをした──などと言うつもりは無い。

「ぐっ……ええ、それでは壮行会については痛み分けということでもうナシにしますよ。だから、昨日の集会で謁見できなかった者たちに埋め合わせの会談の場を設けます。すぐに着替えてください」

「いやです」

「……なんだって？」

「もうご遠慮します。ライアス公爵、わたしはじゅうぶん働きました。どうしても不満が抑えられないのなら、あなたの計画に無理があったということです。そちらで謝罪するなり関係を断つなり、しかるべき対処をしてください」

「なっ──王族としての責務を放棄するつもりですか、王女殿下!!」

　勢い込んで叫んだライアス公爵だが、ソアラの反応は冷たいものだった。

「それを責務と言うならそのとおりです。けれど、わたしは無謀な作戦に乗ることを責務とは考えません」

「無謀な作戦？　そんな証拠がどこにあるんですか」

「証拠はありませんが、証明はできましたよ。──ナオキさん」

　笑顔で手を振られ、僕はしぶしぶ立ち上がる。頭がまだちょっと痛いので動きたくないのだが、しかたない。

「了解しましたソアラ王女殿下。じゃあライアス公爵、用兵の最前線に立つケズテルド伯爵も交えてちょっと戦いについて話し合いましょう。もちろん、数字で」










「共和国を打倒する。これはまず不可能であるという結論が出た。それが、ソアラ王女が方針を決定した大きな理由です」

　ライアス公爵とケズテルド伯爵を前にして、僕は壁にいろいろと貼り付けて見た目にわかりやすい方法で説明を始める。

「さて、いちばん問題となるのは共和国騎兵〈ハサリア〉だ。騎兵の怖さは、その機動力。だけどハサリアの怖さは射程距離にもある。あらゆる方法で敵より射程を上回った戦いをしていることが、資料を集めてわかった」

「やつらの槍やりだな」

　伯爵が忌いま々いましそうにつぶやく。

「じゃあまずそこから。騎兵といえば普通は短銃を持って近づき、敵に撃ち込んで遠ざかる。そういう戦いかたをしている。武器を並べて敵集団に突っ込むという昔どおりの槍そう騎き兵へいは少ない。なぜなら、傭よう兵へいたちがみんな密集陣形で長槍やりを並べてじりじり進む槍方陣テルシオを作るからだ。槍やりが並んでるところに突っ込んでも、自分から針山に飛び込むだけになる。それが普通だ」

「ハサリアは普通じゃあない」

「わかってます。彼らは特殊な槍やりを持っていて、その長さは５・５メートル以上ある。歩兵が持つ４～５メートルの長槍やりを上回る代物を、手綱を取りながら片手で扱えるほど訓練している。素人しろうとが混ざってることもよくある傭よう兵へいとは、比べ物にならない。これによる突撃が可能、ということがまず優位性のひとつ」

「ひとつ？　他にもあるのか？」

「武装の種類を充実させてる。長剣・サーベル・斧おの・ピストル・メイス・小弓、それだけの武器を全部扱えるから、密集して槍方陣テルシオを作る歩兵に銃や弓を好き放題撃ち込んだあと、動揺して方陣が崩れ始めたらそこに向けて突っ込むという戦法が取れる。そして敵が死ぬ。訓練のおかげでそれを全員がわかってる。槍方陣テルシオにまず勝ち目は無い」

　槍やり方陣の弱点は遅さだ。人が密集して槍やりを並べることで槍やり衾ぶすまを作るのだが、数百人が肩をくっつけ合いながら集まることになる。その団子状態になった槍方陣テルシオとハサリア騎兵は速度が雲うん泥でいの差さである。近づいて銃や弓を撃ち、遠ざかる。それだけで方陣の一角がばたばた崩れるのはかんたんに予想できる。

「たとえ１万人の歩兵でも、槍方陣テルシオで１千のハサリアを倒すのが難しいかもしれない。なにしろ、ハサリアは攻撃し放題で突撃のタイミングも選べるのに、槍方陣テルシオはひたすら待つしかない。

　では、次の想定になる。歩兵で無理なら、騎兵で戦うのはどうですか？」

　そう提案してみる。だが、予想どおりそれを聞いた指揮官ふたりは苦い顔をした。理由は、資料の中にもちろん見つけていた。

「騎兵対騎兵も、負けてしまう。前回の戦いで、ファヴェール軍が負けたのはまず両翼の騎兵だ。ハサリアに近づいて短銃を撃ち、反転しようとして隊列が横向きになったところに、サーベルを抜いたハサリア騎兵に突撃されてメッタ斬りにされた。共和国はハサリア専用に品種改良した騎兵向きの馬を育ててる。馬も装備も、寄せ集めの騎兵とは練度がちがいすぎる」

　簡単に追いつかれて切り刻まれる。そもそも数がちがう。騎兵隊騎兵の戦いは挑むだけ無謀だろう。

　となれば、残る選択肢はひとつになる。

「だったら、銃だ。射程距離が長いし、馬でも人でも当たれば倒れる。何度かそういう光景を見たし、銃をかき集めて銃兵の隊列を作る。それで止められる」

　伯爵が勢いこんで言う。

　が、僕は首を横に振らざるをえなかった。

「シミュレーションしてみたけど、それも難しいんですよ」

「しみゅ……？　どういう意味だ？」

「えーっと、突撃してきた騎兵の列が足を止める条件を考えたんです。それは『前の馬が止まる』こと。銃でも槍やりでも、騎兵が止まるのは自分の前の馬が止まって自分も止まらざるをえない状況が連鎖したとき。──つまり、渋滞と同じ現象が発生したときです。これは交通情報をモデル化した〝セルオートマトン〟みたいな単純なモデルに落としこめる」

「渋滞？　橋を渡るときに詰まってしまうような状態と、騎兵突撃が同じだと？」

「そうそう」

「なら、セルオートマトンというのは？」

「コピーマシン──って言っても伝わらないな。０と１で現象を表現する方法というか……まあ、見てもらうほうが早いかもしれない。

　いいですか？　『０』がなにも無い空間。『１』が兵隊だとする。兵隊は右に進みたい」
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「兵隊が５人。ぴったりくっついて並んでいます。ルールを設定する。いちばん右の兵隊は１秒後にドアから出ていく。前が『０』なら右に進めるとする。この５人が全員出て行くまでに何秒かかるか」




【図Ａ参照】




「そして、答えは９秒。こういうシミュレーションができるのが、セルオートマトン」

「……ふうむ」

「よくわかんねえ」

　男ふたりの反応は微妙だったが、先に進める。

「渋滞するというのは、このルールが適用できる。前が『１』だと進めないということだ。隙間無しで歩いてるときに前の人が止まったら、自分も止まるからね。３つのかたまりがあれば、それがそのまま後ろに動きながら残る。進めないやつらがいる。ここが渋滞のかたまり」




【図Ｂ参照】
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「こうしてモデルを作ることで、渋滞を作り出す条件を探ることができる。実際に騎兵がどう走ってるのかを調べて、セルオートマトンで動きを再現してみればいい。渋滞で重要なのは密度だ。狭い場所にたくさんの人が詰めこまれれば動けなくなる。面積と人数の比率です。

　で、知りたかったのが馬と馬の間の距離と、走る速度。騎兵隊は敵から遠いと広めに３メートルくらい隣同士で離れているみたいだが、突撃するときに徐々に隊列を狭めるらしい。遠くはべつにいい。知りたいのは銃兵の射程内の状態だ。

　テレンティアが報告書の中から拾ってくれた。突撃の最後は隣の馬とは『馬１頭ぶんの間隔』らしい。鞍くらをつけた馬の横幅ってことで、１・５メートルと思っておく。そして射程内の速度だけど……困ったことに、火縄式マスケットの射程距離だとほぼトップスピードだ」

「速度が速いと、困るのですか？」

「もちろん困る。『ゴールさせずに渋滞させること』がこちらの目的だ。銃兵は次弾装塡に２～３分かかるけど、射程距離に入ってから騎兵はたった６秒で到達ゴールする計算になる。──１発しか撃てない」

「ぬう……だが、１発目で騎兵隊を止められる兵数を揃そろえれば勝てるんだよな？」

　伯爵が眉を寄せながらも食い下がる。

「僕もそれができるかを考えた。ところが、ハサリアたちは訓練が行き届いてるから、完璧に崩れたと判断しないかぎりは前後の距離はきちんと空けてるんだ。前の馬がこけても避けられるように。ひとかたまりに来るんじゃなく、１列目、２列目、３列目、と波みたいに押し寄せる。互いちがいになるように並んで。つまりこうだ」
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「これに渋滞を起こすには、少なくとも１列目と２列目の過半数は撃ち倒さないとならない」

「……できるのか？」

「さてここからだ。騎兵の密度は測った。なら、銃兵の密度は？　火打銃兵はお互いに離れてないといけない。安全のためには１メートル。危険を飲みこんでも50センチくらいが限界だ」

　戦場では発砲した火の粉や火縄の燃えカスが舞い散る。銃兵同士が距離を詰めると、ポケットに詰めた火薬に引火するのだ。ひどい話だと、自爆だけで数十人の兵が連鎖的に引火して焼け死んだという。傭よう兵へい隊の銃兵からそんな話を聞いていた。

　槍やりは手に持たせて肩をくっつけ合うほど密集し、前に向けるだけで兵士扱いだ。しかし、銃兵はそうではない。なにせ火薬という危険物を扱う。いろいろとノウハウや口伝があるようで、僕は国民徴募兵を銃兵にするためにマニュアルを作成中。それが役に立った。

「そこでふと気づいた。銃兵の密度は槍そう兵へいほど高くできない。ということは、局所的な数の優位はそんなに大きくできないのかもしれない。試しに１マスを50センチに設定して、横幅を合わせて騎兵と銃兵を並べてみた」




【図Ｃ参照】




「突撃の最中には馬体の幅が１メートルで隣とは１・５メートル間隔になるから、騎兵は１人につき５マスを必要とする。銃兵は自分が１マスで間隔も１マス。だが、５マスあっても最大で３人しか並べられない。ハサリアを見習って互いちがいに並べた２列にしても、５人が限界だった。つまりどんなに銃兵を集めても、突撃正面には５：１までしか数的優位は増やせないことになる」
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　相手の10倍兵隊を集めれば10倍になるわけではない。これが兵数と勝敗の結果がまるきり伴わない事態の奥に隠れていた真相だ。畑と収穫量の関係と同じで、兵数を増やしてもある時点から戦力的には増えないという問題が発生していたのだ。

「これにより、最大で５対１というのが兵数的に妥協点になることはわかった。あとはこれで勝てるかどうかだけ。勝てれば問題無いんだ」

「……５対１なら、さすがに勝てるだろ？」

「ここからマスケット銃についての資料が役に立つ。これは僕も前の戦争のときからずっと集めてた。このマスケット銃という武器、命中率が50％以下だ。半分は当たらない。そして不発率が50％以上だ。引き金を引いても発射されない時がざらにある。つまり数の上では５でも、実際には半分の半分以下でしかない。これを計算すると１・25となる。１よりは大きい」

「勝てる！　よし！」

　拳を握る伯爵に、僕は手振りで『待った』をかけた。

「１列目には勝てるかも。だけど、２列目は？」

「……ぬう」

　とたんに表情が曇る。

「装塡に２分以上かかる。不発した銃は故障か不燃かわからない。槊さく杖じようを折ったりする兵もいる。それに、死ぬ兵隊もいる。都合のいい確率に設定して、５倍の銃兵を用意しても３列目までお迎えできるか──状況再現シミユレーシヨンはさんざんでした」

「なにをしたんだ？」

「それぞれの確率に応じてダイスの目と数字を設定し、出た数字で命中判定や故障判定をするだけです。それでこのモデルを動かしてみた。勝てるかどうか戦わせた。結果は〝ひどい〟のひとことだ」

「そんなにひどいか？」

「50回やって50回全敗しました」

「ぬうう」

「それに現在の兵数も考えないと。全兵力でも１万８０００。槍そう兵へいと銃兵の比率は４：１くらい。なら銃兵だけで言えば３６００ってところです。でも、ハサリアの数は６０００騎でしたよね。いまから銃をかき集めても──とても無理です。絶対無理です。死にます。『共和国とは野戦するな』としか言いようがありません」

　最強騎兵〈ハサリア〉というのは、冗談でもなんでもなく最強だった。手持ちのカードを〝籠ろう城じよう戦〟一択にされてしまう。

「……ちくしょうっ!!」

　悔しげに叫んで、ケズテルド伯が太い腕を組んで苦々しげに窓の外を睨にらみつける体勢になる。

　反論は無い。認めたのだ。負けるという事実を。

「こういう計算のうえで、僕が主張してる。『共和国には勝てない』とね。だから王女殿下は、早期終戦を目指して交渉を進めることにしたんだ。

　それでは──ライアス公爵。他に妙案があるなら聞いてもらえると思います。もしもあれば、いまどうぞ」

「…………」

　ライアス公爵はじっと壁に貼られたセルオートマトンを見ている。

　無言だ。しばらく、部屋の中で数字を書くペン先の音と紙を捲めくる音だけが響いた。

「……公爵？」

「こんな……こんなのは、士官学校では習わなかった。模擬戦や演習でもなく、ただ数字だけで50回も同じ戦いを再現してみるだなんて発想は」

「僕の故郷でもわりと新しい考えかただ。オペレーションズリサーチといって、数学的・統計的なモデルやアルゴリズムを利用して、計画を効率的にするために使われます」

　１９４０年代。第二次世界大戦で生まれた技法である。教わっているはずもない。というか、現代人でも知ってるほうが少ないと思う。

　ライアス公爵にそう告げると、彼は首を横に振った。

「なにを言ってるのかさっぱりわからない。これは……これは、小さい頃と同じだ。王女殿下の言葉が理解できなかったときと、同じだ」

「はあ」

「……ますます貴方あなたが宰相を務めるのは不安になってきたよ、センプシャー宰相」

「芹せり沢ざわです」

「だけど、手持ちの兵力では──いや、たとえ３倍兵力がいたとしてもどうしようもないのか。それでは、打つ手が無いのは認めざるをえないのはわかりました。ここは引き下がらざるをえないようです」

「わかっていただけたみたいで嬉うれしいです」

　いやほんとに。

　これだけ説明しても『自分がわからないことを言われてる＝馬鹿にされてる』という謎の論理で感情的に反対する人がいるのだから。本国評議会の中にもちらほら。あいつら罷免したい。

「教示いただいてありがとう、宰相殿」

「どうも」

　小さくうなずいて、僕は机に戻った。深く座り込む。疲れた。

「……だけど、まだ問題はある」

　ライアス公爵は立ち上がり、ソアラの座る机の前に歩み寄った。

　王女はそれに気づいてペンを置くと、顔を上げて端正な顔立ちの従兄を見上げる。

「なにか？」

「俺の提案が無理筋だと判断して、だから宰相殿の方針が採用された。──そういうことなんですね、王女殿下？」

「そのとおりです」

「それでは──もしも宰相殿の方針もまた不可能だった場合は、どうするつもりなのですか？」

「また新しい判断が必要になります。けれど、わたしはそれを不要であると見ています。少なくとも、ライアス公爵が『共和国騎兵の撃破』を前提とする作戦以外を提案されないかぎりはこのまま進めるつもりです」

「……なるほど。よくわかりました」

　ライアス公爵は静かにうなずくと、部屋を退室した。

　その足音が遠くなるのをしばらく待ってから、ソアラはおもむろに立ち上がって僕へと歩み寄ってくる。

　僕が座る机にばんっと両手をついて、前のめりに言った。

「見ましたか？　見ていましたか？　わたし、あんなにも毅き然ぜんとしていましたよっ。従兄殿に向けて！」

「見てた見てた。すごいよソアラ。よくやった」

「おめでとうございます、ソアラ様」

　テレンティアも寄ってきて王女を称たたえると、ソアラは体を揺らして喜びを露あらわにした。

「おふたりのおかげです！　３人で力を合わせて計算しましたから！　ええ、昨晩のこといまいちよく覚えてないのですけれど！」

「私もよく覚えておりません。ただ、下着がどこかへ消えてございました」

「僕はなんか脇腹とかに数字が書いてあった。あと背中がヒリヒリ痛い」

「わたしは、な、ナオキさんに見られましたっ……！」

　恥ずかしいなら言わなきゃいいのに。

「ともかく！　やりました！」

「成長したな、うん」

「えへへー、そうですよね！　なんだか、ようやく長年のトラウマに自分で立ち向かえた気がします！　酔ってても二階微分は合ってましたし！」

　褒めてあげると、瞬またたく間まに調子に乗った。

　最近ずっと元気がなかったので、こういう姿を見るのはちょっと嬉うれしい。

「ライアス公爵のこともです。こうして対等にやりとりできるのなら、いずれは共に力を合わせて難題に立ち向かうような理想的な親戚関係になれるかもしれません」

　嬉うれしげにそんなことを口にする。とても前向きな未来を思い描いているにちがいない。










「さて、あとの問題は早期終戦のためになにをするかだ。いまのまま停戦交渉をしてもいいけど、停戦が決まるまで１万８０００もの兵士を遊ばせておくのはもったいない。それに、どこかを攻めながらの交渉をすれば『いまの条件を吞んだほうがいいかもしれない』という焦あせりを与えられる」

「そうですね。停戦協定の条件はどのくらいを目指すのですか？」

「ライアス公爵が腐るほど資料をくれたから、だいたい状況は把握できた。共和国は本気で帝都を陥落させて全土の支配が目標。帝国政府は守りに入ってる。打開策が無いらしい。共和国兵が強すぎるしね。ファヴェールは……いま方針が決まった。撤退したい」

「うーん……難しいですね。帝国政府と停戦条約を結んでも共和国と停戦条約を締結できなければ、もしも帝都が陥落してしまったら共和国は攻めてくるかもしれません」

「まったくそのとおり。それでもまずは帝国政府だ。前王が約束したとおりリーヴ地方は欲しい。この沿岸部を押さえればファヴェールの貿易圏はかなり拡大する。うーん……惜しい気もするけど帝国政府にはこのルーリックを返還してしまって、リーヴ地方の割譲を条件に停戦条約を提案しよう」

「せっかく陥落させたのに、この大都市を返還してしまうのですか？」

「維持が大変だ。帝国にとって主要な河川が通じているし、共和国とも近い。ここのためならさらに戦争しかけてきてもおかしくない。支配地域が広すぎる。ファヴェールの人口とか兵力からすれば、リーヴ地方を固めて海洋貿易の旨うま味みを吸ってるほうがちょうどいいと思う」

「ルーリックを陥とすことができたのは、多数の勢力が帝国で争った史上まれな混乱に乗じて起きた幸運。地力でルーリックを陥落せしめたわけではないと、そう思っているのですね」

「そういうことだね」

　ソアラがひとつひとつ口に出して確認するのは、お互いの共通認識を確かなものにするためだ。暗黙の了解で進めるのはよろしくない。

「とりあえず、帝国政府とはルーリックを返還して停戦協定を結んでしまえばいい。けれどその前に、僕たちはここから南東にあるイーゴフという都市を攻略するべきだと思う」

「なぜですか？」

「共和国とリーヴ地方の間にあるこの都市を、防波堤にするためだ。共和国は野戦で最強だ。だけど攻城戦はそうでもない。並だ。共和国が南のほうでもたもたしてるのは、ニコンスクという都市を２年がかりで包囲して、まだ陥とせてないせいだ」

「包囲したまま別働隊を組織して、帝都やファヴェール軍を襲ってますね」

「帝国は要所要所を強固な城塞都市にして、騎馬軍団に対抗してる。これは辺境士族の馬賊軍が強力なのを警戒したおかげだ。２代前の皇帝が発令した国防政策を長年実行し続けて、各地に強固な防衛都市を作ってる。帝国はまさに城塞国家なんだ」

「たしかに、ニコンスクもこの防衛都市計画で強化された防壁が共和国の攻撃を防いでいるようです」

「土地の広さと人の数を生かしたうまい防衛機能だ。ファヴェールでもこれを使わせてもらう。南東のイーゴフも城塞都市だ。ここを押さえておけば、少ない兵力で共和国からリーヴ地方を守れる。少なくとも時間稼ぎはできる」
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「よくわかりました。ただ、その作戦を叶かなえるには、イーゴフの頼れる防衛機能をわたしたちファヴェールが突破しないとならないと思います」

「それはまったくそのとおり」

　ソアラの指摘は正しい。占領したあとの利用方法は良いいとして、

「問題は、どう占領するか。まともに包囲戦をしたら、共和国と同じ目に遭うかもしれない。つまり、２年間も粘られる。それはいやだ。……で、ここからが本題なんだけど、ニコンスクで戦う共和国軍の記録がなぜかあった」

　ソアラが目をぱちくりと瞬まばたかせる。

「……なぜですか？」

「わからない。雇われてた傭よう兵へいがこっちに流れてきたとか？」

「ええっと……いきさつはいいとして、その資料になにかあったのですか？」

「あったよ。大ありだ。共和国軍は包囲戦を開始してから４ヶ月おきに降伏を勧める使者を送ってる。その中のひとりは、帝都の大貴族だったそうだ。しかし、どれだけ揺さぶってもニコンスクは降伏しなかった」

「揺さぶりとは、つまり彼らの戦いが無駄だと噓うそを言ったりしたのですね？」

「そうらしい。ニコンスク領主は帝都がクーデターで奪われたことも知っていた。皇帝の家族までを殺したうえ、帝国で一番の美女と言われた姫だけを生かして嬲なぶり物にする首謀者を強く罵倒して、市民を鼓舞したんだとか。そのあとで共和国の〈自由王〉が帝都貴族の不評を買って、クーデターで得た政権がクーデターで失われたということも知っていたらしい」

「ではつまり……包囲されているのに、情報が領主の手に渡っている？」

「そうだ。だから共和国は包囲戦をしながら、ある物を探した。それは──秘密の抜け穴だ」

　言いつつ、ニコンスクの地図を壁に貼り付ける。ソアラが立ち上がって寄ってきた。

「大きい都市ですね……」

「この大きな都市を囲む防壁のどこかに、地下通路があって間者が出入りしてるはず。そうでないと、情報が入らなくて不安を煽あおられた領主は降伏してしまう。そこまで練り込まれた都市防衛計画だったってことだね」

「……秘密の抜け道、ですか」

「10ヶ月以上も包囲戦をしてる共和国からすれば、その抜け道は喉から手が出るほど欲しい防壁の弱点でもあった。で、その後10ヶ月以上も探し回って、いまだ見つけられていない」

「抜け道を利用すれば兵士を中に送りこんだり、防壁の真下を崩したりできます。巧妙に隠されていると思うべきです。かんたんには見つからないと思います」

「さて、ニコンスクの地図はだいぶ正確な縮尺になってると思う。猟犬や人狩りが得意な専門家を雇って間者の形跡を調べた共和国の記録だと……街の周辺の街道では人の形跡を見つけてるけど、森の中のどこに抜け道の出口があるかは突き止められなかったみたいだな」

「突き止めていたら、すぐにでも包囲戦を終えて帝都かルーリックのファヴェール軍を襲っているはずですね」

「ちがいない」

　そんなことを言いつつ、僕は壁に貼った資料に赤いピンを刺していく。間者の形跡が見つかった街道だ。

「……バラバラだな」

「バラバラですね」

　残念なことに、出現地点をぐるっと円で囲めばその中心に出入り口が！　みたいな簡単なものではなさそうだった。

「御主人様、ソアラ様、なにを見ているのですか？」

　と、そこへテレンティアが現れる。

「スパイの通り道。この地図のどこかに秘密の抜け道があると思うんだ」

「なるほど……。あちこちに現れていますね。見つからないように、必ずちがう方向へ向かうよう気をつけているのでございましょうか……」

　ふと、その言葉に違和感を覚える。

「必ずちがう方向へ……角度。角度か」

　共和国軍の10ヶ月以上に及ぶ捜索の成果だ。ピンの数はひとつやふたつではない。しかし、探しているのは地下通路だ。いくつも作れるような代物ではない。ということは、

「うーん……もしも秘密の通路が一本だとしたら、出現場所が変わったとしてもその通路は同じ線上にあるわけで……」

　地図を見て考える。仮説だが、

「『シュタイナー木問題』で考えられそうかな」

「シュタイナー木？」

「複数の点を結ぶ線分の長さが最小になる方法だよ」

　つまり幾何学の問題だ。

「たとえば、ここに４つの点がある。この４つの点ひとつひとつが村だとして、全部の村を道路でつなぎたい。だけど、道路はできるだけ短くしたい。どうすればいいか」

「ええっと……斜め、でございますか？」

「つまりＸ字になるってことだな。正方形でつなぐよりは短い」




【図Ｄ参照】




「でも、実はこれより線が短くなる方法がある」

「はいっ、わかりました！　中央に縦の線を引きます！」

　ザッ、と勢いよく線を引くソアラ。

「正解だ。それがシュタイナー木」




【図Ｅ参照】
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「そして数学的に計算すれば、ここの角度１２０度も導き出せる。フェルマー点とかいろいろあるけど、簡単に言えば、共和国の記録したこの点をすべて結ぶ最短の線分を求める。その線上に抜け道の出口がある。かもしれない」

「かもしれない……ですか」

「うん、まあね。都市防衛計画は同じ年代でひとつの事業として行われてる。設計思想が同じだということだ。他の改築した城塞都市の防壁にも抜け道がある可能性は高い」

「ということは……イーゴフを包囲して、間者を捕まえるか、その痕跡を集めれば簡単に陥落できる、ということですか？」

「そういうこと。ちょっと不確実なのが気がかりだけど。……停戦交渉をする間、ルーリックで兵隊を引き篭もらせるよりずっといい。どのみち、早期終戦のためにやる攻城戦だ。うまくいかなくてもいい。共和国がこっちに向けて動き出したらルーリックに戻ってきて防衛しよう。防波堤が無いだけで、共和国からリーヴ地方を守るのは変わらない」

「失敗しても損失は最小で、成功すればリターンが取れる。そういうことですね」

「ちょっとパッとしないけど、戦争は畳める」

「では、これでいきます。……方針がすぐ決められるのって、楽です。ほんとに」

「まったくだね」

　この土地に来てからの苦労を実感させられる言葉だった。










　行動方針の策定後、ファヴェール軍は首脳部をふたつに分けた。

　ひとつはルーリックから進軍する軍団およそ１万５０００。ライアス公爵とケズテルド伯爵にソアラ王女殿下という、王家の盤石体勢で率いてイーゴフに向けて派兵。攻城戦に向かう。

　もうひとつは、ルーリックに駐留を続ける傭よう兵へい部隊１０００。宰相がひとりで取り残される。

「おゥおゥ、姫様たちが行っちまったぜ。大将が留守番とはねぇ。意外なこって。大将もがっかりだァな」

　傭兵隊長レオンのおっさんがちゃかすように言う。僕と同じく居残り組だ。それにテレンティアも。

「べつになにもがっかりじゃない。ルーリックとイーゴフはそんなに離れてないし、むしろ輜し重ちよう隊や本国からの補給線の要だ。後方を任せてくれるなら、むしろ張り切らないと」

　最前線に数学者がいても、そんなに頼りにならないしな。

　というわけで、ソアラは敵地へ都市拾いに、僕はひき続きルーリックでお仕事だ。

　停戦交渉をしたいという旨むねを伝える使者は帝国政府にも共和国にも送った。返事があるまで、そんなには忙しくない。

　設計思想が同じ都市なら、もしかしたら秘密の通路のつくりかたも同じかもしれない。とか思ってニコンスクの通路を計算してピンを増やして糸で結んでみる。すぐに終わった。

　西側の防壁の下か。……この程度はソアラも渡した写しで同じ計算ができるだろう。

「うーん、でもちょっと気になるんだよな」

「なにがですかィ、大将？」

「ライアス公爵のことが。ソアラを出し抜いてまでことを進めるほどこだわってたのに、こんなにあっさり引き下がるなんて」

「大将と姫様がふたりがかりで説得したおかげとかじゃねェんで？」

「僕にそこまで説得力あると思えなくってなあ……」

「ヘッ。ほんっと、兵隊率いてるとは思えねえくらい自信が足りねェ大将だ」

「そりゃどうも。……あれ、褒めてない？」

「お好きに」

　僕個人としては気がかりもあるものの、状況が逼ひつ迫ぱくしていないということもあってあまり危機感があるわけではない。

「宰相閣下、言われたとおりイーゴフ攻略用の資料を集めましたが」

「はいはい、ありがと。机に置いてくれ」

　大量の資料を分類するために雇った人夫はまだ働いていたりする。資料を箱で持ってきた男に、僕はうなずいて答えた。

「かしこまりました。壁の紙は貼り替えますか？」

「そうだな。手前のほうのあれをどけて。こいつは最優先なんだ」

「では、これに貼るんですね」

「そうだ。貼り替えたあとは触らないでくれよ」

「はい」

　さて、人に指示して働かせているのに、自分が文句ばっかり言ってるのも忍びない。

「……仕事しよ」

「おっと、やる気になっちまったようで。おれは退散しますぜェ」

「傭よう兵へいたちの再編成が終わったらまた報告お願いな」

「へいへい了解ィ、っと」

　てきとうな返事をしつつおっさんは立ち去った。持ってきてもらった箱に手をかけて資料を取り出す。中にあるのは、諸都市の包囲戦があったときのさまざまな報告書と年代記作家が残した街の記録とかだ。

「イーゴフ攻略のヒントとかあればいいけど。……あっ！　それ触らないでくれよ！」

　資料を持ってきてくれた人夫がニコンスクの地図に手を出そうとしてるのを見て止める。

　男はびくりとして地図から離れて、僕に愛あい想そ笑わらいを浮かべつつ立ち去っていった。

　まったく。今回雇った人ってテレンティア以外は変に手を出そうとするから困る。




　　　　◯




　ルーリックを発たって数日。ファヴェール軍はイーゴフ近くの小さな村に本部を設置して、攻城戦の準備を整えました。

　村の司祭がイーゴフに逃げて使われなくなった小さな邸宅を接収して、わたしはその壁に地図を広げてピンを留とめます。

「西側の防壁……いえ、地形がちがうのでべつの方向でしょうか？　街道の数が多いほう？」

　もちろん、イーゴフ攻略のための準備でした。

　攻城戦は長くかかるものです。今回は用兵を公爵と伯爵のおふた方に任せていますし、停戦交渉はナオキさんに頼んであります。わたし自身のやることは、状況の推移を把握しておくことくらいです。

　あとは攻城部隊とはべつに手配した猟犬と騎兵たちに、抜け道のありそうな場所を捜索させています。

　計算方法は教えてもらいましたし、ナオキさんより先に見つけたりしたいですね。驚かせてみたいです。

　地図とにらめっこするわたしのいる部屋の扉を、だれかが叩たたきました。

「ソアラ王女殿下、よろしいでしょうか？」

「どうぞ」

「失礼します。ライアス公爵がお見えです」

　扉を開けて一礼する使用人に、振り返りました。

「わかりました。すぐ行きます」

「いや、もう来てますよ。従妹殿」

　しかし、意外にもライアス公爵がすでにこの部屋まで足を運んでいたようです。いつものように颯さつ爽そうとした足取りでこちらへ歩み寄ってきました。

「王女殿下、イーゴフの包囲を完了しました。すぐに攻撃しますか？」

「まずは降伏するよう勧める使者を送ってください」

「…………」

　従兄は、なにかためらうような顔で黙っていました。

「えっと、どうしました？」

「……この進軍はまちがいであるように思います、従妹殿」

　わたしは目を瞬まばたかせました。

「どうしたのですか、突然」

「いまさら早期終戦をしようだなんて、うまくいくとは思えない」

「かといって、ライアス公爵の言うように共和国兵の打倒はできません。ですから、しかたないではありませんか」

「これは言うべきか言わざるべきか迷ってたけど──」

　やにわに真剣な目でわたしを見て、ライアス公爵が身を乗り出します。

　なんでしょう。大事な話っぽいです。わたしも背筋を伸ばして傾注します。

「あの男は、浮うわ気きしてる」

「……………………はい？」

「この地で雇った別の女とべったりくっついて飲んでるのを士官が見ていたんだ。すごい美人を侍はべらせていて、使用人たちの噂うわさになってる。しかももうひとり謎の美女がいたって言っているやつもいるんだ」

「……あ、それですかー」

　脱力してしまいます。

「なんだその反応は？　従妹殿、まさかきみは現地妻を作られて平気なのか？」

「あの、それでよく５人の愛人と３人目の奥さんを迎えたケズテルド伯爵と付き合えますね、ライアス公」

「あの人は別だ。いま話してるのは家族の問題だ。ああいう男を宰相に任命したなんて、取り消さないとならない。こうして進軍させたのはきっと従妹殿を街から離して、好き放題やりたかったからだ」

　えーっと、いろいろな誤解を解くのがめんどうです。

「邪推ですよ、公爵。ナオキさんは、計算で噓うそはつきません」

「いやでも」

「本当です。ライアス公。あなたがわたしのやりかたに不満があるのはわかりますけれど、こう見えてきちんと考えているのです。ｎ段階交渉というやりかたでは、相手の利得を計算して最終的な提案から逆算した行動を取ります。バックワードインダクションという技法です」

「……なにを言っているのか、俺にはさっぱりわかりませんよ、殿下。それを口にしたことがある人──いや、耳にしたことがある人すら、この周辺世界では宰相と殿下だけかもしれません。つまり、あなたたちはこの世でたったふたりだけしか理解できない思想で、軍を動かしている。……それほどまでに、宰相が信じられますか？」

「はい。信頼しています。ナオキさんは実際に先の戦争で実力を証明してくださいました」

「それなら……俺は王女殿下のために働きが足りないということですね」

「えっ？　公爵の働きが不足しているとは思っていませんけれど……」

　単純に、強引さを直してほしいと思うだけです。

「ですがこれだけは覚えておいてください。殿下がどれだけ信頼を寄せていようと、あの宰相が我が国を陥おとしいれるのなら──俺は許しません」

　ライアス公爵のその宣告は、びっくりするほど真剣な声音で告げられていました。




　　　　◯




「よーしファヴェール王国壊滅！　やっぱり経済にダメージ与えると脆もろいなー、この国は！」

「御主人様、なにをなさってらっしゃるのでしょうか？」

「共和国の立場でいざ帝国を支配したら、僕ならどうやってファヴェールを陥おとしいれるか考えてた。あれだね。賠償金支払いの負担を突くのがめちゃくちゃ効果的だ。あと、せっかく人口が多いんだからファヴェールうちみたいに国民軍を作るべきだね。ちょっと時間はかかるけど」

「その資料はすぐに燃やしたほうがよろしいかと存じます。敵の手に渡れば国家転覆の教科書になりますから」

「……言われてみたらそうだな。宰相だからわかる税負担とかもあるし。燃やそう」

　捻ひねって丸めて暖炉のある部屋で燃える薪の中にシュートした。仕事部屋に戻ると、テレンティアがなにか資料をじっと見つめていた。

「『シメオン・イリンスキーの死亡調査書』？　なにか変わったことが書かれてるのか？」

「はい。まるで物語のようです」

　後ろに回りこんで読み上げると、テレンティアがこくりとうなずいた。

「シメオン・イリンスキーは、２度めのクーデターを起こしたイリンスキー家の庶子でございます。庶民だった母を失なくして、イリンスキー家に引き取られて育ちました。門閥貴族のイリンスキー家の中で肩身が狭かったことでしょう。しかし、彼はそんな逆境の中でもいじけることなく育ちます。敵国の共和国をして『敵ながらシメオンという青年の人徳に敬意を表する』と言わしめたほどでございます」

「へえ」

　椅子を寄せて座り、テレンティアの語りを聞く体勢になる。

「皇帝をたて続けに失った帝国政府で、イリンスキー家が主導する貴族議会政府がしばし帝国を統治しました。そのときも、共和国の猛攻を受けた国の窮地にシメオンは単身、長年の仇きゆう敵てきであるファヴェール王国に救援を要請する交渉をしに海を渡ります」

「ファヴェールに。そのころの王は選抜王か。話しやすい王じゃないな」

「イリンスキー家は共和国の圧倒的な戦力を前に絶望の淵ふちにいましたが、帰国したシメオンがなんと見事にファヴェール王国の救援を取り付けていたおかげで事態は一転。共和国に対抗する兵力を得て、決戦のために連合軍を形成しました」

「シメオンさんパない。その連合軍負けるけど」

「しかし、シメオンを悲劇が襲います。なんと、彼はイリンスキー家の晩ばん餐さん会で毒を盛られて死んでしまうのです。彼の死の直後、ファヴェール王国は帝国を見限り実力でルーリックに攻め上がります。どれほどシメオンが王国に、そして皆に信頼されていたかがわかるお話です」

「えっ」

「毒を盛ったのはシメオンを育てた養母にして、イリンスキー家の分家筋にあたる女性だったと言われています。イリンスキー家の当主が、シメオンの人気を恐れて毒殺を指示していました。シメオンは料理に盛られた毒に気づいたものの、もしも叛はん逆ぎやくすれば育ての母が殺されると理解して、自ら毒料理を口にしたそうです」

「うわー」

「かくして、生みの親を失い、育ての親に裏切られたシメオン・イリンスキーという青年は多くの人に惜しまれながらたった三十年に満たない生涯に幕を下ろしました。彼がいまも生きていれば、このように複雑な情勢に発展しなかったのでは……という、調査報告書が」

「イケメンがイケメンらしく死んだ記録か。悲劇のヒーローって感じがする。同情するね」

　僕は感じ入ってそう答えた。

「この話が真実なのかを調査する人がいたようでございます。暗殺したのは、他の人の差し金があったのではないかという疑いで」

「この国ってスパイだらけだなぁ。クーデターも煽せん動どう者が街に潜入して暴動を起こして外の軍隊を招き入れるとか、スパイのお仕事で成功してる」

　思えば、ニコンスクの件についてもそうだ。プロの間者が軍隊に捕まらずに抜け道を活用して情報を届けているから、都市が戦い続けている。

「んー……？」

　ふと、気がかりになる。

　ぐりっと振り返ると、壁に貼られたニコンスクの地図。計算して導き出した秘密通路の位置。──それを見ていた人夫。

　あれ、もしかしてうちにもいる？

　確率的に考えて……普通にいそうだった。
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「イーゴフの防壁はやはり簡単には破れませんな。もっと重砲を並べて攻撃すればあるいは可能かもしれませんがね」

「砲は簡単には集まりません。このまま続けてください。この戦いの目標は停戦交渉の材料です。例の作戦も、相手が間者に地下通路を複数回使わせるまではなにもできませんし。まだ戦いは始まったばかりです。腰を据えて続けましょう」

「了解しやした。まあ、緒戦の感触は悪くありませんでしたからなあ。兵隊どもを鍛えるにゃあちょうどいい作戦でさあ」

　伯爵がうきうきと戦闘の推移を語ってくださいます。やはり現場の人ですから、実戦となると俄が然ぜん張り切ってくださいます。頼もしいことです。

「……特段に報告することは起きていません。伯爵の言うとおりです」

　ライアス公爵はそう告げて一礼すると、立ち上がります。

「ライアス公、もう行かれるのですか？」

「はい。明日も、戦いがありますので」

　お出しした飲み物にも一切手を付けないまま、ライアス公爵は仮住まいの邸宅を去ってしまわれました。

　わたしは伯爵に目を向けます。

「最近、元気が無くて心配です。公爵がいったいどうされたのか、なにか知りませんか？」

　ケズテルド伯は、唇の片方を吊つり上あげて笑いました。

「こいつはおかしいことですな。まさか王女殿下からそんなことを言われるとは」

「どういうことですか？」

「野郎は落ち込んでおるんです。宰相閣下に負けたことで」

「……そんな。べつに優劣がついたわけではないですのに」

「だけどソアラ王女にとっては、公爵の言い分より宰相の言い分が通る。ちがいますかな？」

「それは、ちがいませんが……」

「だったら落ち込むのにじゅうぶんな理由ですや。小さい頃から顔を合わせた自分じゃなく、ぽっと出の宰相閣下のほうが王女殿下に信頼されているってんだ。落ち込みもする。なにせあいつは、王女殿下の家臣なんですぜ」

「……ライアス公が家臣だなんて。なんだか、不思議な感じですねそれ」

「ははははは！　本人の前じゃあ、それは言わないでやってくだせえ」

　正直な感想を口にすると、伯爵は肩を揺らして笑いました。

「え、あ、はい……」

　ともあれ、戦争というのは攻めているほうは予定どおりに進んでいる以上、なんともありません。

　ライアス公の様子が少しおかしいこと以外は、特段の異常も無くことが運んでいました。

　予定どおりとは、なんて素晴らしい響きなんでしょう。ずっとこうでありたいですね。




　　　　◯




　想定外の事態になった。いろいろと考えないと。

「座ってくれ。テレンティア」

「ふふ、なにがはじまるのでございますか、御主人様？」

　呼び出したテレンティアを机を挟んだ対面に座るように促し、僕は重いため息を吐く。

「……もうきみの正体はわかってる」

「？　……仰おつしやられることが、よくわかりませなんだ」

　とぼけ顔でそんなことを答えられる。

　僕はがりがりと頭をかいた。いまだに、ちょっと信じられないのだ。

「実は、最近雇った人間を調べたんだ。例の学士のことをもういちど調べさせた」

「なるほど。それで、なにがわかりまして？」

「……するとだな、おかしなことに、あの家には太った赤毛の学士なんていなかったんだ。それどころか、僕が会いに行ったはずの学士は死体になっていたんだよ」

　それが、素性調査で浮き上がってきたテレンティアの謎だった。

　改めて手配をお願いした商会に問い合わせてみたところ、その学士は亡なくなっていてしかも赤毛でも巨漢でもないという。

　では、テレンティアはいったいどうしてあの家にいたんだ？

「さて。なんのことか、わかりません。わたしは──」

「おおっと、動かないでくれよ。べっぴん斬るのはカンベン願いてえ」

　女中が体を椅子から浮かせようとしたとたん、彼女の脇に控えていた傭よう兵へい隊たい長ちようがこれ見よがしな鞘さや音を立てて忠告した。動けば斬る。そういう脅しだった。

「……まいりました。ええ、動きません」

　テレンティアは肩をすくめた。こちらが本気だときちんと伝わったらしい。

「ありがとう。で、きみはだれに使われてるんだ？」

　共和国や帝国のスパイ。それが考えられる正体だった。

　……本当は、そんなことは思いたくなかったけど。

　テレンティアにはずいぶん助けられたし、ソアラとは酒を酌くみ交かわして３人で面白おかしく一夜を過ごした仲だ。

　それが、いまは全部つらかった。

「ふふふ。そんな顔でいらっしゃるので、どんなに深刻な話かと思いましてございます。ですが、見当ちがいというものです」

「そうなのか？」

「ええ、はい」

「……いやでも、人が死んでるんだよ。あの学士が。どう言い訳するんだ？」

「あのかたは、私が会いに行った折にはもう亡なくなられておりました。どうして亡なくなられたのかは、私にはわかりません。御主人様との出会いは偶然起きた事故のようなものでした。でもそれからあなたや王女様のもとにいたのは──私自身の意志でございますわ」

「そうだったのか。ああ、良かった」

　胸を撫なで下おろす。

「オイオイ大将、まさか信じるんで？」

「えー、だってそっちのほうが嬉うれしいし」

「だからそういう噓うそで逃げようとしてるのかもしれねェでしょうが」

「わかった。わかったよ」

　おっさんは疑うたぐり深い。テレンティアはクスクスと笑っていた。

「……じゃあ、改めて名乗ってくれないかな。きみの、本名で」

　たぶん偽名使ってるだろうと思った。

　そしてそれは、大当たりだった。

「かしこまりました。宰相閣下。私はリーリヤ・エリコヴナ・コルスナ──かつてはこのモスコヴィヤ帝国の、皇帝家にあった者でございます」

「……もと皇帝家？」

「もとですけれど、そうなります。びっくりしてございますか？」

「けっこう」

　想定外の、大当たりだった。

「皇帝家はクーデターによって滅ぼされて、ひとりだけ生き残りがいた。そういうお話はご存知ではなかったですか？」

「ああー……そういえば、知ってる」

「その生き残りは、修道院に送られました。幽閉しておけという命令で。しかし、教会は忘れていなかったのです。前皇帝がこの国の聖教会に尊厳ある地位を確立した恩を。修道院に送られた皇帝家の娘は修道女とすりかわり、こっそりとこの国で暗躍し始めました」

「暗躍って、なにしたんだ？」

「シメオンを毒殺したりしてございます。あの青年はとても立派なかたでした。死に様まで美しく伝えられていて、愛されるお方です」

「……なんでそんなことを？」

「イリンスキー家がクーデターを支援したので、いわゆる家族の仇かたきだったのです」

　微ほほ笑えみさえ浮かべながら話すテレンティア──いや、リーリヤという女性は穏やかな様子のまま、あっけらかんと答えた。

「ただ、私はもう復ふく讐しゆうも終えているので、なにもすることがありません。ですので、なにもファヴェールに害することは企てていないのです。ただ、王女様や宰相閣下のことを調べてみたかっただけでございます」

「ソアラと僕をか。なんで？」

「それは……」

　そこで初めて、リーリヤは言いい淀よどんだ。目を泳がせて息を継いで、ちょっとうつむきがちに小さく口を開く。

「酔ったときに言いましたとおりでございます。ソアラ様に、その、憧れたのです。私が失ったものをどうやって守っていたのか。私がなにかをまちがえなければこの国は破綻しなかったのか……知りたくて」

「……そっか。まあ、なんとなく気持ちはわかる」

「最初は、少しファヴェールを探りたかっただけでございます。御主人様が、人手を探してらっしゃるのを耳にしたので。学士様に前もって〝仕込み〟をしようと訪れましたら、すでに彼は死んでおりました。逃げる前に御主人様が来てしまったので、これはいっそのこと掌中に収まってしまいましょうかと」

「わりと行き当たりばったり……それに、自分のために自分で動くスパイとか初めて見た」

「まあ、普通なら間かん諜ちようというのは雇われですからねぇ。私はとても無害にございます」

「そっか。まあわかった。スパイ容疑は確定だけど、特に情報操作とかはしてないわけだ」

　僕は手を伸ばして机の上の板と炭を手に取る。がりがりと揮き毫ごうしていく。

「ところで御主人様。最初に『私の正体はわかっている』とおっしゃいましたけれど……？」

「それなんだけどねー……。学士は死んでたけど、リーリヤの狙いがわからなかったんだ。なにせきみならもうすでに重要な情報全部持っていけるのに、姿を消してない。殺したいなら一緒に酒まで飲んだのに、毒を盛ってない。怪しい人と会ったそぶりもない。僕が作った『ファヴェール滅亡の手引き』を見もせずに焼くように言うし。なにもしてないけど学士の件だけはどうしても怪しい」

「それで、どのように調べ上げたのでございますか？」

　興きよう味み津しん々しんで聞いてくれるリーリヤには悪いが、答えは単純。

「『正体を知ってるぞ』って噓うそついて白状させた。たったいま」

「……たったいま、白状してしまっていますね。たしかに」

　リーリヤはちょっと恥ずかしそうに目をそらした。

「そんな簡単な手にひっかかるなんて、不ふ甲が斐いないことです。お恥ずかしい」

「んー……実はだれかに話したかった、とかじゃないかな」

　ソアラと僕と彼女で飲み交わしたとき、酔っていたとはいえけっこう踏み込んだところまで暴露していた。

　あれはリーリヤという名前を隠して生きていた彼女が、ソアラともっと近づきたくて漏らしてしまったのではないかと思う。

「……そうかも、しれませんね」

「はいこれ。首から下げて」

　炭で書き終えた長方形の木板を渡す。

「はあ……なんて書いてあるのですか、これ？」

　紐ひもでくくった木の板だ。首から下げるとだいたい胸の高さの看板になる。

「『唯我独尊』」

「どういう意味でしょうか？」

「スパイの所属を書いておこうと思ったんだけど、テレンティア──じゃない、リーリヤは自分自身が所属だからしかたなくそれで」

「はあ……」

「安心してくれ。カマかけに引っかかったのはリーリヤだけじゃないんだよ。ほらこっち」

　僕は立ち上がって隣の部屋に通じる扉を開く。

　そこには、目と耳と口を全部塞がれて縛り上げられた男女がいる。それぞれ『ルーリック』『帝国』『公爵』という看板を首から吊つり下さげていた。

「雇った人足のなかに、こんなにスパイがいた。調査してわかったのが７人。ひとりは追い詰めたら自白した人」

　僕が部屋の中にいる８人を紹介すると、リーリヤはこともなげにうなずいた。

「存じております。彼らのことは書類に触れないように追い払っていましたし」

「えっ、気づいてたのか？」

「うっすらとは。……てっきり、御主人様が下働きの私に人を使わせるのは、彼らを遠ざけているのを気づいていらしているからかと」

「なにも。全然」

　知らなかった。雇い主の知らないところで水面下の攻防が。

「警戒されてるのかも、と思って気が気では無かったかたもいらしたかもしれませんのに。不幸な行き違いでございましたか」

　僕にとっては不幸じゃなくてラッキーだ。

「ところで、なんでライアス公爵まで送りこんでるんだろうな……」

「信用されておりませんね、御主人様。……あら、『ルーリック』がありますね」

「参事会からも送られてきてたみたいでね」

「なるほど……」

　リーリヤが少し考える間をおいて、僕を振り返る。

「御主人様、ライアス公爵はルーリック総督として就任され、皇帝権を獲得するためにこの周辺地域の有力者を集めていらっしゃいました」

「うん？　そうだね」

「その企ては途中まで進行していました。ということは、ライアス公爵だけではなく多くの人の思惑が絡からんでございます。皇帝権の見返りに、ほうぼうへ未来の特権や独立国としての魅力を説明し、決起集会にまで及ぶほどその意見は受うけ容いれられていたことになります」

「……うん」

「であるなら……ライアス公爵だけではなく、その協力者も止めねば計画はそのまま進められてしまうのではないでしょうか」

「首謀者不在で事態が進行するっていうのか？」

「普通なら起こりえません。ただ、公爵が王女殿下にご内密のまま決起集会まで進行させてしまいました。あと少しだけです。であれば、不可能ではないことにございます」

「それはそうか」

　一度起きたことが二度は無い。とは考えられない。

「『公爵』と『ルーリック』はべつの間者をそれぞれ用意して送りこんできています。ということは、彼らは同じ目もく論ろ見みを企てたことがあっても、一枚岩ではないということにございます」

「なるほど」

　ルーリックという街はライアス公の手先というわけではなく、プレイヤーとしてゲームに参加していたということだ。

「えーっと、その場合はなにが起きるかな」

「さて、ルーリックの謀む反ほん……などが、最悪のひとつでございますね」




　　　　◯




「王女殿下、ご機嫌麗しゅう存じます。イーゴフへの使者という大任を拝受いたしましたにもかかわらず、説得すること能あたわずして老醜の身を晒さらすことお許し下さい」

　イーゴフへの使者の任務を引き受けてくださった参事会議長のロジオンは、そのように挨拶をしてくださいました。

　ライアス公爵に一任していましたので、使者が彼だったのは知りませんでした。

　イーゴフに降伏を告げる使者の任を引き受けた者が謁見を希望していると聞いて、広場で迎えたのです。

「重任をお引き受けいただき感謝しています、ロジオン議長。気に病むことはありません。開戦もせずに降伏するのであれば、そも門もん扉ぴを閉ざしてファヴェールに応じないはずはありません。いかな弁舌の達人とあれど、どだい無理な役目だったことでしょう。参事会議長という重職にありながらも、敵陣へ赴く勇気に称賛を。これで思う存分戦えるというものです」

「身に余るお言葉にございますれば、この老いさらばえた身にも欣きん快かいの至りにございます。殿下の貴き意志に敬意をお送りいたしますぞ。さすれば、ルーリックより送られた租税をお納めください。兵士たちの腹を満たすにじゅうぶんな糧食と、参事会が募った傭よう兵へい部隊にございます」

　平身低頭に差し出された封書を使用人に受け取らせて、わたしは首を傾かしげます。

「傭よう兵へい部隊？　新しい兵団など、募集しておりませんが……」

「ルーリックで募兵した傭よう兵へい団にございます。給金は参事会より捻出いたしましたゆえに、殿下の懐ふところを痛めるものではございませぬ。参事会より御進物とお思いくださればと」

「……ええ、よろしいでしょう」

　あとでケズテルド伯爵に編入をお任せしましょう。うまくやってくれるはずです。

「ところで……ソアラ王女殿下、御身にお伝えしておきたい儀があります」

「？　なんでしょうか？」

「よろしければ、人払いをお願いいたしまする。これよりは、喧けん伝でんするには惜しい秘匿を抱えし大事でありますゆえ」

　ロジオン議長の提案は、どことなく不穏でした。

「……みな、少し下がりなさい。目の届くところにはいてよろしいです」

　使用人たちを少しだけ距離を取らせます。完全な人払いとは言えませんが、密室で談話するほど彼に信を置いていません。

「ありがとう存じまする。それでは、御身に見ていただきたいのは……こちらであります」

　枯れ木めいた手の上で広げられた一通の書状。その紋章は、

「ロートリンデうちの王家の紋章？　いったい、どのような書状ですか？」

「ファヴェール軍は、前王であらせられる〈選抜王〉の命令によりイリンスキー家の救援としてこの地に参られました。しかし、その約定を結んだイリンスキー家の名雄・シメオンが毒殺され、やむを得ず方針を変え武力をもってリーヴ地方を掌握することになさったとか。

　しかし殿下、おかしいとは思わなかったのですか？」

「……それは、どういう意味ですか？　口を滑らせた、で済ませるなら貴方あなたとは二度と面会をしませんけれど」

　その発言は少し踏み込みすぎです。不問に付すには重い。

　それを本人もわかっていたのだと思います。脅しを含んだわたしの口上に淀よどみ無なく答えました。

「そのようなつもりは毛頭ありませぬ。口にしたとおりでございまする。この帝国は４代前の皇帝に端を発する粛清や暗闘が、連綿と続いておりまする。いまだ貴族同士で血闘を続けるこの土地では、民のために平安を好む為政者が求められています。

　ルーリックでは無む辜この市民を皇帝が虐殺されました。その折の痛ましい悲鳴が、まだこの老ろう爺やを悪夢で揺さぶり起こすほどでございます。ルーリック参事会がファヴェールに味方するのも、そうした背景あってのこと。そして、選抜王はそこに目をつけておられた」

「父上が……いったい、なにをしようとしたのですか？　あなたは、それを知っているというのですか？」

　にたりと皺しわを深めて笑ったロジオンが、もうひとつ。本のような分厚い紙束を取り出しました。

「こちらにありますのは、ルーリック議会が収集し承認した宣誓書になります、王女殿下。──我らルーリック議会は、選抜王より打診された『ロートリンデ王家への皇帝権発令』を議決いたしましたことをお告げします。明日よりあなたは、皇帝としてこの帝国に名乗りをあげるのです、殿下──いいえ、皇帝陛下」

「なっ──」

　なんということをしてくれるのですか！

「そのようなことは頼んでいません！　なにを勝手に宣誓書など作り上げているのですか！」

　もしもわたしが皇帝を名乗れば、わたしたちが決定した方針が否定されます。皇帝の座を狙う共和国もそれを守って戦う帝国も、ファヴェール王国が皇帝を名乗るなどと聞けば休戦協定を結ぶことなどありえません。

　当たり前です。条約を結ばず国を独立させるということは、いつ攻められてもそれを撃退する武力があることが前提。

　つまりこの宣誓書は、周辺世界への宣戦布告に等しいものなのです。──それをわからぬほど愚鈍なかたが、大都市の参事会議長になどなるはずがありません。

　そのうえで作成したということは──彼は独立のために独断専行をしてのけました。それを見せるということは、わたしにその宣戦布告を遂行しろと迫っているのです。

「勝手にとはまたおかしなことを。これは選抜王のご遺志を叶かなえただけにありますれば。ロートリンデ王家と新帝国で同君連合を築き、西方支配圏を拡大することはファヴェールの急務なのでしょう。この選抜王よりいただいた密書にそう書かれておりますゆえに。それに──ライアス公の呼びかけに応えて、我らは決起を決意した次第でございます」

「それを中止だとお伝えする文をお送りしました！」

「はて、異なことを。そのようなお話は聞いておりませぬが」

「そんな馬鹿な！　とにかく、そのようなことをされても──」

　言いかけて、はたと気づきます。

　ごく最近にライアス公爵が決起集会など行うほどに進行させているのです。わたしが急に方針を変更したときには、ルーリック総督のライアス公にその処理を一任しました。わたし自身が、それをきちんと周知して伝聞して批判を受けてでも白紙に戻す。そのような方法は取りませんでした。

　つまりこれこそがライアス公爵の言っていたとおり──『わたしの無視するところで世界が進んでいる』ということです。

　簡単に言えば……わたしは後始末を怠りました。

「……しかし陛下、いまさらそのようなことを申されましても、どのような力でも時を戻すことは叶かないませぬ。こうなれば我がルーリックを帝国領とし、安寧を築くために辣腕を振るっていただくことを伏して願いまする」

　勝手に進めた物事の責任を、わたしに負わせようというのです。ルーリックは。

「いったん、このお話は持ち帰ります。軽々に決めてはならぬ大事です。臣下たちとよく話し合う必要がありますから」

　ライアス公爵にいまいちど抗議して、それから──解決策を考える。それしかありません。

「…………なるほど。ご随意に、陛下」

　じっとわたしを見つめて、ロジオン議長は下がりました。

　あの様子では、わたしが皇帝など務めるつもりは毛頭無いと見抜かれたのかもしれません。

「……最悪です」

　ここへきていまいちど、こんなことを口にするとは思いませんでした。




　　　　◯




　王女のもとから離れたロジオンが、部下にぼそりと告げる。

「……あの様子では、女王は我々の独立を助けまい。共和国に例のものを届けるのだ。狼煙のろしを上げよ。なにをするかは、わかっておるな？」

　言われた者は小さくうなずき、命令を遂行するため駆け足で去っていった。

「ふん……穏便に済ます道を断ったのは、そちらであるぞ。ファヴェール王国よ」

　昏くらい声はだれに向けられたものでもなく、ただ、老人の腹を炙あぶる役目だけを持っていた。




　　　　◯




「大将、傭よう兵へいどもが変だ。手下どもが探りを入れてみたが、ありゃァたぶん、買収されてるぜ。きな臭い雰囲気だ」

「買収？」

「裏切りモンの気配がするんでさァ。なんとなくね」

「……もしかしてだけど参事会が独断で動いたとすれば」

「ええ、はい。裏切られたりすることもございますね。たとえば参事会議長のロジオン・アバカロフはルーリックを独立させたがっていると、うわさ話を聞いたことがございます。過去に共和国との内通の疑いもありました。証拠は無かったのですけれど」

「ってことは、共和国に鞍くら替がえか」

「はい。御主人様が共和国は最強であると証明してしまいましたし……なにより、ルーリックに情報は漏れていたわけですから」

　『ルーリック』の看板をぶら下げたスパイを指差すリーリヤ。

「なんてこった」

　僕は眉をひそめる。参事会が信用できなくなったいま、この街にいるのは敵に囲まれているも同然だ。

　傭よう兵へいの半数は本国で盗賊してたのを格安で雇った奴やつらだ。質はお察しである。……やっぱりケチったらだめだったな。

「どうしやすか？　やるンなら早いほうがいい。バラバラにいるうちに手下どもを集めて、片っ端から潰していくとか」

　おっさんはやる気だ。街なかで戦争を起こす気である。

　しかし、ちょっと考えてみる。

「んー……いや、ルーリックを脱出する」

「いいんですかい？」

「この都市が友好的じゃないなら、独自に傭よう兵へいを雇ってることもありうる。仮におっさんの兵団以外の半数に裏切られてるんじゃ数的に心もとない。それより残りの兵団が無事なうちに街から脱出する」

「へいへい了解。不利だからってこんな美お味いしい場所をすぐ切り捨てるってのァ、慎重なんだか大胆なんだかわかりやせんな」

　傭よう兵へい隊たい長ちようは肩をすくめて部下を呼びつける。街の脱出を手配にかかった。

「……ニコンスクの通路の地図って、もう流出してると思う？」

「御主人様は大事な情報を壁に貼り付けて、鍵もかけずにいましたけれど。ええ、そんなことはなかったという希望を持つこともできなくはございません」

「聞いた僕が馬鹿だった」

　じゃあ漏れてるね。うん。

「大将。街を脱出するのはいいが、どこに行くんで？」

　おっさんがそう訊きいてくる。しまった、場所を伝え忘れてたか。

「南だ。イーゴフ攻略中のソアラに合流する」

「……大将、言っちゃあなんですがね、あっちにはライアス公爵が指揮する兵隊どもがわんさといるんですぜ。そもそも公爵自身が裏切り者だったらどうするんでさァ。姫サンを説得中かもしれネェ。兵が裏切ったのも、大将を殺して帝国にやられたとか材料づくりするつもりかもだ。まずは兵隊を増やしてからでも──」

「公爵はスパイを送っただけだろ。僕を殺すなら、傭よう兵へいを裏切らせるよりもっと賢いのがある。だからそれは考えなくていい」

「──了解しやした」

　重ねて告げると、おっさんは諦めたように苦笑して引き下がった。

「……御主人様は、兵士や民草のことは計算をするのに、王女と御自身だけは例外にしていらっしゃいますねぇ。それは、いかなる理由でございましょうか？」

「簡単だよ。また美う味まい酒が飲みたいだけ」

「なるほど。たしかにあれは良いいお酒でございました。──命をかけられるほどに」

「中世人はなんでそう物騒なんだか……」




　　　　◯




　日が暮れて窓の外はすっかり暗くなっていました。ろうそくを灯ともした村の邸宅の中で、わたしは首を傾かしげています。

「……遅いですね」

　用事を申し付けた使用人が帰ってきません。

　わたしは外に出てみました。

　邸やしきの外では、篝かがり火びを焚たいて兵士たちが見張りをしています。玄関口にいた兵士に話を聞いてみることにしました。

「あの、伝令を走らせたのですが、姿を見ましたか？」

「え？　あ、はい王女殿下。そういえばちょっと前に出ていきました」

「そうですか。……変ですね」

　村の中の闇に目を凝らします。すると、馬に乗った人の姿がありました。近くに従士がいて明かりを持たせています。

　松明たいまつを兵士に持たせて、そちらへ歩み寄ってみます。

「おや、こんばんは王女殿下。どうされましたかな？」

「ケズテルド伯爵でしたか。いえ、馬に乗っていたのでライアス公爵かと思いました。そちらこそ、このような時間に外回りですか？」

　伯爵は馬を降りて、わたしと目を合わせてくださいました。

「いやなに、少し兵を走らせておりましてな。……王女殿下も、公爵をお探しで？」

「はい。話し合うべきことがあるので、人をやって呼んだのです。ただ、それがいつまで経たっても戻ってこなくて。……伝令さえ戻らないので、おかしいなと」

　伯爵は太い眉をひそめました。

「殿下もでしたか。……実は、ライアス公爵の姿が見えぬのです。こちらでも、念のために探させておりましてな。なにせここは敵地。ひょいと地元の見知らぬ民に会って、いきなり刺されるということもある」

「まさか」

「〝まさか〟で済めば、ジジイの心配性で済みますからな」

　ケズテルド伯爵がそんなことを話していたときです。

　銃声が響きました。

　ここは曲がりなりにも前線です。兵士がなにか見つけて発砲し、それがなにごとも無いというのはよくあるのですが、

「……近いですね」

「そうですな」

　わたしは腰にある短銃に。伯爵は剣に手を添えながら言いました。

　村のすぐ外で撃ったくらいの距離でしょうか。包囲網を敷いている部隊はもっとずっと向こうです。

　続けて二発目、三発目が聞こえてくるころには、人の叫び声がかすかに届くようになりました。

「これは……戦っている？」

「おい！　様子を探って来い！」「はっ！」

　伯爵が鋭く部下に命令します。

「イーゴフの夜襲であると思いますか？」

「まさか。そいつにはじゅうぶん警戒させてあったはずですや」

　言い合った瞬間、だれかが走ってきました。

「だれだ！」

「俺だよ！」

　息を切らして現れたのは、探していたライアス公爵です。

「ライアス公！　どうされたのですか、そのお姿は？」

　手には血のついたサーベルを持っていて、服も汚よごれて破れています。

「怪け我がをしてるのですか？」

「平気だ、浅い。それより早く逃げないと！　ここは包囲されてるぞ！」

「なんだって？　どこのどいつにだ？」

　銃声が轟とどろきました。今度はすぐ近くで。

　耳を聾ろうする炸さく裂れつ音が連なって響き、周囲の地面が着弾で弾はじけました。伯爵の乗っていた馬が悲鳴を上げて暴れ、逃げていきます。銃弾を受けたのです。

「降伏していただけますかな、王女殿下！　この一帯はわが手勢が包囲しました！」

　その声は、

「ロジオン議長！　あなたですね!?」

「裏切りやがったのか、この野郎が！」

　わたしと伯爵が叫び返します。ライアス公爵が走ってきたほうから、松明たいまつを持った兵士たちがたくさんいるようです。

「本来ならもっと穏便にことを運ぶつもりでしたが、ルーリック総督でありながらライアス公が議会の決定を跳はね除のけた。であるならば、我々としてはクーデターを起こすよりほかない！」

「いますぐくたばりやがれこのボケジジイが!!」

「伯爵、退きますよ！」

　ライアス公を兵士に支えてもらいつつ、わたしたちは駆け出しました。

　もはや村のあちこちで銃声と戦いの声が鳴り響いています。村に配した兵士たちと、ロジオンの手勢がぶつかっているのです。

　昼に味方として連れてきた傭よう兵へいたちを、どこかに隠して伏せておいたのでしょう。

　仮住まいにしていた邸宅へと逃げ込みます。

「野郎ども、反乱だ！　中に入って扉を塞げ！　窓から入ってくる奴やつは刺せ！　急げ!!」

　伯爵が警護や見張りの兵士に檄げきを飛ばします。

　わたしは怪け我がをしたライアス公を奥の部屋に連れていき、椅子に座らせます。水差しからグラスに水を注いで公爵に差し出すと、水差しのほうを取って一気に呷あおりました。

　無駄になったグラスを机に置いて、わたしはため息を吐きます。

「まさかロジオンがこのような手段に出るとは、思いませんでした」

「俺もですよ。こんな……こんなの、馬鹿げてる。市民が実力行使だって？　この帝国じゃ暴動で革命するのに２回も成功してるかもしれないが、ルーリック参事会には兵隊を扱い慣れた武家なんていない」

「……賢い選択をしてくれる相手ばかりではないということですか」

「おう、大丈夫か？」

　ケズテルド伯爵が来てライアス公に訊たずねると、従兄がうなずいて立ち上がりました。

「ああ、もう平気だ。内密に話があるって言われて陣から連れ出されてね。油断してた。俺にファヴェールを裏切ってルーリックで皇帝になれって誘われたのさ」

「だから姿が見えなかったのか」

「軽率だったよ。馬鹿じゃないのかって断ったら、襲われた。危なかったけど、伯爵が俺を探すために兵士を出したおかげで、どうにかここまでたどり着けた。感謝しますよ」

「こいつが年の功ってやつだ」

　にやりと笑って拳を合わせるおふたりです。

「その場ですぐ断ったのですか？　公爵なら、もっとうまく言いくるめたりするのかと……」

　わたしがついそう口にすると、ライアス公は肩をすくめました。

「俺をなんだと思ってるんです。家臣としてファヴェールに貢献するっていう姿勢だけは、どこでも明確にしてるつもりですよ。だってほら──愛する妻の姪めいに、疑われるようなことは絶対に言えない」

「…………意外と、直情家なんですね」

「妻はそこが俺の可愛かわいいところだって言ってくれるんですよ」

「ったく、攻め込まれそうだってときにまで惚のろ気けるたあよくやるぜ。それやめろっていっつも言ってるだろ」

　そのとき、ひときわ大きな叫びが兵士たちから上がりました。ついに扉が押し破られたのです。

　多勢に無勢なのは変わりませんでした。あっという間にわたしのいる部屋まで、兵士たちが押し込まれてしまいます。

　それなりに広い部屋でしたが、男たちが何人もいるのでは狭苦しく思えます。

　部屋の奥にいるわたしたちを見据えて、敵兵がじりじりと寄ってきます。姿は見えませんでしたが、人垣の向こうからロジオンの声がしました。

「もはやこれまでです。さあ、降伏を。さすれば処刑されるまで丁重に扱っていただけるよう、頼んでさしあげます」

「このクソ馬鹿が！　殿下に手をかけたけりゃオレを殺してからにしやがれ!!」

　肌を打たれたように思えるほどの大だい音おん声じようです。それが、数少ない劣勢においてもこちら側の兵士たちが後ろに下がるのを止めました。

　奇妙な膠こう着ちやく。それもいずれ数に押し込まれてしまうのは目に見えていました。

　そのとき、外から人の悲鳴と馬の声が聞こえました。それも、たくさん。

「これは……」

「おや、おやおや、騎兵ですな！　もしや共和国に送った早馬に応えて〈自由王〉がこちらに送ってくださったのやもしれませぬ！」

　ロジオンが、歓喜の声をあげます。

　そのとき、わたしたちの後ろにあった窓がけたたましい音を立てて割られました。縦横にいくつもの鉄枠がある頑丈な窓です。ガラスを割られただけでは平気です。しかし、突き入れられた鈎かぎがガツガツとその鉄枠を引っ掛けた瞬間──窓は轟ごう音おんを立てて〝穴〟に変わりました。馬が数頭がかりで外から引けば、そのような芸当も簡単なことでした。

　燭しよく台だいの明かりで照らされた部屋の中はともかく、外の様子はなにも見えません。

　ですが、音は聞こえました。

　金属音の混じった重い足音。兵士のそれです。

　剣を握っただれかが、ぬうっと部屋に踏み入りました。

「────」

　固唾を飲んで見守るわたしと、部屋の明かりを反射して光る兵士の目と目が合いました。

　その瞬間、兵士は剣を振り上げて叫びをあげます。

「王女は部屋の奥！　入り口のあたりは全部敵だ！　野郎ども、叩たたき殺しまくれ!!」

「「おうっ!!」」

　それは──ファヴェールの傭よう兵へい隊たい長ちようの声。

「レオン!?」「援軍だぞ！　ファヴェールの援軍だ！」「いけいけいけ、やるぞおらぁ!!」

　外からは悲鳴が上がり、窓だった穴から次々に兵士たちが乗り込んできて、瞬またたく間まに大乱戦になりました。

　もはやわたしには敵味方が見分けられないほどです。

　目の前で人がもみ合います。狭くて剣が振りかぶれないので殴り合いや短剣での格闘がくり広げられています。

　わたしにはちょっと無理です。もと窓枠の横に立ち尽くして、見ているしかありません。

　しかしそんなとき、ふらりとわたしの前に兵士が倒れました。彼は死んでいませんでした。顔を上げたその兵士と目が合ってしまいます。乱戦の最さ中なか、わたしを守る余裕のある人はいません。兵士がにやりと、獲物を見つけた笑いを浮かべました。

　慌てて腰から銃を抜きます。ぎょっとした兵士の顔に向けて、引き金を引きました。──が、

「は、外れた──!?」

　最悪です。わたしの撃った弾は床に穴を空けただけでした。

　兵士が立ち上がってこちらへ短剣を振りかぶる様が、やけにゆっくりに見えました。

　血の付いた短剣を大きく振りかぶった男が──そのまま、膝の力を失ってくたりと倒れました。

　わたしのすぐそばに立ったかたが発砲した短銃。その一発が、わたしの危機を救ってくれました。ふわりと漂う２発分の煙がゆっくりと薄まっていくなか、恩人のお顔が徐々に現れます。

　彼は、笑って言いました。

「命中率50％。２発撃っても75％。なのに命中。さすがは王女様だ、強運をお持ちで」

「ナオキさん！」
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　その夜、ファヴェールは王女の所在地を奇襲されるも騎兵隊が駆けつけてこれを撃退した。

　しかし同時に、ルーリックを失うことになる。

　それは西方戦線における致命的な損失であった。













　　　◯第四章　戦場では教えてくれないコツとポイント







　奇襲攻撃を受けた翌朝。

　わたしたちはひとまず襲撃の戦場にされてボロボロになった邸宅を引き払い、持ち主が逃げ出した宿屋に居を移しました。

　いちばん広くて上等な部屋に、西方戦線の指導者で集まりました。わたしとライアス公爵とケズテルド伯爵。この３名です。

　ナオキさんには休んでいただくことにしました。ルーリックから馬でほぼ休み無しに駆け続けてくださったナオキさんと傭よう兵へい隊は、戦いの興奮が過ぎ去ると倒れる寸前でした。

　それで危機を救われたのですから、いくら感謝してもしきれません。

　目の前まで敵兵に迫られたにもかかわらず全員が無事に集まることができたのは、そうした迅速な決断と行動のおかげです。

　とはいえ、九死に一生を得たものの、遠征軍の状況はたった一夜で信じられないほど悪化していました。

「ルーリック参事会はファヴェール王女が皇帝権を獲得したことを宣言しました。それに反対した一部の市民が暴動を起こして、ファヴェールの兵を追い出したということになっているようです。……これは事実とちがいます。参事会の情報操作ですね」

　部下に集めさせた現在状況の報告を読み上げて、思わず奥歯を嚙かみます。

「『ファヴェール王国は皇帝を名乗るも、その実力は懐疑的なものである』ということですね。他の勢力に『付け入る隙がある』と思わせ、ルーリックが完全にファヴェールの味方なのではないというように情報操作を狙っているんですよ」

　ライアス公がそうおっしゃいます。昨夜の怪け我がは手当ても終わっていますが、たまに脇腹を手で押さえる様子が痛ましいです。それでも、その推測は正しいものであると思います。

　ファヴェール以外の勢力が公爵の言うとおりに状況を受け取れば、ルーリックを横からかすめ取ることで大きな策源地を得ることができると画策することでしょう。

　それも、ロジオンは共和国と内通しているという話までありました。そうであるなら、ファヴェールが皇帝を名乗ることは皇帝権を狙う共和国を焚たき付つける材料にできます。

　机に広げた大きな地図に手を伸ばし、ぺしぺしとルーリックを叩たたきました。

　半分は八つ当たりですが、ふたりの指揮官がそちらを向いてくれます。

「この西方戦線でルーリックを失うことは、あまりにも大きな損失です。増派して膨れ上がった兵士たちを長く維持することはできません。そして、帝国に返還するという話にも使えなくなります。イーゴフの攻略と停戦交渉。その両方に支障をきたすということです」

「殿下、いますぐルーリックに取って返し、もう一度攻め落とすというのはどうでしょうかな？　こんな奇襲をされて黙ってちゃファヴェールの名折れ。実力を示しましょうや」

　ケズテルド伯爵が拳を握って力強く言います。それはすでに検討していましたが、

「もしもルーリックが抵抗すれば、攻城戦になります。上策とは言えません」

「一度は落とした街だ。もう一度やってやれねえことはありませんや」

「以前は、帝国軍が大敗した直後に攻め上がりました。万軍が打ち破られたばかりで市民の士気は落ち込んでいて、助けが来るという展望もできない。そのような状況だからこそ、商家出身が多く利に敏さといルーリック参事会は早々と降伏しました。いまはちがいます」

　地図の南を指差します。そちらには、地図の上に置いた馬の置物がありました。

「ニコンスクを攻略中のピエルフシュ共和国。ルーリックはそこと内通しているという話があります。包囲されてもいずれ助けが来ると思えば、城門を閉じて抵抗するほうを選ぶと思います。そして、わたしたちには、共和国騎兵に駆けつけられたら勝つ方法がありません」

　負けない戦い方ならあると思います。籠ろう城じよう戦とか。ですけれど、野戦はとにかく無理です。

「ぬう……」

　ケズテルド伯爵は悔しそうに唸うなり、腕組みして地図を睨にらみつけました。とはいえ、睨にらんだだけで情勢が変わるわけではありません。

「次の選択肢としては、リーヴ地方まで退却して防衛線を築くことが考えられます。防衛用の予算が負担になりますけれど攻められないかぎりは、多少の利益があります。ただしこれでは帝国とも共和国とも停戦協定が結べないので、いつ攻めこまれるかわからないままになります」

　対症療法みたいなもので、好ましくない選択です。なぜなら、

「もしも共和国がこっちに攻めてきたら、赤字になります。けれど共和国が帝都を攻めるなら、阻止するためにこちらから共和国を攻めないとなりません。帝国が吸収されれば共和国は強大化して、将来的にファヴェールはさらに強大化した共和国を相手に戦うことになるからです」

　三みつ巴どもえが簡単に解消されないのは『どこかが勝つと残された勢力が負ける』という未来が予想されるからです。

　たとえば３つの勢力の力が〝10：20：15〟で争っているとして、15が10に勝てば25の力を持つようになります。残った20は負けてしまいます。なので、10が襲われたときに20が後ろを突くなり同盟を組むなりして、15の完全勝利を阻止するために動くのです。

　西方戦線においてファヴェールが兵を引こうとしたのは、共和国の財政が悪化しているからに他なりません。帝国が長期戦を続ければ、戦争が終わるころにはすぐさまファヴェールに侵攻する余力が無いくらい疲弊していたはず。その間に、ファヴェールは経済振興と軍政改革に専念していられたのです。

　ファヴェールと共和国と帝国は均衡関係にありました。しかしいまや、それが崩れかけていました。

「戦争を本格的にしたくはないが、手を引くこともできない。ということですか……」

　ライアス公爵が口に握り拳を当てる。

「共和国と戦争になれば、西方戦線の利益は無くなります。それどころか、もしも戦が長引けば──ファヴェールの滅びを招きかねません」

　それは戦争で疲弊したファヴェールが、さらに戦争をしなければならなくなるという悪循環が訪れる未来です。そんなことになれば財政破綻の危機に陥ることもありえます。現在の状況で破綻をきたせば、オルデンボーと結んだ５年間の平和条約が白紙に戻ってしまうかもしれません。

「そんな先のことより、いまどうするかってことが問題なんじゃないですかい。兵隊や士官の連中に弱気になってると思われちゃあいけねえ」

　伯爵がそんなことをおっしゃいます。しかし、わたしの考えはちがいます。

「そう思いたい人には思わせておけばいいのです」

　ケズテルド伯が特別に無責任であるということではありません。それが本国の評議会でもまかり通るくらいには、普通なのです。作物の収量や鉄の生産量といった経済への影響を突き詰めて考えたりはしません。

　どこまでも領地を広げたい。広げれば税収が増える。ただそれだけです。──世の中はそんな単純な仕組みではありません。そうであるなら、領土も人口もファヴェールの３倍はある帝国が、こうも窮地に陥ることもありません。

　お手本のような帝国の窮状があるからこその発言でした。しかし、

「……その態度をまだ改めてくれないのですか、従妹殿」

　わたしの従兄は、眉をひそめてそんなことを言い出しました。傷の痛みに端正な顔を歪ゆがめながらも立ち上がって、つかつかとわたしに歩み寄ります。

「ルーリックが裏切ったのは彼らが不誠実だからというだけではないんです。裏切れる状況にあったからですよ。なぜなら、王女殿下は自分の考えを広く周人に示してくださらない。あなたの考えていることを、知りたくても知ることができない。そこを彼らに付け込まれた」

　思わず息を飲みます。まさか、この期に及んで批判されるなんて！

「わたしが悪いというのですか？　あなたの作り話に乗らなかったわたしが、悪いのですか？　帝国の圧政からの解放者として、あのままルーリックに担かつがれていれば戦争は終わらせられたとでもいうのですか？」

「それは……」

「──ありえません！　そんなことをすれば、貿易の要路を奪われる帝国も皇帝権を目的に侵攻を始めた共和国も、ファヴェールと和平どころか停戦すら不可能と判断します！　長い戦争が始まることは確実で、新帝国の広大過ぎる領地にかかる維持管理の失費はファヴェールの足あし枷かせになるだけでしょう。ライアス公のおっしゃる提案はすべて、ファヴェールには荷が勝ちすぎるやりかたでした！」

　思わず語気を強くして反論してしまいました。すると、ライアス公も眉尻を跳ね上げます。

「だけど領地を広げるための行いなら、反対する諸公はいない！　隣国からの圧政をはね退けてみせることで伯父上は貴族たちの心を惹ひきつけた！　偉大な行いとその姿勢によって国は作られた。俺たちはその理念を継いでいると知らしめなければならなかった！」

　ええそうです。この人は昔から、わたしに言われたままでは済ませたくないのです。

「だからわたしの方針変更を周知してくださらなかったのですか？　ご自分の策にこだわって、皇帝権の宣誓書を作るロジオンの行いを止められなかった。わたしやナオキさんが必死で考えて考えて決定した方針を否定する理由は、『盛り上がらないから』ですか？　そんなのは、あんまりにもわたしを軽んじているではないですか！」

「従妹殿だって門閥との信頼関係を軽んじ過ぎている！　俺が彼らに信用されているのは、ただ顔が良いいだけだからと思うのか？　いままで積み重ねた実績があるからだ！　彼らの信頼と期待に応えて、ふさわしい姿と結果を見せる努力をした。なのに王女殿下は、あのセシリオ宰相とかいうぽっと出の異郷人は信じて、親戚の俺は信じない！　おかしいですよ！」

「しかたないではないですか！　門閥貴族たちの言うとおりのことをしていては国民から徴収する税が増える一方です！」

「西方戦線には頼んでいなくても増援を送ってくれたではないですか！　おかげでそれに見合う事業を提案しないとならなかった！」

「これは税負担の軽減と終戦のためなのに、勝手に変な事業を進めるからおかしなことになるのです！」

「『変な』だって？　変じゃない。なにも変じゃないですよ！　戴冠式こそまだしていなくても、これは国王の初うい陣じんだ！　手ぶらで帰ったら笑いものだ！」

「笑いたければ笑っていればいいのです！」

「それで失敗したばかりでよく言えますね！」

「ちょっ、ちょっと殿下、公爵。落ち着いて──」

「ええそうですね失敗しました！　わたしの決定をずっと邪魔ばかりする従兄がいましたからね！」

「邪魔？　邪魔だって？　そんなことをした覚えは無いですよ!!」

「あれが邪魔でなくてなんなのですか！」

「あれこそルーリックを従わせるために必要なことだった！　王としての責務だった！　少なくとも伯父上ならそうしていたはずだ。生前の伯父上にこの西方戦線を任せられた俺にはわかる！」

「父上に……それを言うのですか……！」

　父上に頼られていたのは、この従兄殿です。そのとおりです。わたしではありません。

「そんなにもわたしが王としてふさわしくないと思うなら、いまからでもルーリックの皇帝にでもなんにでもなればよろしいではないですか！　無理をして臣下のふりをする必要などありません!!」

「──俺を必要無いと言うのですか、王女殿下」

「ええ、そのとおりです!!」

　むしろその逆です。従兄殿にはわたしが必要無いではありませんか。どうしてわたしがそんなことを訊きかれなければならないのですか。

　そう思いました。不思議にさえ思いました。不思議でした。

「……そうですか」

　ですから、ライアス公爵のその答えは意外でした。

「それでは──御下命のとおり、俺はもうなにもやりません。出て行きます」

「えっ……？」

　突然、ぱたりと勢いを失って、ライアス公は硬い表情でそのお顔を固定していました。

　その目に浮かぶ苦しげな色が予想外に過ぎて、わたしはなにも反応できません。

「ご安心を。ルーリックに与くみすることはありません。兵を動かすときにだけお声かけください。……失礼します」

　一礼して、部屋から出ていってしまわれました。

「ライアス公！　ああ……殿下、いまのはあまりにも御無体ですぜ。公爵が立ち直れない」

「立ち直れない……？」

　思いもよらないケズテルド伯爵のお言葉に、うろんな反応くらいしか返せません。

「ちっと追いかけますんで、オレも失礼しますぜ。──ライアス公！　おい、ライアス！　待ちな！」

　ばたばたと走り去る伯爵の姿を見送って……見送って、わたしはなにもできずにいました。

「はあ……」

　ため息を吐いて椅子に座り込むと、だれもいなくなった部屋が、奇妙なほど寒々しいものに見えます。

　地図の上には大きな問題が放置されていて、それを解くことはわたしにはできません。

「ここに来る前は……こんなつもりでは、なかったはずなのですけれど……」

　少なくとも船の上では、わたしはこの西方戦線に希望を持っていました。ナオキさんという味方を得て培つちかった経験や数学を使えば、あの従兄殿相手にもきちんとお話ができる。そう信じていました。

　それが──どうして、このようなことになっているのでしょうか。

「……ひぅ」

　じわりと、視界が歪ゆがみました。

　目じりを濡ぬらし始めたそれは、わたしの中からこみ上げる無力感の塊のように思えます。

「……っ…………！」

　いったん溢あふれ始めたら、それはもう止まりませんでした。

　だけど、わかっています。わたしはこんなときにどうすれば声を殺せるのか、わかっていました。

　えずきたがる喉を殺し、息を小さくして、体も小さく畳んで──目をきつく閉じるのです。

「……ぅ…………ぁっ……」

　だれにも聞かれないように。だれにも気づかれないように。小さいころによくそうしていたように。

　わたしは勝手に溢あふれる涙と泣き声を押し殺す作業に没頭しました。




　　　　◯




「絶望的すぎるなこれは……」

　昼過ぎまで寝てようやく起きあがることができた僕は、さっそく現状のリスク評価を始めてみた。しかし、ペイオフマトリクスを作るまでもなくファヴェールの状況は悪い。手札が大きく減じている。

　これでは停戦交渉も難しい。

「うーむ、どうし[image: う゛]っ──痛たたた。あーくそ、なんだこれ」

　思わず口に出しながら椅子に腰を下ろしてしまう。

　昨日馬に乗って休み無しに長距離を走ったせいで、体があちこち痛い。主に筋肉痛と打撲。乗馬ってやっぱり運動みたいだ。直接戦ったわけでもないのに。

　いや一発だけ銃を撃ったか。

「うっ……」

　目の前で血を噴き上げて倒れた男の姿を思い出すと、ちょっと気分が悪い。わりと戦争続きで慣れてきたが、自分の撃った弾でとなるとやっぱり生々しさがすごい。

「気分が悪いか」

　呻うめいている僕に、そんなふうに声がかかった。

「あれ、ライアス公爵？」

　いつの間にか部屋に入ってきていたらしい。僕はたまにそういうのに気づかないので、突然声をかけられても特に驚かなくなっていた。

「ようやく起きたと聞いてね。……少し、話がしたくなったんだ」

　そう言って歩み寄ってきたライアス公爵が、壁に張り出した数式を見る。
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「ははっ……やっぱりこうして見ても、さっぱりだ。わからない」

「単純なコストの和算です。傭よう兵へいと市民と衛生費と防壁と攻撃設備の維持にかかるコストを足して、時間で掛ける」
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　なんのひねりもない略字の集合だ。

「傭よう兵へいや市民は食料だとして、防壁に……衛生費というのはどういう意味なんだ」

「それはもちろん、砲とかで削られたら補修が必要なんでその整備費用ですね。衛生費っていうのは、本来はその街にいない傭よう兵へいたちを防衛配備するのに必要な公共インフラです」

「公共……インフラ？」

「主に寝床とか道とか糞ふん尿によう処理のための費用です。街で兵士を雇って防衛するなら、人口がいきなり数千増える。考えておかないと疫病で死人が出るし、士気が落ちる」

「そんなもの、やつらが連れてくる酒保商人どもがやるんじゃないかい？」

「やってくれなかったら問題になる。最初からこっちでやる準備しとけば、価格競争が起きてあとで慌てて予算組むよりかえって安く済みます」

「そうか。……しかし、季節とか人数によって変わるんじゃないか？」

「だからパターンを見つけるんです。過去のデータで範囲を探って、確率分布で計算してみたり。リスク評価ならゲーム理論ではできないペイオフの確率分布が使えるから、こういう形に。インフラ費用については、推計値からだいたい正規分布で収まる傾向がありますし」

「すまないが、確率分布とか正規分布とか、どういう意味なんだ？」

「簡単に言えば、わりと当たるどんぶり勘定って感じです。サイコロを６回投げて６が２回出る確率より、１回だけ出る確率のほうが高いですよね。３回出る確率は２回より低い。それと同じことが、他のことでも起きたりするんです」

「人や物の価格が、サイコロみたいに……？　ダメだ。やっぱりわからない」

　ため息を吐いて、ライアス公爵は椅子に座り込む。

　そして、壁のほうではなく僕を見つめた。

「こう見えてもね、俺は優秀だと自負しているんだ。大学も行ったし、外国に士官学校ができたという話を聞いたら真っ先に飛んでいった。この戦乱の世で治世を正しく行うには、まず力が必要だからね。父や伯父上は厳しかった。だけど俺の力を認めてくれた」

「？　まあ、自慢話されなくても優秀さはさんざん聞いてますけど」

　ソアラからも他の門閥貴族たちからも聞いてる。王家の宝だと。

「……ひとりだけ、認めてもらえない相手がいるんだ」

　うん？　風向きが変わった。

「わかってるだろ、従妹殿だ。俺は王女殿下を小さい頃から見てる。王家のひとり娘。同じように最高の教育を受けていた。いずれ彼女も、俺と同じように一人前になるための試練をたくさん迎えて、立派な淑女として国に尽くすんだろう。そう思ってた」

　鈍い僕だって、そのひとつ先の言葉はわかった。

「……〝でも〟？」

　首を傾かしげてそう口にしてみると、公爵は肩をすくめて軽く笑った。

「そのとおり。でも──俺と同じ物の見方を、従妹殿はしなかった。俺はこうだ」

　二本の指で自分の目を示してから、僕を指で差すライアス公。

「だけど、従妹殿はこっちだ」

　今度は壁に貼られた数式のほうを指差す。

「なるほど」

「ほんとうに理解したのか？」

「ソアラが数字を重視するのが、気に食わないってことですよね？」

「ちがう」

　ライアス公は鋭い眼まな差ざしで僕を見つめた。

「きみが信用できない」

「……嫌味じゃなくて真正面から言われたのは、初めてです」

　誠実だが、本気すぎて怖い。

「僕は僕なりに誠実に仕事してるつもりなんですが……」

「俺にはそうは見えない。きみは評議会から逃げるみたいに戦場に来た。人付き合いを避けてる。計算するものは俺たちを否定してばかりだ。王女にだけは気に入られようとしてる。正体がまるで摑つかめないし、言ってる言葉も特殊で煙けむに巻まかれてる気分だ。体も鍛えてない。どう見ても戦場が苦手そうだ。国政に関わりたがる。謎の美女を侍はべらせた。──こんなにも怪しいところばかりなのに、従妹殿はきみを『信頼してる』とまで言い切った。なんでだ？」

「それは嬉うれしい」

「なんでなんだ!?　俺は、逆に、『邪魔』とか『必要無い』とか『ルーリックに寝返ってしまえ』とか言われたんだぞ！　どうしてだ!?」

「うわあ」

　それはきつい。僕なら泣ける。ちょっと同情してきた。

　八つ当たり気味ではある。あるけど、しかし……公爵の言うことも、正しいところはある。

　だから僕は息を吸って、吐いて。少し勇気を出して切り出した。

「まあほら、僕も故郷だとそれ全部言われたことあるし」

「……そうなのか？」

「そうなのです。父親なんて見たこともないし、母親は小さいころに死んでる。父親代わりの祖父がいたけど、叔母には嫌われて財産も取られた」

「それは……従妹殿には？」

「もちろん話した。だけど、知ってるのはライアス公爵でようやくふたりめだ。広めたりはしないでほしい」

「そうか……いや、そうか。うん、それはわかったよ。だけど……話してくれたのは、なんでなんだい？」

　ライアス公が不思議そうに言う。まあ、たしかにそんな仲良しこよしというムードではなかった。

　だけど、

「……公爵が言うことも一理あるかと思って」

「なんのことだい？」

「『人付き合いを避けてる』ってやつです。そういうつもりはないんだけど……まあその、これが改善案かなと思って」

　言ったら、ライアス公が破顔した。

「……ふっ、それでさっそく実行かい？　面白いな、宰相殿は」

　うるさい。

「そういう生い立ちだから、人付き合いが苦手だって言いたいのかい？」

「いやそんなつもりは無いんだけど。うん。べつに。ただ……体育会系苦手でね」

「たいいくかいけい？」

「ムキムキの男イズムで迫ってくるタイプ。ライアス公とかケズテルド伯爵にはそれっぽいところがある。強引だし」

「この体は鍛えた長年の成果だぞ。努力を誇ってなにが悪いんだ！　そういうきみも少しは鍛えろ」

「ほらもう、自分にできたことを人がやらないと怒り出す。そういうところだよ」

　僕は椅子に座ったまま後退した。ライアス公爵は逆にずいずい前に来る。

「劣等感があるなら、鍛えればいいだろ。明日から剣を教えようか」

「それを言ったら、僕やソアラの数式だって長年勉強し続けた成果だ。話についていけないなら明日から勉強してくれ」

「算術は苦手じゃない！　ただ、きみたちのが不可解すぎるだけだ」

「ふふん、泣き言だ。男らしくない。数学苦手だって素直に認めてみればどうですかね？」

　僕がにやりと笑ってやると、ライアス公がカチンときた表情になった。

「そっちこそ認めなよ。人付き合いが怖いんだろ。過去になにがあっても、いつまで人見知りとかいう言い訳で甘えるつもりだ？　男らしく、いや大人らしく、言い訳をせずに克服しろよ。従妹殿は十代の子どもだから許す。だがきみはいくつだ？　いつまで、だれに甘えるつもりなんだ？」

「ぐ、せ、正論すぎる……」

「きみがそうやって甘えている間に、ソアラ王女は苦労して評議会の協力をとりつけていたんだ。宰相に任命される前はそれで良かったかもしれないさ。だが立場を手に入れてまで、ずっと王女に甘えるのか？　なんのための宰相だ？　それが頼りになる大人なのか？」

「……そうかもしれない。ああそうかもしれないけど！　言い返せないって腹立つな！」

「言い返せないのは当然だ。いつも正しいことを正しくやってるからな俺は」

　おっと、そいつはむかっと来る言い分だ。

「あん？　ソアラに無理をさせたのも〝正しいこと〟だったと言い張るつもりですかね。それはないでしょ公爵」

「なんだって？」

　鼻白むライアス公に指を突きつけて追及する。

「公爵は自分勝手にあれこれ王族らしさとやらを迫る。だけど、ソアラはそんなのを必要としていなかった。〝正しい〟ってずっと言い続けてるけど、本当は正しいことがわかっちゃいない。前の王がやっていたことをくり返してれば王っぽいって思ってるだけだ」

「なっ──そんなわけがないだろう！」

「だったらどうしてソアラ王女殿下に邪魔扱いされてるんだ」

「ぐっう……！　ううううるさいな！　貧弱なくせに！　貧弱なくせに！」

「それもうただの悪口だろこのハンサム脳筋!!」

「甘え宰相！」

「ハゲろ！　娘に嫌われろ！」

「傷つくこと言うなよ……」

「いきなりメンタル弱くなったな!?」

「妻と娘にソアラみたいにされたら俺は生きていけない。宰相も結婚すればわかる。恋人と別れるとかとは全然ちがうから、宰相も覚悟しておくんだぞ」

「〝恋人との別れ〟とか知らない」

「えっ、普通あるだろ？」

「うぜえ……！」

　イケメンくたばれ。
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　ようやくえずくのを治めたものの、わたしは椅子の上に縮こまったままぼうっとしていました。

　これからやること……いいえ、やれることなんて、限られていますから。

　撤退し、後退し、戦費負担に怯おびえながら、どうにか戦争をし続けるしかないのです。そんな国の未来を考えていると、動くのも億おつ劫くうになります。

　なんだか、寒くなってきました。

　だから、

「ソアラ様、大丈夫でございますか？」

　そんなふうに話しかけられたとき、なんだかびっくりしてしまいました。

「……テレンティア……いいえ、リーリヤさん。あなたも、来てくれていたのですか」

　わたしの近くに立って、以前と同じようににこりと笑いかけてくる女性。リーリヤ・エリコヴナ・コルスナ皇女です。

「もちろんにございます。ああ、本名がバレるとまずい立場のかたもいらっしゃるので、いままでどおりテレンティアと呼ばわりくださいませ」

「わかりました」

「……ずいぶん消沈されてますねぇ。こっそり泣いていらしたのでしょうか？　頰が固まっていますよ」

　ふにふにと頰を優しく揉もみ解ほぐされます。

「うぅ……わかりますか？」

「わかりますとも。これでも、もと皇女でございますから」

　気楽そうに言われてしまいます。もしかして、テレンティアさんも声を殺して泣いてらしたことなどがあるのでしょうか。

「それに、伯爵様より話を聞き及んでございます。ライアス公爵を追い出されたとか」

「公爵こそわたしを無視するからです」

「ふふ、そうでしょうか」

　うなずいて小さな笑みをこぼしたテレンティアさんが、ぽふぽふと手て櫛ぐしで髪を梳すいてくれます。

「さて、ソアラ様。次にどうするべきかを決めなければなりません。御主人様のところへ行きましょうか。それとも、ここへお呼び立てしますか？」

「……わたしなんて、必要ありません」

「はい？」

　流麗な瞳がきょとんとわたしを見つめてきます。

「わたし……わたしは、西方戦線でナオキさんに活躍していただいて、味方を増やすつもりでした。従兄のライアス公爵とは、久しぶりに会って成長ぶりを見せればきっと味方になってくれると思っていました。それができると、思い上がっていました……」

　泣いて熱くなった顔を冷たい手で優しく解ほぐされて、なんだか強こわ張ばりと一緒に口を閉ざす鍵まで解ほぐされてしまったようです。愚痴が止まりませんでした。

「実際は、わたしは右往左往してばかりで自分で決めた方針を守りきることもできませんでした。自信を持って決断し、立派な姿勢と結果を見せる。……それこそ、ライアス公が仰おつしやっていた王です。まさにそのとおりだと思います。だからこそ、あのときに公爵に言い返さなければなりませんでした」

「ソアラ様……」

「多少ばかり計算が得意だと言っていたくせに、ナオキさんとテレンティアさんのおふたりに任せっきりにしていました。大量のデータを整理して整形するための人手を雇うことすら手伝いませんでした。資料を捌さばくナオキさんが手一杯なのは知っていたのに。そのせいで間者を呼び込む隙ができました」

「それについては、私も忍び込んだ側でございまして……」

「中年の学士を雇ったとかんちがいして、すごく美人な皇女様と浮うわ気きされましたし」

「ソアラ様？」

「わたしはもうだめです……だめな王女です。王族としての資格がありません……」

　さっき拾ってきたクッションを抱きしめて、わたしはソファの上で小さく体を畳みました。

　こうすると温かいしなにも見なくていいので、心が安らぎます。

「ソアラ様、それは逃げているだけでございますね？」

「はい……逃げています……」

　それは言われるとそのとおりなのです。

「ソアラ様、私が以前お話ししたことを、覚えていただいておりますでしょうか？」

「……なんのお話のことですか？」

「私の後悔していることの中に、いくつか、家族のことが含まれてございます」

　一緒にお酒を飲んだときのことです。そのようなお話を聞いた覚えがありました。

「ええっと、クーデターで……」

「ええ、はい。私以外は生き残ってございません。そんな私から、ひとつアドバイスをさせてくださいませソアラ様。いいですか？」

「は、はい」

　わたしは思わず姿勢を正してしまいます。

「あなたは立派な王女です。私はそれを知っています」

「……そんな」

　思わず首を縮めてしまいます。わたしは、たったいま自分の無力さを味わわされているばかりだというのに、そんなことを言われても。

「ほんとうのことです、ソアラ様。王と同じ立場になれば、普通なら反抗的な家臣を処断し、外国勢力に仲間をする派閥をまとめて虐殺し、自分専用の懲罰部隊をつくるではありませんか。ソアラ様はすべておやりになりましたよね？」

「引退させた侯爵とオルデンボーの傭よう兵へい団と王室輜し重ちよう隊の話を暴君の圧政みたいにそんな！」

「ふふふ、冗談でございます」

「笑えないです……」

　がくんと肩を落としたわたしを、テレンティアさんはそっと腕に手を添えて目を合わせます。

「でも、それは君主としてあなたがやってきたことです。暴君とはちがっても、あなたが決断して実行したのです。その行いが、王の領分にあることはおわかりいただけますね？」

「……そう、ですね」

　たしかに、わたしがやったことです。王として。

「この西方戦線でも王の務めを果たすために行動してございました。あなたは常に行動し、挑戦していました。必ずや国を良くするためと、常に先頭に立っていました。それはだれでもなくあなたがやってこられたことです。なのに、いまは諦めておられます。──なぜですか？」

「わたしが、不ふ甲が斐いないから……」

「不ふ甲が斐いなさなど、どうでも良いいのです。あなたは立ち上がる。そしてまた行動する。なぜなら、あなたは王女ですから。幼いころから家でもなく力でもなく、国を愛することを教えられて育ってしまわれたから」

「国を、愛する……」

「そのとおりです。私たち王女は、庶民とはちがい明日のパンや着る物に一切不自由しないかもしれません。ですが、庶民には愛せないものを愛するようになる。パンではなく麦を、麦を作る大地を、大地を耕す民を、それらの営みを愛するのでございます」

　わたしの胸が、少し強く鼓動しました。

「私は、民に裏切られて権力の座から落ち、その民が戦争で蹂じゆう躙りんされるのを見ました。ひどい目にも遭わされました。けれど──けれど、御主人様やソアラ様とお仕事をすることが、復ふく讐しゆうをしている時より、ずっと楽しいのです。この国を読み解くことが。この世界の営みに思いを馳はせることが。きっとあなたもそうなのですよ」

「わたしも……ええ、わたしも、そうなのかもしれません」

　強く、強く、意識がくっきりとした輪郭を持ち始めました。

「ですから、諦めましょうソアラ様。きっと私たちは、この身一つしか持たないような明日をも知れぬ身になってすら──いちどでも美しい世界を夢見てしまったとしたら、それを求めるしかないのです。なぜなら、私たちがそれを愛しているからです」

「……そのとおりです。ええ、そのとおりですね。もうじゅうぶん泣きましたし、そろそろ諦めることにします。諦めて立ち上がります。だってわたしは──ファヴェールの王ですから」

　お腹なかに力を入れて、立ち上がります。だってわたしはそういうものですから！

「それでこそ、私が憧れたソアラ王女でございます」

「……あの、恥ずかしいので憧れたりとかしないでください」

「いやです。私もあなたほど可愛かわいらしくなりたかったのですから」

　ほっぺたをまたもふにふにと撫なでられます。

「ふぁっ、ふぁまずは、足元を固めにいきます。なんだかんだいって、この地の力関係にも用兵にも詳しいライアス公爵の協力は不可欠ですから。公爵に謝罪して、ちゃんとナオキさんと一緒に作戦を立てられるようにしてもらいます！」

　どうにかテレンティアさんの魔手から逃れて、お仕事に目を向けました。

「そのことですが、ライアス公爵はきっと……ソアラ様に従わされたいのだと思います」

「えっ」

　もと皇女様が指を立てて意外なことを言います。

「無論、縄で縛られて獣のように叫んで悦よろこびを表現するような行為を求められているわけではありませんけれども」

「それはわかります」

「彼はルーリックにて御主人様のもとへ間者を送りこんでいました。それは、なぜだったと思いますか？」

「それは……ナオキさんを、信用していなかったからでは……？」

「私もそう思いました。御主人様も、そう言ってございました。しかし……外では昨日の襲撃で壊された家からいろいろと持ち物を運んでいるのですが、そのときに面白い物を見つけたのです。これを見てください」

「……？　これは……資料、ですね」

　差し出された資料を受け取ると、ずっしりとした重みを感じます。

　紙の束を紐ひもで縛った簡素なものですが、量が多いので本のような分厚さになっています。

「ええ、はい。それでは、中をご覧くださいまし」

「中と言われても、これはナオキさんのところにもあったただの記録ですよね？　なにも面白いところなど──」

　言いかけた言葉が、止まりました。なぜなら、そこに言葉を止めるほどのものが書かれていたからです。

「これは……」

「たいそう、面白いものでございますね？」

　くすくすというテレンティアさんの漏らす笑い声を耳にしながら、わたしは急いで立ち上がりました。
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「……」

「……」

「あの、やりづらいんですけど」

「気にしなくていい」

「気になるわ！」

　とうとう反論が雑になる。さっきからなぜかライアス公爵がずっと部屋にいるのである。

　言い争いをしてからこっち、このハンサム顔は僕を睨にらみつけ続けている。

「なにがしたいんですか。邪魔するならどっか行ってくださいよ。ただでさえ、持ち出せた資料が少なくて難儀してるんです」

「……邪魔なんてしてないだろ」

「まあたしかに、それはそうなんですけど。気が散って仕方ない」

　ライアス公爵はそこにいるだけで、べつに仕事の邪魔をしてきているわけじゃない。だからこそどうにも扱いに困る。

　なんなんだろういったい……。

　僕が困り果てていたそのとき、ばんっ、と勢いよく扉を押し開けて現れた人物がいる。

「王女殿下」

「ソアラ」

　珍しくノックも無しに現れた王女と、そのあとに続いてきたテレンティア。ソアラは、手の中に握りしめていた資料をどさりとライアス公の前に積んだ。

　それに手を置いて、言う。

「探しましたよ公爵。あなたに聞きたいことがあります」

「なんなりとお答えします、殿下」

　硬い表情で一礼したライアス公に、ソアラは言った。

「……ライアス公爵、あなたは──本当は、数学を理解しようとしていてくださったのではないのですか？」

「えっ」

　と声を上げたのは僕である。意外な発言だったのでつい。

「御主人様、お静かに」

　テレンティアが、僕の横で小声で注意してきた。いまはソアラのターンらしい。机の上に積み上げた資料を叩たたいて、王女が言う。

「これはライアス公爵が間者を使ってナオキさんたちから入手した資料です。ごていねいに数式の写しまで取らせていて、見事なものです。そして、資料の中にはすべて、直筆の書き込みがありました。独学で、読み解こうとしていたのですね」

　そんなことを言うので気になって覗のぞき込こんでみると、たしかにびっしりと『ゲーム理論？』だの『Ｐ[image: やじるし]たぶんなんでもいい？』とかあれこれ数式についての考察が書かれていた。

　ライアス公はしばらく口を開けたり閉じたり目をそらしたり戻したりとしていたが、やがて観念して目を閉じうなずいた。

「ええ、そうです。そのとおりですよ王女殿下。……俺だって理解しようとしました。だけど、結局はわからずじまいだった」

「……聞いてくだされば良かったのに」

「そうまで急いで理解する必要は無いと思ったんです。算術なら俺にもわかる。他に重要な仕事もあったし。だけど──」

「噓うそつけ。毎日夜遅くまでずっと悩んでたじゃねえか」

「ケズテルド伯爵？」

　次に現れたのは、大きな箱を抱えた伯爵だった。どかっと机の上にそれを置いて、ソアラににかっと笑いかける。

「どうも殿下。遅くなりまして申し訳ありませんな。宰相に手土産が無いとならねえって思いましてね」

「僕に？」

「そうさ。宰相にだ。開けてくれ」

　重々しいその箱をばしばし叩たたいて言う伯爵。

　いったいなんだろうか。首を傾かしげつつそれに歩み寄り、開けてみると──

「えっ、あれっ？　ルーリックに置いてきた資料だ！　うわーありがたい。失なくしたからまた一から作り直しかと思ってた」

「そこのもと皇女が持って行ったのは一部だけで、ライアス公爵は送り込んだ間者に山ほどある資料を写させてましたんでな。失なくしたって聞いたんで、こいつは喜ばれるかと思って持ってきた。昨日の騒ぎでめちゃくちゃになってて集めるのはえらい苦労したが、兵にも手伝ってもらってどうにか」

「こいつをくれるのは助かるけど……手土産ってことは、なにか僕に用事とか？」

「ああ、単純な話です。オレたちにも、宰相殿の魔術を教えてほしい──どうか、頼みます」

「へっ？」「えっ？」

　変な声が出た。ソアラまで同じような反応をしていた。

　当たり前だ。いままでずっと反対されていたし、目立った戦果も挙げていない。なのに、

「どうしてですか？」

　直球で聞いてみると、伯爵は口くちの端はを持ち上げた。

「宰相殿、オレは戦いがうまくて一目置かれてる武家だ。長年の経験がある。だがよ、そりゃつまり戦った回数がとりえだってことになる。……宰相が作った『せろーまん』とかいう」

「セルオートマトン」

「そいつだ。あれで宰相は何回戦ったって言ってた？　50回だ。オレは共和国相手にそんなに戦ったことはねえ。これじゃあオレは……あっという間にジジイになっちまう。そんなのは御免だ。だから、教わりたい。かんたんな理屈だろ？」

「……最初は、俺は反対だった」

　ライアス公爵が、ばつが悪そうにしながらも僕を見た。

「王は余人とはちがう存在だ。算術で国を動かすなんて、ありえないだろう。学びさえすればだれでもできるような力では、だれも王が特別であると信じない。計算ができればだれでも同じことができるような数学の力は、君主にはふさわしくない」

「『王にふさわしくない＝イコールソアラにふさわしくない』って思っていたわけだ。……ということはやっぱり、ライアス公は最初からソアラのことを王として認めてたのか」

　ずっとつきまとっていた違和感。

　ソアラはライアス公に嫌われているなんて言っていたが……彼は最初からソアラを立てようとして動いていた。やりかたはともかく。

「当然ですわな。そもそもオレたちが西方戦線を保ち続けたのは、王女殿下が本国はオルデンボーに負けると言ったからだ。王女殿下の主張を知って、公爵は兵を東に戻すのをやめたわけですからな」

　伯爵がにいっと笑ってライアス公を見る。全員の視線を受けて、公爵が説明した。

「もしも大敗して東側すべて占領されたとしても、このルーリックと西方領地があればここを再起の土地にできる。従妹殿が西側から捲けん土ど重ちよう来らいを果たすことを目的に、占領を進めていたんです。……まあ、結果は予想外に領土を守りきったので、その必要も無くなりましたが」

「そんな事情が……」

　ソアラが意外そうにつぶやく。自己評価が低すぎるのも考えものである。

　優秀な人材には、きちんと王の器を認められていたということだ。

「殿下は昔から僕に見えない世界を見ているような子どもだった。いずれ王位を継いだら、どんな王になるのかと期待していました。それが、どこの者とも知れない怪しい輩やからを引き入れるなんて、もしかしておかしくなったのかと──」

「ライアス」

　伯爵が苦笑いして肘で突く。ライアス公は大きくため息を吐いた。

「けれどそれは俺の間違いでした。殿下は相変わらず変わった物の見方をしているけれど──それは俺たちが未熟で殿下の見ているものが見えないだけだ」

　だから、と公爵は僕とソアラに向き直った。

「お願いします。ソアラ王女、セリザワ宰相。俺たちにも、あなたたちの見ている世界を教えてください。俺たちだって、この時代に居場所が欲しい。挑戦したい。人に必要とされていたいんだ。だから、どうか──」

「「──頼みます」」

　大の男が若輩者にそんなことを言うことが、この時代にあってどれほど屈辱とされているか。現代社会ですら難しいことだ。

　なのに、このふたりはそれをやってのけた。

「お顔を上げてください、ライアス公爵、ケズテルド伯爵。あなたたちにそこまでしていただくほどのことではありません。それは、それはむしろ、わたしのほうからお願いしたいことです」

　ソアラがそう呼びかけるが、ふたりは気をつけの姿勢で俯うつむきがちに答えた。

「いいえ、俺は殿下に無礼な口を利ききました。宰相殿にもです。他にも、まずいことをやった。いくら悔しかったとはいえ、あんな真ま似ねをした俺が気軽く言えることではないですよ」

「ま、止めなかったオレもです。それに、教わるのがどっちなのかって態度は最初にはっきりしとかねえとあとで困りますや」

「……わかりました。ふたりとも、これまでのことは差し許します。ですから、どうか今後はわたしの臣下としてその辣腕を振るってください」

「御意」「御意に、殿下」

　ふっと息を吐いて、ようやく顔を上げるふたり。

　それを見てソアラもほっと安あん堵どの笑みを浮かべた。

「ライアス公爵の言うとおりです。数学はどんな人でも、素晴らしい世界をつくる力を持っています。ですから、それを学ぶ人が増えることはこのうえなく頼もしいことです。

　なぜならわたしは、血筋も偉大さも神聖さも必要無く、どんな人でも、素晴らしい世界をつくる力を持っているのだと、信じています。信じて──証明してみせたいのですから」

「ん……？」

　どんな人でも力を持つ、ことか。

「……どんな人でも……集めて……力にする……」

　いま共和国という強力なプレイヤーがいる。ファヴェールは２番手。そして帝国。ルーリックが参加。

「従妹殿……それは、理想だ。現実に力のあるものじゃない」

「ふふ」

「なにがおかしいんだ」

「理想的な世界だということは、認めてくれるのですね」

　彼らが持つそれぞれの力はバラバラだ。共和国は兵力。ファヴェールは兵力と地ち政せい。帝国は防壁。ルーリックは地ち政せい的リスクである。

「……従妹殿は、いつもそうだ。俺には見えない世界を見ている。俺たちが、こんなに心を尽くしても、あなたは見る世界を変えようとしてくれない。それが──俺たちには、少しだけ悔しいよ」

「そんなことを、想おもってくれていたのですね。てっきり、わたしより優秀な従兄殿は、わたしのような鈍くさい王が誕生するのを嫌っているかと思っていました」

　このなかでファヴェールを滅ぼせる国がある。

「……御主人様？」

　なにか言われている気がするけど気にしない。いまはこっちだ。地図を見る。

「まさか。伯爵と俺は、ずっと戴冠式を心待ちにしていた」

「……そうだったんですか？」

「そうです。他の奴やつがなんて言っているかは知らないが──オレも、ライアス公も、王女殿下の味方だ。そいつは確かですぜ」

　そう。そうだ。彼らがいちばん欲しいものにいちばん重みづけをするべきで。リスク評価は一方通行ではだめだ。彼らにとってのリスク評価は、こちらと異なるんだ。

「わたしは……いままでかんちがいをしていたようです。ありが──」




「なるほど！　よし、ソアラ！　平和のために戦争する方法を売りつけに行こう!!」




　会心のアイデアを口にした僕を、

「……」「……」「……」

「あ、あれ？」

　なぜか冷たい眼まな差ざしが迎えた。

「御主人様の間の悪さは、天才的でございますね」

　テレンティアが忍び笑いを漏らしながら言う。

「そんなことないよ」

「あります。それは、すごく、あります」

　言い返した僕に、刺すような冷たい目でソアラはそんなことを言うのだった。

　なんでだ。




　　　　◯




　その日は、ずいぶん空が明るく見えました。

　ルーリックが見える小高い丘の上で、わたしはロジオン議長と机を挟んで対面していました。

　攻城戦の前の降伏交渉ですが、ルーリック側の希望で見晴らしの良いいここで行うことになったのです。

　街の中はだれが耳を立てているかわからない。こちらで用意した場所では不安。というなんとも小心な理由でしたが、風も無く穏やかな日和でしたのでちょうど良かったかもしれません。

　そうして空の恵みを楽しんでいるわたしに、ロジオン議長は挑戦的な笑みを浮かべました。

「ファヴェール軍がルーリックを攻めると聞き及んで、正気を疑いましたが……どうやら本当に攻めるおつもりのようですな。まったく、馬鹿げた選択をなされた」

　最初から挑発的にかかってきたロジオンの言葉に、わたしはちょっと気分を害されます。

　どうして天気の話から入ってくれなかったのでしょうか。とはいえ、あまり会話が弾みそうな相手でもありません。以前のように前置きが長くないのでよしとします。

「ずいぶんと強気ですね。ルーリックは８０００の兵士を相手に２ヶ月と経たたず降伏しました。今回は１万人ほど追加です。２週間くらいで降伏していただけるのではないのですか？」

　こちらからも強気に出てみますと、老人が眉をひそめて身を乗り出しました。

「以前はだれもこの街を守る兵を送ってくださらなんだ。だが、此こ度たびはちがいまする。聞いておりませんかな？　ついに共和国がニコンスクを陥落する手立てを得たとか。じつに２年越しの快挙！　こちらへの進軍も時間の問題。かの国は騎兵による素早い軍をお持ちだ。我々はほんのしばし耐え忍べばよろしい。ひと月も必要ありませんでしょうなぁ」

「なるほど、ひと月以内に助けが来ると思っていらっしゃるのですね。ずいぶん短い見積もりです。それも無理はありません。この街は、軍による虐殺の記憶が刻まれています」

　短期間での決着を望んでいることが窺えます。無理もありません。あの街は以前に皇帝の粛清を受けたのです。裏切りができないような人材ばかりが残っています。戦いに手練れた領主もいなければ、市民の士気もさほど高くないということです。

「そんなことはだれもがわかっております。隠し立てをするつもりもない」

　苛いら立だったように語気を強くして、ロジオン議長はわたしを睨にらみつけます。

「わかっているといえばファヴェール軍では共和国に敵かなわないということも、わかっておるのですよ。それも、ニコンスク陥落に際しては我がルーリックも貢献しました。兵を送っていただけることは確実。──かの最強騎兵に蹴散らされることがお望みですかな？」

　もう勝ったも同然であるかのように、ロジオン議長はにやりと不敵な笑みを浮かべました。

「やはりあなたの間かん諜ちようが盗み出していましたか。……その情報で共和国に恩を売っておいたということですね」

「わかっているなら話が早い。諦めて国へ帰りなされば、兵を無駄死にさせることもありますまい」

　わたしは話題を変えることにしました。

「ところで、帝国政府が抱える問題についても、解決法があることはご存知ですか？」

「なにを言って……？」

　困惑するロジオンに、わたしは手早く告げます。

「その問題とは、攻めるための兵隊を持たないことです。どこかの貴族に雇わせたり、政府が税を徴収する体力すらもう持っていない。──この問題を解決するためには、ファヴェールと同じような方法が使えます」

　わたしはそこで言葉を切って、後ろに控えている兵士たちを手で示してみせます。

「帝国が徴募兵制度を導入すればいいのです。この国は周辺世界のどの国よりも人口が多い。であれば、国民を兵隊とする仕組みが整えば瞬またたく間まに大軍を用いることができます。かんたんに試算してみれば、少なくとも５万の大軍を集めるのも容易なことです」

「なっ、ご、５万だと!?」

「さて、もしもそうとなれば、いままで守りの選択肢しか持たなかった帝国政府が攻めに転じるやもしれません。たとえば共和国がファヴェールを襲うために横腹を晒さらせば、たちまち攻勢に出ることもあります。かの国に兵はおらずとも、将はまだ生き残っていますから」

　これが意味することはつまり、

「そうなれば共和国はこちらへ来ません。全軍を危険に晒さらしてでもルーリックへ来援すると約定はありますか？　もしあれば、帝国軍と挟み撃ちにできるのですけれど」

　いちばん強い兵隊を滅するためなら弱い者は手を組む。それが三みつ巴どもえの厄介なところであり──いまは、ファヴェールの強みでもありました。どんな軍隊であっても、横合いを突かれれば対抗しきれません。

「そ……そのような事態になれば、ファヴェールにも危険なはずだ！　帝国軍が息を吹き返すのですぞ！」

「そのとおりですね。幸いにも、帝国には国民軍という前例がありますけれど、ノウハウが無い。前回の国民軍は命令違反や給金未払いで四分五裂したそうです。うちの徴募兵のように、税の徴収方法や命令系統・それに管理のための事務手続き。そういうものがありません」

「そ……それで脅すおつもりかな？　そんなことができるわけがない」

　身を縮こまらせたロジオン議長に、わたしはもの悲しい顔をして見せます。

「ところで以前に奇襲を受けたときのことです。不幸にも、徴募兵制度を整えるための手引書が帝国の聖教会に渡ってしまいました。主教の呼びかけに呼応した国民により、帝国国民軍がアルクトスで結成されるようです。困りましたね？」

　まったく困ることになりました。──ルーリックが。

「そんな、馬鹿な！　仮に、ファヴェールからそのような提案をされたところで、敵国で異教徒でもあるファヴェールを主教座が信用するはずはない!!」

「ええ、教会につてなどありません。きっと情報漏れがあったのですね」

「あ……あ……故意に、それを盗ませたのか！」

「言いがかりです」

　正解ですけれど。

「そのようなことをして、いったいどうなるとお思いか！　自国の敵を増やしたのですぞ！」

　これによってどうなるのか、ですか。

　もちろん熟慮のうえで行ったことです。どうなるかなど、決まっています。

「ノンゼロサムゲームです」

「……なんですと？」

　ロジオン議長が、あっけに取られたかのように聞き返されます。

「ノンゼロサムゲームです。社会全体の利得を増やすことで、自分自身の利得も同時に増やすことです。敵とか味方とかではなく、全員が平和を享受することさえできれば、利得の総和が増えるはず。……人のために与えることで、自分の利益も増える。攻撃することばかり考えていては、利得は妥協点以上にはなりません」




　　　　◯




「いいかな。パレート効率的な選択というものがある。自分の利益だけを求めるのではなく、全体の利益を上げたほうが自分自身の利益も上がるという選択だ」

「修道士みたいなこと言いやがる」

　伯爵が顔を歪ゆがめる。僕は手を振ってそれを否定した。

「もっと簡単なゲーム理論の話だ。たとえば、こういう条件を出そう。〝鹿狩りゲーム〟だ。プレイヤーＡとＢのふたりで鹿狩りに行く。ふたりで分かれて鹿を待ち伏せして追い詰める。だが、その森には兎うさぎがよく出る。待ち伏せしているときに兎うさぎを追えば、鹿より少ないが利得を得られる。だが、ひとりだけでは鹿は捕まえられず逃げられる。

　つまりふたりで協力して鹿を追うか、それとも手近な兎うさぎで満足しておくか、という選択で結果が分かれるんだ」




プレイヤーＡ／Ｂ


Ｂ鹿　Ｂ兎うさぎ



Ａ鹿　　（４，４）（０，３）

Ａ兎うさぎ　　（３，０）（２，２）




「まずはナッシュ均衡を考える。利得を得られるのは『ふたりとも鹿を追う』か『ふたりとも兎うさぎを追う』だ。どちらを選ぶか、考えかたはふたつある。

　ひとつは『パレート支配戦略』。これは相手を信じて全体の利得を上げようとする戦略。

　もうひとつは『リスク支配戦略』。相手が裏切った場合の損失を考えて、リスクから期待値を割り出そうという戦略だ」

　僕の言ったことに、ライアス公が肩をすくめた。

「要は相手を信用するかしないかだろ？」

　ざっくりした要約だが、的を射ている。

「結論だけ言うとそのとおり。パレート支配戦略では『相手の損失を減らさず自分の利得が高い選択』を選ぶので、鹿を追う。リスク支配戦略では相手の行動を確率で割り出すが、相手が２分の１の確率でそれぞれの選択をすると仮定して、鹿を選んだ場合の期待値は〝（4×0.5）＋（0×0.5）=2〟であり、兎うさぎを選んだ場合は〝（3×0.5）＋（2×0.5）=2.5〟となり、兎うさぎを選んだほうが期待値が高いので兎うさぎを選ぶ。

　お互いに協調したほうが利得が高くなるのに、リスクを考えると少ない利得に落ち着いてしまう。これが『コーディネーション問題』と呼ばれる損失だ。選択肢を変えさせるには確率変数か利得を変動させないとならなくなる」

「……だんだんわからなくなってきた」

「オレは最初からさっぱりだ」

　公爵と伯爵がさっそく首をひねり始めた。

　しかし、ソアラが落ち着いた声でふたりをなだめてくれる。

「相手が信用できる人なのか調べたり、鹿を捕まえたときだけ分け前を増やしたりすると、ちゃんと鹿が獲とれます。そういう意味です」

「それは……ゲームの前に、相手の選択を調査すればよろしいのではございませんか？」

　テレンティアが言うが、僕は首を横に振った。

「その調査のコストと信用率の設定という課題になるだろそれ。問題は選択を知ることじゃない。戦略を変更させることだ。リスク支配戦略をいかにパレート支配戦略に心変わりさせるのか」

「心変わり……ですか……」

「いまのファヴェールはリスク支配戦略だとらちが明かない状況だ。ここはいっそ、パレート支配戦略を僕らがやるのはどうかと思う。つまり──我々が彼らの問題を解決してあげるのが望ましいんじゃないかと思う」

「……どういう意味だ？」

　ライアス公が目を細める。僕は地図の上にある馬の置物を指差した。

「まず、共和国がニコンスクを陥落した場合を考える。そのあとは帝都を攻めるか、安全のためにファヴェール軍をまず襲うか。鹿か兎うさぎで、兎うさぎのファヴェール狙いになると思います。ファヴェールは倒されるわけにはいかないので退却して長期戦。帝国は兵隊を出すこともできず静観して動向を見る。まあそういう、いやな流れですよね。これはすべてのプレーヤー間で囚人のジレンマが発生した末に行き着く状況だ。リスク支配戦略でいけば、みんながリスクを避けて行動してそうなってしまう」

「兎うさぎ扱いなのが癪しやくだが、そうなってやがるな」

　ケズテルド伯がうなずく。

　そこで僕は、別の方向を指差した。たくさんの石が入った大きな深皿。大人口を擁する帝都帝国政府だ。

「だけど、帝国の国民にとっては帝国政府がすべての軍隊に勝つのが望ましい。そう思いませんか？」

「他国に攻め滅ぼされる危機に立ち向かう皇帝を選び出し、皇帝軍が勝利して国を治める。どの国でも、当然のように望まれるお話でございますね」

　テレンティアが補足してくれる。つまりそういうことだ。

「そのとおり。だから──僕らが徴募兵制度を帝国政府に提供して、帝国に強力なプレーヤーになってもらうんだ。共和国も強力な皇帝軍が生まれれば、ファヴェール軍に気軽に襲いかかれない」

　その話への反応はさまざまだった。しかし、いちばん早く理解したのはソアラである。

「新しい兵隊を生むことで、情勢に変化をもたらすのですか……」

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　そんな強力な皇帝軍が結成されたら、俺たちにとっても大きな障害になるぞ!!」

　ライアス公爵が慌てて言うが、僕は壁に書いた鹿狩りゲームを叩たたいて言い切ってみせる。

「僕らは鹿を追う──つまり、いちばん利得の高いルーリックの奪還と停戦交渉がしたいんだ。それを前もって帝国に打診しておく。徴募兵を作らせるのは合意に前向きな帝国の返事をもらってからでいい。鹿狩りゲームをコーディネートするんだ。双方向のコミュニケーションが取れれば、鹿狩りゲームの成功率は上がる」

「……こちらの動きがわかっているなら、帝国軍はファヴェール軍より共和国軍を狙う。ルーリック奪還後は返還されるとなれば、帝国にとって痛手はひとつも無い。独立を阻止して手中に戻し、かつ共和国軍の横腹を狙うほうが利益が大きい……ということか」

　戦争のことならライアス公も理解は早い。さすがルーリック陥落の第一人者。

「さて、他のプレーヤーたちにも鹿を追ってもらう。共和国にとってファヴェールは兎うさぎという扱いをしてもらわないといけない。ではまず共和国の鹿はなんなのか。『ファヴェールと戦わず帝都を襲う』とする必要がある。……無理をして戦わずに共和国に提供されるものがあるといちばんだ」

「忘れちゃいねえでしょうな。もしも共和国が勝てば、ファヴェールを放っておいてくれねえですぜ」

　戦後、また戦争が起きる可能性があるということだ。

「あの国の政治体系について調べた。共和国は自由王と評議会の権力が並び立っているから、合意が無いと戦争を起こせない。まあ、評議会のほうが権力が大きいみたいだけど。戦争に躍起になってるのは自由王のほうだ。そして彼の目的は、皇帝権らしい。だから、これにつけこんで休戦条約を結んでおこう」

「そのようなことが、可能でございますか？」

「ｎ段階交渉ゲームを考えてみたんだ。共和国の──というより自由王の──最終目的は『皇帝権の獲得』でファヴェールがいま無視できないほど邪魔なのは、ルーリックの策略で皇帝にされたからだ。そのときに閃ひらめいた」

「なにを、ですか？」

　僕はソアラを見て、言った。

「幸い、ルーリックが皇帝にしてくれた人がファヴェールにいるんだ。うちの皇帝を差し出そう」

「……わ、わたしを売る気ですかっ!?」

「宰相が乱心したか？」

　伯爵が剣の柄に手を添えるので、慌てて止める。

「待った待って言いかたが悪かった！　いやほら、共和国は正統な皇帝を主張するために攻めてくるんだろ!?　だったら、休戦条約を結ぶかわりに、この皇帝権を永久に放棄する宣誓書を差し出すのはどうかって思ったんだよ！」

「……ふむ」

　ライアス公が検討の余地ありという顔つきをしてくれる。リーリヤが微ほほ笑えんだ。

「皇帝という地位にこだわる自由王であれば、応じることでしょう。条約締結は不可能ではございませんね。皇帝権が破棄されルーリックは帝国に返還されるとなれば、あとは共和国と帝国のどちらかが勝てるかという問題になります」

「そういうことだ。共和国だって戦費負担は重い。包囲戦をしたまま決戦もして都市攻囲戦でさらに延長戦が待ってる。ファヴェールと戦ったあとで帝都攻略より、それで時間が短縮できるなら共和国議会の人にもウケがいいはず」

　戦争費用が国政の負担になるのは、どこも同じ。騎兵を５０００も揃そろえれば同じ数の歩兵より３倍くらい金が必要だ。そして包囲戦には２万の兵。ずっと続く戦争にそろそろ向こうも嫌気が差しているはず。

「帝国は僕らが共和国に負けないほど強いプレイヤーにする。そうすれば、ファヴェールが抜けたあともきっと長い戦争になる。もしくは大きい戦争になる」

「和解して両方がファヴェールに攻め込んできたら？」

「両国の関係はこじれまくってる。皇帝家のクーデターは共和国が送りこんだ扇動家で起きたもの。いったん和解しかけたのに自由王が皇帝権欲しさに約束を破った。戦争は続いてニコンスクを２年がかりで包囲戦して、いままさに陥落させるところだ。ここでいまさら和解するとなれば……どっちがどう折れるんだ？　皇帝権を帝国が差し出すか、共和国が賠償金を積んで退却するか」

「どちらもありえませんね」

「ということで、しばらくは両者とも必死で戦争して疲弊してくれると思う。……以上が、戦争からいち抜けするためのパレート支配戦略に必要な手順だ」

「パレート効率的……本当に全員が得をしていますか？　ファヴェールが得をしすぎではございませんか？」

「そんなことない。みんなで幸せになろうとしてるだけだよぉ」

　参加国みんなが全力で望みを叶かなえられる体制だ。ファヴェールが勝ち逃げという望みなのでそう見えるだけで。ルーリック？　そんなやつは知らん。

「ともあれ、手始めに帝国の国民軍制度に必要なマニュアルを作って、流出させてしまおう。ちょうどいいところに、聖教会とコネがあるスパイもいる」

　ぽん、とリーリヤの肩に手を置く。

「……私、でございますか？」

「彼女を頼るのですか？」

　乙女ふたりぶんの素朴な疑問符に、僕はうなずいて答える。

「敵国からそんなマニュアル渡されても、信用できないだろ。だけど彼女は教会が助けた恩人の娘だ。そんな人から帝国を救う手立てが届いたらそれは『自分の成果物』になる」

「なるほど……かつて窮地を救われた乙女が、この戦争を打破するための作戦を敵国から入手して命がけで届けてくれる。……夢見がちなかたの好みそうな筋書きでございます」

「僕には筋書きとかはわからない。そのへんはおまかせで。でも、人の指示は聞きたくなくても、自分の成果物には愛着が湧いてしまう。それは行動ゲーム理論で統計的に有意であるとされる話だ。理論は実践しようじゃないか」




　　　　◯




　ナオキさんの交渉術は巧みというか……どうしてみなが望みを叶かなえているのに、悪巧みに思えてしまうのでしょうか。

　ともあれ、わたしの役目はロジオン──ルーリックとの交渉です。包囲戦をせずに早く降伏してくれるのなら、それに越したことはありません。

「さて、ロジオン議長。わたしの予想を言いますね？」

「な、なにを言うのですかな？」

「まずあなたの頼みの綱。共和国はいまごろ、大慌てでいるはずです。なにしろ５万の皇帝軍が編成されるのです。これは帝都の市民のみならず、聖教会の呼びかけに応えた帝国全域の国民が集まったことで創られた大軍です。いまなお、増え続けているそうですよ？」

「なぜ、なぜそんなにもたくさんの人々が急に……」

　青ざめるロジオン議長に、わたしがお教えします。

「きっと帝国民にとって、それほど魅力的な言葉があったのです。そう、『我らの土地を、我らが手に』なんて、どうですか？　外国の兵隊にさんざん荒らされた民にはとても耳触りの良いい標語だったと思います」

「あ……！　ああ……!!」

「帝国政府は新しい皇帝を選出したようです。新たな皇帝の偉業の一歩目として、国内の平定を宣言しているそうですから、平和を早急に実現するために尽力してくれると思います。こうして見ると──あらあら、困りましたね？　ファヴェールの敵は力を増しましたけれど、ルーリックの味方は減っているのではないですか？」

「………………お、おかしい。ありえない。こんな魔術があっていいわけがない！」

　それを聞いて、わたしは思わず苦笑いしてしまいます。

「われらが宰相はご自分のあだ名を忌いみ名のように思っているわりに、そのとおりのことをしてしまうのです」

　かっと目を見開いて、ロジオンが机を叩たたいて叫びました。

「…………おのれ……おのれ、〈魔術士〉め!!」

　老人の金切り声。

　まるで恐きよう慌こうをきたす一歩手前のようでした。

「なんでみんなそう言うのかよくわからないな……」

　首を傾かしげながらわたしのそばに立つ影がありました。言わずもがな、ナオキさんがお姿を見せたのです。

「自己紹介は前にしたよな、ロジオン議長閣下」

「宰相閣下……」

「そうそう、そっちで呼んでくれ。今後呼ぶ機会があれば。共和国の話だけど、いま報しらせが入った。ニコンスクを陥落させたってさ。隠し通路を掘り広げた地下道を爆破して、防壁は崩落。市街戦の最中に最さい期ごを悟った市民が敵の手に渡すくらいならって大火薬庫の３トンくらいあった火薬で敵兵を巻き込んで自爆したらしい。壮絶すぎるな」

　腕組みなどしてやれやれ困った、と言うように首を振るナオキさんです。こういうときの彼は、本気なのか冗談なのかさっぱりわかりません。

「では、共和国は必要な情報を手に入れていたということですね」

「そうらしい。あっちに送った早馬でちょっとイヤミを言っておいた。僕の計算した情報を使いやがったのか、ってそれとなく。で、帝国軍の予想兵数を送っといた。たぶん10万くらいだよって」

「で、でたらめだ！」

　ロジオン議長が椅子を蹴立てて立ち上がります。ナオキさんはむっと不機嫌そうに目を細めました。

「そんなことない。ちょっと盛ったつもりだったけど、想定以上の勢いで帝国国民は集まってる。聖教会はいままでこの戦争に出番が無かった。ノリノリで募集ビラを配りまくってるよ」

「馬鹿な……共和国が、そのような流言を聞くはずは……」

「そうかな、休戦条約の打診についてけっこう前向きな返事をくれた。つまりばっちり信用してくれたみたいですけどね。いやあ、隠し通路を見つけた実績のおかげかな？」

「そっ……そんな……」

[image: ]

　ロジオン議長からすれば、ありとあらゆる手を逆手に取られた形です。

　これ以上追い詰めては、彼の健康に悪いと思います。ですから、わたしはそっと机の上に調停書を置きました。

「それでは、わたしの言いたいことはわかりますね？　──おとなしく降伏してください。さすれば、処刑するまでは丁重に扱ってあげます」

「……ぐ、ううう……い、命ばかりはお助けを！　このとおりでございます!!」

　ルーリックはこうして、２度めは包囲戦すらすることなく陥落しました。













　　　◯終章　海を渡る絆







　青い海が彼方かなたへと続く水平線。空と海のふたつの蒼あおさに、帆柱を突き立てる帆船が懐なつかしいとすら感じてしまった。あんなに船酔いして胃がひっくり返るような思いをしたのに、戦場と比べればまるで観覧車だ。

　つくづく自分が戦争に向いてないってことを実感する。

「ようやくかたがついた。どいつもこいつも戦争を終わらせないようにするもんだから、ひやひやしたなー」

　ごきりと肩を鳴らして、僕は思いっきり伸びをした。まったく疲れる話ばかりである。

　ルーリック陥落ののちに、帝国はルーリックを返還することを条件にリーヴ地方の割譲と５年間の休戦協定に同意した。敵の手に渡っていた交易路が復活したのは新皇帝のお手柄ということで、人気が高まっている。

　共和国軍は半分くらい廃はい墟きよになったニコンスクから帝国への進撃を選んだ。またも高い防壁と士気の高い帝国軍に悩まされつつも、皇帝への野望といままでかけたコストを諦めることができないらしい。ファヴェールが皇帝権を破棄するならと休戦協定に同意。ただしこちらは２年ほど。帝国が粘るかぎりファヴェールへ侵攻するのは難しいだろうけど。

　ともあれ、ひと段落と言っていい。やれやれだ。

「気の抜けた顔するなよ、宰相閣下よう」

「引き上げる兵隊の選別終わったよ。そっちも物資の手配は済んだかな？」

　ファヴェールへの帰り道を心待ちにする僕に、ふたりの男が話しかけてくる。

「ライアス公、ケズテルド伯。仕事は済みましたよ。ふたりにはお世話になりました」

　心からお礼を述べる。士官を掌握し兵隊の陣頭指揮を執ってくれたおかげで、交渉事の方針さえ決まってしまえば楽な環境だった。なにしろ僕は馬に乗ったら筋肉痛になる指揮官である。前線向きじゃない。

　公爵と伯爵は割譲されたリーヴ地方の安定のために、まだしばらくはこの土地で指揮を執ってもらうことになっている。傭よう兵へい隊を解散させて、新しく共和国に雇われるなり次の戦地に行くなりしてもらわねばならないし。

　ちなみに解雇する傭よう兵へいたちには海路で次の戦職地場に輸送することも提案しておいた。格安で。

　ファヴェール軍は穏便に解体され、リーヴ地方には新しい支配者を迎えてもらう。そういう手続きをこなれたふたりがやってくれるので、僕やソアラは安心して王都へと戻れるのだ。新しい沿岸を確保したおかげで貿易もちょっと利益が伸びる。

「いや、こっちこそ命を助けられたからね。感謝してる。それに従妹殿とは少しわだかまりがあったけど……前より少し話してくれるようになってた。きみのおかげだと思う。これからもよろしく頼むよ」

「あー、こっちに来る前にソアラも似たようなことを言ってた気がしますね」

　自分は成長したから完璧主義の従兄とも話し合えると。……最初はだいぶつまずいていたけど、最終的には良くなってたような気もする。

「だれかに相談できるってだけでも、人は楽になるもんだよ。俺の場合は妻だ。妻といえば、故郷にいる家族からの手紙が港に届いててね、早く読みたいよ。待ち遠しい。──本気でね！　全軍走らせていいかな!?　早く詰め込もう!!」

「落ち着いてください。走らせたら海に落ちますよ」

　目がちょっと怖い。

　ケズテルド伯爵がちょいちょいと指で招くので、顔を近づける。

「こいつ、嫁からの手紙で『かシわユいガこーちゃん』って呼ばれてるんだぜ……」

「えええ……」

　なにその驚きよう愕がくの新事実。

「しかも手紙に話しかけてる。オレの目の前で」

「なにそれ心臓強すぎる……」

　ちょっとライアス公を見る目が変わりそうである。このハンサムじつはアクが強いのでは？　王族ってみんなこうなの？

　とかひそひそ話してたらそのハンサムにぐいっと肩を組んで引き寄せられる。

「女癖が悪いのは俺は反対だからな。従妹殿を泣かせないでくれよ、いいな？」

「わ、わかった。わかりました」

「よーし、約束だぞ。じゃあな」

　そう言って、ライアス公爵が立ち去っていった。積つみ荷に作業を急せかしている。

　ケズテルド伯爵がくつくつ笑いながら、僕の顔を見ていた。

「気に入られましたなぁ宰相殿。ま、本国の奴やつらがどう言うか知らねえが、宰相は領土を手に入れた。それも兵隊を失わずにだ。そいつぁ、オレにとっちゃ大金星だ。諸公の子弟にも、悠々生きて帰れるのは宰相のおかげだって教えておくからよ。これからがんばってくれや」

「……ありがとうございます、伯爵」

「おう。じゃあ、達者でな。オレたちが王都に行ったら今度は一緒に飲むとしましょうや」

「もちろんです。ありがとうございます」

　そして、伯爵も公爵を追って歩み去り──ふと、こちらを振り返って素早く戻ってきた。

「あ、オレがいないときでも、宰相が浮うわ気きして泣かれたときはちゃあんと相談に乗るように言い聞かせておくんで。任せてくだせえ！」

「そういう気遣いはいらない！」

　人をなんだと思ってるんだ！










　船に乗り込むと、甲板で例の士官服を着たソアラを見つけた。

「あ、ナオキさん、船酔いは大丈夫ですか？　気分が悪くなったらすぐ言ってくださいね」

「まだ出航もしてないのに」

　まあ虚弱なのはたしかなんだけど。

「これでようやく西方戦線は終わりですね。少しこじれて大変でした」

「まったくだ。ところで、従兄には挨拶した？」

「はい！　さっき屋台で串焼き奢おごってもらいました」

「それは良かった」

　すっきりした顔である。親戚関係が改善しているようで本当に良かった。

「今回みたいなのはもうごめんだしなぁ」

「でもおかげで共和国とも休戦協定が締結されたのですよ。これで周辺国はほぼ停戦です。ようやく、ファヴェールの立て直しに専念できます」

「なんか前よりポジティブ？」

　共和国とは２年しか休戦できなかったけど、ソアラには勝利判定をもらえるらしい。

「さて、本国に戻ったらいろいろやることがあるな。まずは徴募兵制度を改良して、戦時だけじゃなく常備軍として成立する国民軍制度を実行しないと。なにせ先にモスコヴィヤ帝国に教えちゃったから、うちでも早くやらないと軍事力で負けてしまう」

「……それで評議会の反論を封じるおつもりですね？　隣国がやってるから、ファヴェールもやらなければと危機感を煽あおって」

「そういう手もある。けど、ライアス公爵が士官学校のつてを紹介してくれたりもしたから、いろんな人に協力してもらうさ。しばらくはソアラみたいに人に会うために駆けずり回らないと」

「それは……それは、いいことですねっ。打ち合わせ会をさせたはずなのに内部崩壊させてひとり勝ちしてたナオキさんとは思えません」

「あ、そんな評価だった？」

「だんだん本当に〈魔術士〉めいてきてました」

「うわぁ、いやだな。気をつけよ」

「ふふっ、ほんとうにいやがってますね、このあだ名」

「数学を不思議な術だと思われたくないからね」

　肩をすくめる僕に、ソアラはぴんと指を立てて胸を反らす。

「でも、撤退ができてようやくわたしも安心できました。ところで、今回みたいに変な人が近づかないように、これからは信頼できる人で編成した官僚部隊も作りませんか？　計算が早いか、専門分野がある、男性で！」

　にこやかに提案されるが、僕にはそういう件についてちょっと相談しないとならないことがあった。

「あー、そのことなんだが……あのな、ソアラ。後ろを見てくれ」

「？　なんですか？」

　くるりと身を翻ひるがえしたソアラが、びくりと肩を跳ねさせて後ずさりしてきた。つまり僕に背中からぶつかってくる。

　そこまでびっくりしなくても。

　ソアラの視線の先にいるのは、修道女みたいなローブを羽織って優雅に一礼する女性だ。

「王女様、信頼できる第一号が参りました。テレンティアでございます」

「なっ、なぜあなたがここにっ!?」

「いやほら、流出させる仕事を頼んだら、見返りにファヴェールで雇えって言われて」

　あとでこっそり。驚かせたいとか言って。

　目もく論ろ見みは成功してとてもびっくりしたソアラは僕に抱き留められたまま「えええっ!?」と驚いている。

「新皇帝を戴いただいた新政府に、私はもはや邪魔でしかありません。隠し玉として後援してくれていた聖教会にとっても、いなくなられたほうが好都合なようでございます。ファヴェールの方針で私の身の上は危険に晒さらされたのです。王国に連れ去っていただきたくございます。名前を捨てて、テレンティアとしていち使用人として生きることにいたしましたので」

「まあ、頭いいしいいかなって。だめか？」

　僕が重ねて訊たずねると、ソアラはテレンティアを見て、僕を見て、もう一度テレンティアを見ながらがしりと僕の服を摑つかんだ。

「……な、ナオキさんはわたしの宰相ですからねっ！」

「あらあら、ふふ、それを心得ずにいたずらしたらきっと、縛られたり、踏まれたり、おふたりの仲睦むつまじいところを見せつけられたりするのですね……たまりません……！」

「そんなことしませんっ！」

「遠慮なさらず、ご堪たん能のうくださいまし。王女様」

「ううー」

　ソアラが圧倒されている。出会い頭の動揺が大きい。

　しかし、ちょっと黙ってから、テレンティアのほうをうつむきがちに上目遣いで見つめ、

「……そ、そういうところは直してほしいですけど……また、一緒にお酒飲みませんか？　と、とと……友だち、として……！」

　恥ずかしそうに、友だちを誘った。

　テレンティアはふっと菩ぼ薩さつのような遠い目になる。

「あぁ……だめです……」

「だ、だめですかわたしでは!?」

「せっかく勇気出したのに、不ふ憫びんな子だ……」

「かわいそがらないでください！」

「いいえ……王女様はかんぺきです。……尊い……」

　ふらぁっ、と倒れ込んでくる。

「わっ、おおいふたりぶんはさすがに虚弱宰相にはちょっとおおお!?」

　ソアラに抱きつかれたままテレンティアを受け止め、受け止めきれるわけもなく押され、危うく船から落ちかけたところを水夫に助けられた。僕は頭を打ってコブを作り、西方戦線における最初で最後の負傷をした。

　後日、魔ま術じゆつ士しは海を無事に渡れないという噂うわさが広まったという。

　妖怪か僕は。










　　　　　あとがき




　お買い上げありがとうございます。長なが田た信のぶ織おりです。

　この本を書いてからいろんなかたに感想とか応援とかいただきました。作者が驚くほどです。とても嬉うれしくなりました。

　嬉うれしかったので２巻も書いてしまいました。嬉うれしみで書かれた２巻ですね。

　さて、今回は数学的モデルが登場しました。現実社会を数字に置き換えたアルゴリズムや、ゲーム理論をより現実に近づけた行動ゲーム理論などです。

　実際に起きている現象を数式に置き換えて考えること。

　数学的な観点から考えられた理論を現実社会で実際に起きていることと照らし合わせること。

　どちらも現在進行形で現代社会をより良くするために使われている数学です。

　これを実行するには「数学の理論を現実に応用する」ということがカギになりますよね。

　このシリーズではまさにそれをお見せしようとしているわけですから、私は最先端の数学がどんなことの役に立つのか調べました。

　調べました。

　で、わかったことは「最先端の数学はいま現在なんの役にも立たない」ということでした。

　あっはっは。面白い。

　なにが面白いかって、科学技術のほうが数学に追いつけていないのです。

　ひとつ例を挙げましょう。いま現在役に立っている数学のひとつに、『四元数』というものがあります。これは１８４３年にウィリアム・ローワン・ハミルトンという数学者が発見した概念です。彼や彼の弟子によって研究され続けた四元数ですが、数十年ほど経たったころには学会から姿を消したそうです。

　しかし、四元数はその特性から１９００年代後半に活躍するようになります。人工衛星の姿勢制御などに対して、この四元数が適しているため宇宙機に利用されたからです。

　１８００年代の研究が、２０００年にさしかかろうというころにようやく〝役に立つ〟ようになったのです。

　数学は先を行き過ぎてる。科学技術のほうが後追いなのです。

　[image: 100]年後、いま研究している数学はなにに使われるのでしょうか。人間じゃなくＡＩだけが使っている、なんて光景もありそうです。

　でも、[image: 100]年後の技術に使われるものをいま開発してる人間って、時代を先取りしすぎてるよね……

　というような感覚を、読者様にもおすそ分けするべく書き上げましたこの２巻。

　お楽しみいただけていたら幸いです。




　さて、ここからは謝辞を。

　まずは言わずもがな冒頭の『おっぱい関数』につきまして！

　ＹｏｕＴｕｂｅで見た「大学対抗おっぱい関数選手権」。全国の大学から集められたおっぱい関数の中でも、私の目を釘くぎ付づけにしたＣＨＡＲＴＭＡＮ氏に使用許諾をいただきました。

　２巻の序章に使いたくてお願いしたところ、快く承諾してくださったばかりか、序章のストーリーに合わせたおっぱい関数を製作していただけるというお申し出までいただきました。

　そのような経緯により、序章のおっぱい関数はご覧の通りプロ級の出で来き栄ばえと相成りました。

　ＣＨＡＲＴＭＡＮ氏へ、改めてお礼申し上げます。ありがとうございました！




　１巻にひき続き２巻もイラストを担当してくださった紅緒さん。

　お忙しいなかでも『すうすく』を気にかけて作者に激励をしてくださいました。まったくもって頭が上がりません。今回も新キャラの男女比がラノベらしからぬ比率で申しわけありません。そんなラノベなのに「ソアラ可愛かわいい」の声が届くのは、紅緒さんのイラストに大きく依存している自覚があります。

　ありがとうございます。




　担当編集の平ひら井いさん。土つち屋やさん。

　スケジュールについて全面的に私が悪いとしか言いようがない所業を、どうにか飲み込んでくださいました。本当にすみませんでした。

　２巻を出していただいてありがとうございます。




　校閲製本流通小売など関係者の皆様がた。またもお世話になります。ありがとうございます。




　そして読者のあなたへ。

　ありがとうございます。どうか、お楽しみください。








長なが田た信のぶ織おり
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ひとり焼肉しました。

普通に美味しいですね。
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イラスト／紅べに緒お

北海道出身のイラストレーター。

挿絵やキャラクターデザインを中心に活動中。

新キャラがよい感じですね。今巻もよろしくお願いします。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「長田信織先生」係

「紅緒先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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電でん卓たくで友ともだちを作つくる方ほう法ほうを求もとめよ。ただし最さい強きょうの騎き兵へい隊たいが迫せまっているものとする。








長なが田た信のぶ織おり





発　行　　　　2018年4月10日





発行者　　　　郡司 聡

発行　　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　https://www.kadokawa.co.jp/





カスタマーサポート

（アスキー・メディアワークス ブランド）

　　　　　　　[WEB] https://www.kadokawa.co.jp/

　　　　　　（「お問い合わせ」へお進みください）





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)NOBUORI NAGATA 2018





※2018年6月5日発行の電撃文庫『数字で救う! 弱小国家 2　電卓で友だちを作る方法を求めよ。ただし最強の騎兵隊が迫っているものとする。』再版に基づき制作









[image: ]




item/image/p040.jpg
(D 2. somsgmmmmonne €O
IR0 I3t <01

[nEEPERZHE | DULL o

o 1B T30KIFDAN 10050 ZNZEA(T7I—IVEER) . BUES
EB) ZATRIFEIHRET Do (tEAFTHICARRBD N DE
-30X4T-120, RIFAZRE.BEVBNSNEWN),

o THEHKDDIFESSHHS. 1K 1BIET D,

O

o ZDBEIFFERTRAREDEIOZEHMELT . HICFIAT D,
ZHDERETEIFDNZESOWMONELTRET D)

(1EB0ADES  mORE =100 )

v
AlX(A30:B70) TR=E

3T I NIFAKI0. BIF70BN5NS,
FREILES - —30%KIFD

(cEEOBOXS AOBE=70 )

COHRTBIREABICRNEL THAIR70LATEL,
(A0:B70) bRk
b

G

AD1EIEHDRRERFEEDT
BlE1@BEMSERZDT,






item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p155.jpg





item/image/p199.jpg
‘ : ’ Survival Strategy Thinking with Game Theory ‘ : ’

for Save the Weak

IR 9 B] FRBE 20t

EC FHAFo#Eifivzar—k
139%50cmERET o
¥ 1IRIEAVEDD BIVA—IRY EFO)BHULIEN JDEAE,
4 A
MBS (\TU7)

KRBUTETVDEE, BIFED 1 mT. BE&F1,.5miREY 2.
AE53%.[11]h%55%. [O00) HBED 7 F%ZRT o

B0 o ofEo o oRMEO 00
| 11 |1 |
mica

HololMolMolMoMoWoN
ocMoMoMoMoMoMomMo

L Il I |
79 T—ILEEEFTAR

%1 OVIC— ABRBOTRERD . CORRDIADS INEREEZ D,
Fi%EA50Ccm&b 3 2HNED BB,
BLEWICHE-TEER EIF TS,

¥ EEYIZalb—yavIlck
DEMBRI1RBICOE ME
HMinHRDHEFIS5RHIR

\ 1
. MO25IBLUE CHIGT %5
BICFH . HoEZBLDHFED
BBIIE>T B0 ‘






item/image/p115.jpg
‘ : ’ Survival Strategy Thinking with Game Theory ‘ : ’

for Save the Weak

29,
IR D9 B] fRBE <02
L& (X) R B e, _
%#HEQ 1 SRR (y) HIIT B, %=y
WOGLE (X) DHEMNT DL, _ 1
K@ mmonimz. c2E()pEs. Y T x
5¢—
@oRDYIS7
4¢
DRNDISD
3¢
2¢
s
£ 19 o ’
E | (1,1)
7
0 1
WMDEE (x)
X¥SEDBEIEEZEDRT]URI%D]

BEISRRODINZ T o BMZEILLKT
EBRINA VDT LD

¥AZLLITNEVWVEREIFERT
WTEBSKSICLHEVBERK. SE
D@ DRICIED KSR DERZR
FEY 2BEDHTL D,






item/image/p313.jpg





item/image/p195.jpg
‘ : ’ Survival Strategy Thinking with Game Theory ‘ : ’

for Save the Weak

IR 93] R 203

BA EILF—bIE2Ob
—SUCLEATNBEADARID 1 DDHAON SBH T BB,

e (11111 =l AT

WETBH0).
eawB |1 1 1 120 == B gnrojas.a

BV HFOES
e 1 1 120 1 == iR Coniske.

a8 1 120 120 == &H
58 120 120 1 = &%

61LE 120 120 = B
788 120 1 == B
‘ N SAZENEH
siuE 120 == & TBCEIBHH
omE 1 ==l 250
BB HEORIE

0 1.0 A0 1
0 o MO 1

KEMADLATREREE BIZ
(X EEERDERNEBDDKRSIC
[BEIDEHENEVNEIDHE
U2, CNHELHTH Do

¥ [RA]ICBNTHERZDIAF
SHBXTEIFTLEL,






item/image/hyou4.jpg





item/image/gaiji-006.png
b2\





item/image/p025.jpg





item/image/dengekibunko-club.jpg
BExE |EEEd http://dengekibunko.jp/






item/image/gaiji-005.png





item/image/gaiji-004.png





item/image/gaiji-003.png





item/image/gaiji-002.png
-10





item/image/gaiji-001.png
-30





item/image/gaiji-008.png
100





item/image/gaiji-007.png





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		奥付













Guide





		表紙



		本編













item/image/p186.jpg





item/image/p063.jpg





item/image/p256.jpg





item/image/p013.jpg
Survival Strategy Thinking with Game Theory ‘ : ’
for Save the Weak

HOAREELEF?

BEEERF DD ZERDIRICLLBLSND.
FIBRHANT ST L TREL DR | DILZ#H<BIMDI L.

G

ZFITHAFEER
—0.4 2 3 —( +1)2
1.2 % b 1.2+0.7y R 0.2+0.2¢" Y
14100y 14100y =100 (y+1) 14100+






item/image/p011.png





item/image/p016.jpg
Survival Strategy Thinking with Game Theory

for Save the Weak

FTHAFOHIN

1.240.7y3

2
0.24+0.2¢~ 9+

+ +
1410074 =100 (y+1)

FAFDERX DI

1.5+0.8y3

1+e100(y+1)

147100y

14100y =100 (y+1)

0.240.2¢~0+D°
+
14100+

+0.1¢72000"
!

[\SE 2

we
N S

|






item/image/p214.jpg
‘ : ’ Survival Strategy Thinking with Game Theory ‘ : ,

for Save the Weak

IR 9B RS 205

[254F—AME] &1&?

A D [2TORZERD. HOEBEVIERDIRD
Re|ZEHT DR FIZEFEDHRDKS
E (=30 Okm DIEAFELDHTA-B-

10km 10km  ¢.ppeTromc. BEVEEREES

CEESTRIDIEEZ 2. BEICODIES.

B c  RAUKEOKS(C10km X3 O 30km D
10km EODICH D,

BD MAREZEZD HEE mRIEERE

A D A\/D
B C B/\C

EAFDEBEE WAROREE[1 REERMELDIERIISS.8F
LD/ 2(01.414~) fBIERFOT  NEHBRAEAR(=FHDER)
W2, 10kmX/ 2 DIRH—FH2 [ZARBIDBE)ITBH. LUV
DT RWeh 28km D4 DiElRE W 27km De sl BEF A E5(C
5B BB,






item/image/kuchie-001.jpg
SN

iﬁ?‘@ﬁv' 33’] ‘-

Sumval Strategy Thlnklng w1th Game Theory for Save the Weak






item/image/photo.jpg
T
U P QLARCEG

FOR MATH





item/image/p121.jpg





item/image/kuchie-004.jpg
BERTOMBIBROD. T
S CBF, FAHRY
EDERBEOA
BIEHET 20D
ERVNERFFFEHSD O
YWE AHEZAHROKIE,

F, RERICRIFEH.
TRV ZSE

[V~
VEEDELR. RIERE
SEbLLBEVLOTAIL,

BERMOFEET KPR
FFAREDHEWMEEYZOD;
REARES E. AEEFOTLS.!






item/image/kuchie-002.jpg
Survival Strategy Thinking with Game Theory :
for Save the Weak

+HPETOHHITL + - V—THj
BEORESEELT7IT—IbE (77 = — VARAE TR

FNTFUR—D_EH. $EDT7 EELRBBEZBEEDIEREZRD T,
TI—IDBEZEERVTIIERREN T7 71— IVIEBERT BEDTRE
TERUROBEALRY - FTF DT THoTAATVHERICEEL
ICEOTHWERFISED T 2. TOWEEDFITUR—EDHSET
B REOEYIVICKU—EHHEIC & EEHDED DL BEDE
BULRAENDD. TFFOHETH IV LHERICKBETEED O,

FUR— R CRAT BT IR .
WL 77— ETERhED o+ BAITAYIE

THol. BABREREF DBRALREE T
+ + &D?l@lhﬁ’(”ﬁﬂé&é:'(ﬁﬁ%ﬂﬁh
TFII—INEDBAEHT .

ANFUR—EOBBIERERIL. T IT— )l/ﬂ#i(c_:EZZl"?'f‘\"ﬂf
SEORMREESLTLYFIDR  FHICEEL TV BER. RROBE
BHBEFROICEETEBRABE  BELBH (\FUP) EHF5. FEO
HBZLOOETOESHMKICERL  BHEKERL DD, FHOFEEAM
T3, EEHL TS,

ETNTa ‘
2T

flen b7 84
(ETNTZ2ED
BhiikRIC 35 B EBTH)






item/image/kuchie-003.jpg
[HIRVAHERSHEQSFRIVAZ RAt:oe--
DRADEFEI IR OIE U040 VRO R L QRED N OR I
404N E LRI S SIS L 450

[BRENSSR]

[0 QEEDE R {61 R R A | 7






item/image/p208.jpg
< : ’ Survival Strategy Thinking with Game Theory
for Save the Weak

FAXDH x%“?ﬁO)EJélﬂﬁ

77"7“1-—)1/

—Uws 5 Y—7 7
7=l
SEEEAHLi) - .

\

—arvR&Ry
(ETN 721 #HEE
FhH )

1 RERER:IV-UyIRIEHSDHLR

=y DB EFTRBEDARE VD ESEDERIRID L
e b=y oERELY— It 75 (TR, ZNZERFICERD
T PRELENL P EERESEIODERTHD.

2 HRURHEEZD : —IT7KE

—UyORIMES O ERI%ERE LT FR/IIC
tI)b?Jz#fFﬂ EEDREICHDIEET
A—J =BT Do

3 RBRHEEZO2: HAKRE

ZOVAINESEL. BEPTHRIETILTVa
BXHOSHEOTFRERIE. EXITPHE
FHZEBIN EBRPD I 7 II—LEZEK
BIBINTHD. FERNIT7IT—ILICEALE
BRICHER. A —J7ZERUCPHEIREEE.
W=V ORI THE A%,






item/image/p009.jpg
LSRG
sy I kAR

Survival Strategy Thinking
with Game Theory
for Save the Weak

BHTRELZES ik ERD X,
T REUIRIBOBSEBRD
BoTWEHDET 5o

T Rk
Illustration
1N
Design
BEE-PEE





